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　少女は、民家が立ち並ぶ薄うす暗ぐらい小道を走っていた。

　何度も後ろを振り返っては、なにかを確認している。

「脱出成功……かしら？　大丈夫。誰も追いかけて……こないわ。はぁはぁはぁ……」

　少女の息は荒あらい。頰ほおが紅こう潮ちようしている。おまけに、素す足あしだ。

　小さな桟さん橋ばしがある海岸からここまで、一度も立ち止まらず走ってきた。夕日の恩おん恵けいをうけ、金色に輝く美しい海も、真まっ白しろな砂浜も見る余裕はなかった。

　すっかり日のおちた時分、少女はようやく立ち止まった。

「限界……もうこれ以上、は、走れ……ない」

　崩くずれそうになる身体からだをなんとか支え、レンガづくりの民家の壁かべに手をつく。

　とそのとき、その民家から兄きよう弟だいと思える少年たちが、飛びだしてきた。

「急げ！　始まってしまうぞ！」

　ぎょっとしている少女の横を駆かけ抜け、明るい大通りへと向かう。

　ふと前を見れば、すぐそこにある大通りには、人が溢あふれているようだ。

　少女はだるくなった足をひきずるように、少年たちを追いかけはじめた。

　パーン！

　そのとき、花火が上がった。

　辺りは白い光に包まれ、そこに佇たたずむたくさんの人々の姿を浮かび上がらせた。

　みんなが一いつ斉せいに歓喜の声をあげる。

「すごい……！　大きな花火！」

　夜空に咲く大輪の花を見て、少女は叫さけんだ。

　大通りに溢れる人々と、通りに立ち並ぶ露ろ店てん。街中の人がここに集まっているかのような喧けん噪そうに、しばらく少女は口をポカンとあけて突っ立っていた。

「……お祭りだわ。すごい！　こんな日に脱走できるなんて、最高！」

　彼女――リュドミラ・カリンの瞳ひとみはそのとき、花火を映すようにキラキラと輝いた。
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　貴族国家『ノブレス・シテ』には、たくさんの祝祭がある。というのも、ノブレスは長く続く歴史のなかで、様々な民族を併へい合ごうしてできた大国家だったからだ。人種も多た様ようだし、各都市によって風習も違う。それでも、秋のこの時季シーズンには必ず、どの都市でも祭りが行われるのだった。

「いいわ、すごいわ！　お祭りよー！」

　リュドミラは、高さ三メルトはある祭りのシンボル『収穫祭のカカシ』の横を走り抜けた。

　質しつ素そな膝ひざ丈たけの白いチュニックに素足だ。長いガーネット色の髪は、無む造ぞう作さに三みつ編あみにされている。

　街は相そう当とう混こん雑ざつしていたため注目を浴びなかったが、その姿はまるで草原で生きる遊ゆう牧ぼく民みんの少女のようだった。さすがに、十月も半ばというのに、裸足はだしで出歩く人はいない。

　これでいて十六歳。

　おまけに「脱走してきた、やんごとなき身分の乙女おとめ」なのだ。

「あの焼き菓子、美お味いしそう！　あっちの棒ぼうつきキャンディも美味しそう！　みんなみんな美味しそう！」

　露店に並ぶ品々を見つめて、リュドミラは嬉き々きとして叫んだ。

「お金が使えたら、全部、買って食べるのに！」

「お金があったら」とは言わず「お金が使えたら」と言うところが、リュドミラの特殊な境きよう遇ぐうを物語っていた。彼女はある事情で、お金を持つことも使うこともできないのだ。

　トンガリ帽ぼう子しに真っ赤な衣い裳しようをまとったカカシは、片方の手に麦むぎ、もう片方の手にはカボチャを持って、『聖下都市セント・カトー』のメインストリートを練ねり歩いていた。

　巨大なカカシの足には、車がついている。赤いお揃そろいの衣裳をつけた子供たちが、ロープに群むらがって、カカシをひっぱっているのだ。

　カカシより一足早く中央広場へやってきたリュドミラは、『聖女マリシア』の白はく亜あの彫像が佇む泉のそばでクルリと反転した。

　ひときわ大きく、ミステリアスな銀緑色シルバーグリーンの瞳が、生き生きと輝く。

　広場の泉を取り囲むように立ち並ぶ露店に、興きよう味み津しん々しんといった顔つきだ。

　香ばしい菓子の匂においがした。

　シシ肉カバブを焼く、ジュウジュウという音。

　カーニバルの仮面を並べる店。

　キラキラと輝く食器や置物はセント・カトーの名産、水晶の工芸品だ。その横で、涼すずしげな音を発しているのは、水晶で作ったウィンドベルだった。

　軽快な民族楽器の音にあわせて、ダンスを踊おどっているグループがあった。

　男女がひと組になって、ステップを踏ふんでいる。

「いいな、いいな、いいなー！　私も踊りたい！」

　と素足で地じ団だん駄だを踏む。

　リュドミラはキョロキョロと周囲を見回した。

（誰か、私と踊ってくれる人はいないかしら？）

　そのとき、にわかに彼女の脳のう裏りに、ある計画が閃ひらめいた。

（素す敵てきな彼を見つけるのよ。絶対、今日中に！　踊って、おしゃべりして、食事して……それからそれから、夜明けまでにファーストキスよ！）

　というような、いささか性せい急きゆうな、恋愛作戦が思い浮かんだわけだ。

（今日、このときを逃のがしたら一生、独身かもしれないのよ！　なにがなんでも頑がん張ばらなきゃ）

　リュドミラは真剣だった。まだ十六だというのに、一生独身が懸け念ねんされる乙女らしい。

　ところが彼女には化け粧しようっ気けがまるでなかった。顔の造形は悪くないが、色気がないのだ。

　衣裳はシンプルというか、質素というか貧ひん弱じやく。おまけに素足だ。

　これでは、声をかけてくるのは「迷子まいご」と勘かん違ちがいする老人ぐらいだろう。

　案あんの定じよう、リュドミラに声をかける若い男性はいなかった。

　いや、いた。

「彼」はほどなく現われた。

「リュドミラ・カリンだな？」

　声と同時に、リュドミラは脇わきをグイッと摑つかまれた。

　相手の背が高かったので、脇を吊つられたような格かつ好こうになる。

　唐とう突とつなうえ、いささか乱らん暴ぼうで、リュドミラはドキッとして相手の顔を見た。

　切れ長な、深いブルーの瞳が自分を見下ろしていた。

　冷たくはない。だが優しい瞳でもなかった。感情らしきものをとっぱらったような視線だ。

　ルックスはかなりよかった。トリプルＡをつけてもいい。

　痩そう身しんで背が高い。どこかエキゾチックな、黒い髪と彫ほりの深い顔。

　歳は二は十た歳ちぐらいだろうか。

「誰？」

　とリュドミラは訊きいた。

「キリル・セロフ」

　声もよかった。渋しぶいし、ちょうど耳に心地ここちよい低さだ。

　だが、マントの下に着ているのは、黒い詰つめ襟えりの軍服だった。

「軍人さんが私になんの用？」

　固い声でリュドミラは尋たずねた。

「連れ戻しにきた。枢すう機き卿きようの命令で」

　聞いたとたん、リュドミラは腕を振りはらった。

「絶対、帰らないから！」

　と言うや、走りだす。

「オロ」

　軍人――キリルは追いかけるのではなく、短くその名を呼んだ。

　するとリュドミラの目の前に、黒い大型犬が現われた。短い毛と細長い顔。引き締まったボディ。なんとなく主人であるキリルとイメージが似ている。

　これはどうみても、猟りよう犬けん。そうでなければ猛もう犬けんだ。この犬種が百年前に絶ぜつ滅めつしたドーベルマンだということなど、リュドミラは知らない。

「オロ、彼女を威い嚇かく」

　とキリルが命じると、オロは歯を剝むいて唸うなりはじめた。

「オロ、彼女を拘こう束そく」

　漆しつ黒こくの犬がジワリジワリとリュドミラに迫せまる。

「たすけてー！」

　リュドミラは大声で叫んだ。

「狂きよう犬けんがいるー！　嚙かまれたら、病気になるわよ！　早く捕つかまえて！」

　広場にいた民衆が一斉にリュドミラのほうを見た。

　犬が周囲の変化に躊ちゆう躇ちよする。民衆の剣けん呑のんな視線は、黒い犬に注そそがれている。

（今だわ！）

　リュドミラがその隙すきに走りだした。

　犬が棍こん棒ぼうや網あみを持った民衆に取り囲まれるのを振りかえって確認すると、彼女はベーッと舌したをだしてゼスチャーした。

（私を甘あまくみないで。やっと脱走できたのに、連れ戻されてたまるもんですか）

　石いし畳だたみのメインストリートを走る姿は、軽かろやかだった。それに速い。

　まるで羽は根ねでも生えているかのように、ピョンピョンと道を蹴けっている。

　ピョンと跳とんだとき、プチッと小さな音がして、髪を束たばねていた紐ひもが切れた。

　三つ編みにしていた髪が、赤いベールのように広がる。

　白いチュニック。華きや奢しやな素足。ガーネット色の長髪と、銀緑色の大きな瞳。

　その姿は祭りのなかにあって、どこか非現実的だった。

　まるで妖よう精せいか天使が、人に紛まぎれているかのように見えたのだ。

「うわっと……！」

　道を蹴ろうとしてリュドミラは転んだ。足の下に、丸くでゴロゴロしたものがあったせいだ。

「痛いたーい！」

　それは黄色とオレンジと紫むらさき色の包み紙のキャンディだった。大おお粒つぶのキャンディだ。

「偶ぐう然ぜん、飴あめが足元に三つも転がっているなんて、あり得ない！」

　と文もん句くを言いつつ、お尻しりをさすりながら立ち上がる。

「偶然じゃありません。あの男が君の着地する地点に、飛ばしたんですよ」

　声はリュドミラの真横で聞こえた。

　艶つやのある魅み惑わく的てきな、中音域の声テノールだった。

　魅惑的……とは、つまり「聞いたとたん、心がフニャフニャになる声」というやつだ。

　案の定、リュドミラはぼーっとした表情で、相手の顔を見つめていた。

　声の主は、声以上に魅惑的な容よう貌ぼうだった。

　みごとなプラチナの長髪。白はく磁じ器きにも優まさる白い肌はだ。

　そして、金の瞳。

　白い上物のコートを着ていた。足元から頭のてっぺんまで、最高級で作られたような青年だった。

　どことなく厳おごそかで、近寄りがたい高貴さがにじみでている。

「そうそう、さっき髪を束ねていた紐が切れたでしょう？　それもあの男の仕し業わざです。君の動きを止めようとしたんですね」

　そう言って、白い美貌の青年は、リュドミラの背後を指差した。

　ぼーっとしていたリュドミラが、はたと我われに返る。

　背後に黒い軍人と黒い犬が接近していた。

（まずいわ！　捕まる！）

　リュドミラが走りだそうとした。だが、できなかった。

「は……はな……放して……」

　覆おおいかぶさるように、白い貴人がリュドミラを背後から抱きしめたのだ。

　リュドミラの心しん拍ぱく数すうは倍に跳ね上がった。顔が真っ赤になる。

（これは私の望んでいたシーン!?　かもしれないれど、情じよう況きようが情況なのよ！）

　なんとか抜けだそうとするが、身体に力が入らない。

「絶対、放しません」

　耳元で心がフニャフニャになる声がして、さらに力が抜けていく。

「じゃ、助けて！　悪い人に追われているの！」

　と言って、リュドミラは黒い人影と犬を指した。

「ほう、それは、大変ですね」

「そう、大変なの！」

「なにか、露店で摘つまみ食いしました？　肉とか魚とか」

　白い貴人は、唐突にリュドミラに尋ねた。

「え？　いえ……なにも」

「そう、じゃ、男とキスしました？」

「は？」

「キス」

「して……ないけど……まだ」

「まだ？　ということは、する気だったんですか？」

（作戦では……って、どうしてこの人、そんなこと訊くのよ？）

「まぁ、とりあえず間に合ったわけですね。よかった。君が汚けがれていなくて」

　と言うと、白い貴人はリュドミラから手を放し、ほほ笑えんだ。

「『聖女』は生なま臭ぐさ物ものを口にしてはいけないし、男性と関係をもってもいけない。わかっていますよね？」

「あ……あなたも……まさか追っ手!?」

「僕の名前はアルカディ・トルストシェイン。カーディでいいですよ」

　白い貴人の横に、黒い軍人と黒い猛犬が並んだとき、リュドミラは観かん念ねんした。

（もう、逃にげられない気がする……）

「二人とも、『猊げい下か』の差し金なの？」

　とリュドミラは諦あきらめムードで尋ねた。

「差し金と言われると、まるで悪人のようですね。逃とう亡ぼうした聖女を保護してくれと、枢機卿から頼まれたんですよ。悪いのは逃亡したほうでは？　聖女リュドミラ」

　白い貴人、アルカディは余裕の表情で返した。

　リュドミラ・カリン。十六歳。

　聖地『レガトゥス』の聖女にして、脱走者。ちなみに常じよう習しゆう犯はんだ。

　聖女――＜天てん啓けいと聖せい痕こんによってもたらされる、神の代理人＞

　法典にはそう記き載さいされている。

＜人の子であり、人の子でないもの。その言葉は神の言葉。人は畏い敬けいの念をもってその御言葉を拝はいし、決して逆さからうことなかれ＞

「では聖女リュドミラ、お城に帰りましょうか」

　アルカディは誘さそった。

「イヤよ！　私がイヤと言ったら、イヤなの。わかる？　私を連れ戻すことは誰にもできないの。そういう法律よ」

　とリュドミラは拒きよ絶ぜつした。聖女の言葉は絶対だ、という法典の内容を逆さか手てにとったのだ。

「無む駄だだ」

　黒の軍人キリルが、口を開いた。

「たとえ猊下の命令でも、私の言葉のほうが上よ！」

　リュドミラが反論する。

「枢機卿は関係ない。お前の言葉が絶対なら、俺の言葉もまた絶対だ」

　黒い装しよう束ぞくのキリルがそう言うと、白い貴人アルカディは「僕らの、でしょう？」と訂てい正せいした。

「まさか……」

　とリュドミラ。その大きな銀緑色の瞳は、驚おどろきでさらに大きくなっていた。

「あなたたち……二人とも『聖人』なの？」

「ご名めい答とう」

　アルカディがほほ笑む。その顔はまさに「聖人」たらん、神こう々ごうしいものだった。












　聖人――＜天啓と聖痕によってもたらされる、神の代理人。男性＞

　＜人の子であり、人の子でないもの。その言葉は神の言葉……以下、「聖女」を参照＞

　白と黒の聖人を前に、リュドミラは言葉を逸いつしていた。

　この世で、聖人は数人しかいない。聖女より数が少ないのだ。ずっと聖地で暮らしているリュドミラでさえ、遠とお目めで一、二度見たことがある程度だった。

（第一、軍服着ている聖人って、アリなの？）

　そう反論したくてジロジロ見ていたら、その軍人――キリルが口を開いた。

「帰る前に、オロに謝あやまれ」

（へ？）

　よくわからなくて、リュドミラは黒い犬を見つめた。

「オロは病気じゃない」

「……」

「狂犬呼ばわりされて、傷ついた」

「……はぁ」

「謝れ」

　キリルは無表情なまま、リュドミラに詰め寄ってきた。

　深いブルーの瞳から、怒いかりは感じられなかった。あくまで、無表情だ。

　だが、リュドミラの真ん前まで迫ると、彼はさらに顔をくっつけてきた。

（これを威嚇と呼ばず、なんと呼べばいいのよ？）

「謝れ」

　目と鼻の先まで詰め寄られて、リュドミラは「ご、ごめんなさい」と口にした。

　態度は高こう圧あつ的てきなのに「犬に謝れ」と言うところが、なんともミスマッチだ。

（ひょっとして、無む類るいの犬好きとか？）

　キリルは犬を振りかえる。

「オロ、彼女を許ゆるしてやれるか？」

「ちょっと、犬に訊くの!?　犬優先？」

（私、聖女なんだけど!?）

　さすがにリュドミラは驚いた。いくら犬好きでも、聖女が格かく下したというのはあり得ない。

「オロは犬じゃない。俺の相あい棒ぼうだ」

（どこまでも犬好き軍人!?）

「それに、オロは犬じゃない。犬型のホムンクルスだ」

「……ホ、ホムンクルス？」

　ホムンクルス――＜人造生命体の総称。かつては人型のホムンクルスが主流だったが、現在、国際法で禁止されている。『ノブレス・シテ』でのみ、動物型のホムンクルスが認可される。人間以上の知能、特殊能力をもち、軍事目的に利用されることが多く、動物愛護団体の反対をうけている＞

　と辞書には載のっている。

　リュドミラは黒い犬をじっと見つめた。

　犬もじっとリュドミラを見ていた。

（どこからどう見ても、本物の犬なんだけど…）

「犬……じゃないの？」

　犬の鼻先で、リュドミラは問うた。

「オゥン」

　とオロは鳴いた。

　ノーだったのかイエスだったのか、リュドミラにはわからなかった。
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　この世の絶対聖域を『レガトゥス』と呼ぶ。

　それは標高千メルト級の山をまるごと刳くり貫ぬいたかのような、水晶の城じよう塞さいだ。

　貴族国家『ノブレス・シテ』の東海岸沿いにある……というか浮いている。

　浮ふ遊ゆう城塞なのだ。

　その眺ながめは壮そう麗れいにして神秘的。「城塞の地下に三柱の神々が眠る」という伝でん承しようを信じるに充分な奇き観かんだ。

　このレガトゥスこそ、信徒数百万人をほこるレガ教の総本山であり、聖人、聖女の暮らす修道院なのだった。

（私に言わせると、浮遊する牢ろう獄ごくよ）

　脱だつ走そう常じよう習しゆう犯はん、リュドミラ・カリンに言わせるとそうなる。

（第一、レガトゥスに十六年いて、一度も神様を見たことはないわよ）

　リュドミラが知っているのは、地下に大きな三つの扉とびらがあることだけだ。

　神の背せ丈たけは人間の五倍ほどらしい。だから扉も五倍の大きさだ。

　扉の奥は神の寝室だと言われている。

　聖女は毎日、この扉の前で祈いのり、歌い、貢みつぎ物を捧ささげるよう定められているのだ。

（けれど、貢ぎ物が受け取られた試しはないわ）

　受け取られなかった貢ぎ物は、聖火に焼くべ天上に還かえされる仕組みになっている。

（せっかく作ったものを燃やすのよ。無駄な努力をしていると感じるのは、私だけなのかしら？　作らなければ燃やす作業も減らせるのに）

　こういう考えを合理的とは呼ばない。「不ふ遜そんな思考」と呼ぶ。

　神がいるか否いなかはさておき、レガトゥスが不思議な力で浮遊しているのは確かだ。

　そして水晶で建設された緻ち密みつな城塞型修道院は、人の技術力で造ることができない素す晴ばらしいものだった。

「お早はようございます猊げい下か。リュドミラ・カリン、御ご前ぜんに」

　早朝、朝日を燦さん々さんとうける水晶の修道院に、リュドミラの凜りんとした声が響き渡った。

　昨日、遅くまで反省文を書かされていたわりには、元気な声だ。

　彼女の着る、光沢のある白の尼に僧そう服ふくの背中には、レガトゥスの聖なる紋もん章しようが刻きざまれている。

　聖戦を象しよう徴ちようする剣、浄じよう化かを意味する太陽、そして正しい審判を表す天てん秤びん。それらを組合せた紋章が、レガトゥスのシンボルだ。

　腰こしには金きん糸しを折り込んだ帯を巻き、白い聖帽ミトルをつけていた。

　この尼僧服の下は、白のチュニック一枚。

　つまり、昨日の彼女の格かつ好こうは、下着姿のようなものだったわけだ。

　素す足あしだったのも、レガトゥスは土ど足そく厳げん禁きんで、リュドミラは靴くつを持っていないからだった。

「来たか来たか、おてんば聖女」

　だだっ広い水晶の広間の奥には、小さな老人がポツンと座っていた。

　レガトゥスの管理責任者、モス枢すう機き卿きようだった。御おん歳とし百三歳。聖職者のなかで最高齢という話だ。彼は聖人ではないが、天てん啓けいをうけ、このレガトゥスでの管理任務についた。ちなみに天啓をうけたのは、七十八年前の話らしい。

　以来、豪ごう華かな司教服と聖帽をつけ、聖杖を脇わきにおいて、聖人、聖女の世話役をしている。

「昨日の祭りは楽しかったか？」

　と枢機卿はリュドミラに尋たずねた。

「ええ、猊下。とっても！」

　ハキハキとリュドミラは答えた。

「脱走するのは楽しいか？」

「ええ、猊下。毎回、ドキドキします」

　またハキハキと答えたら、「バカもん！」と怒ど号ごうが返ってきた。

　百三歳とは思えない声量で、リュドミラが耳を塞ふさぐ。

「聖女をバカ呼ばわりすると、神の怒りにふれますわ、猊下」

「バカ者と叱しからなければ、神の怒りにふれようぞ！　ワシを甘あまく見るな！」

　モス枢機卿は、リュドミラの父親のような存在だ。

　生まれてまもなくレガトゥスに引きとられたリュドミラは、両親の顔を知らない。

　モス枢機卿は、リュドミラが来る前から、この地に赴ふ任にんしていて、以来、ずっとリュドミラのお守りをしてきたのだ。

「どうやって抜けだした？　またシーツを裂さいてロープを作ったか？」

「いいえ、猊下。今回は倉庫にあった古い防水布を袋状にし、パラシュートの要領で飛びました。すごくドキドキしたわ。途中で風向きが変わって、海に落ちそうになったの」

「このバカもん！　毎度毎度危険なことばかりしおって」

「だって、橋は使えないもの」

「あたり前じゃ！」

　そう。レガトゥスには橋がある。陸との接点は、一本のつり橋だけなのだ。

　聖下都市セント・カトーの岬みさきと繋つながっているのだが、まことに細いつり橋で、無色透明な素材でできているため、夜などは見ることもできない。

　おまけにこの橋、「資格のない者が渡ろうとすると消えてしまう」という勝すぐれモノだった。

　神の認めた者以外は立ち入れないし、脱走もできない仕組みなのだ。

　ゆえにこの橋を『審判の橋』と呼ぶ。

　リュドミラは当然、この橋を使わず脱走する。

　前回はシーツを長いロープにし、海面まで垂たらした。

　厨ちゆう房ぼうから拝はい借しやくした大型のたらいと、大鍋をかき回す大おお杓しやくをボートと櫂かいの代わりにする。

　なんといっても、岬は目と鼻の先、数十メルトの距離だ。五分もあれば海岸につく予定だった。

　ところがその日、波が荒れていて、沖おきに流されひどいめにあった。

　半日流されてついた先は、貧まずしい漁ぎよ村そん。

　レガトゥスの要よう請せいで派は遣けんされた、レガ教の司教たちが陸から先回りしていて、脱走は失敗した。

　今回はそのリベンジだったのだ。そして脱走は成功した。

（まぁ、ほんの半時間程度だったけど）

「懲こりない聖女じゃな、まったく」

　モス枢機卿が呆あきれたそのとき、クツクツと笑う声が響いた。

　リュドミラが入り口を振りかえる。

「元気な聖女ですね。楚そ々そとしてふるまい、一いち途ずに祈いのりを捧ささげる聖女よりは、見ていて飽あきない。僕はとても気に入りました」

「あなた……アル……アル」

「アルカディ・トルストシェインです」

　それは昨日会った、白き聖人だった。

　白く輝く青年は、丈の長い純白の聖衣ダルマチカに純白のマントをつけていた。背中にはリュドミラの衣服と同じように、レガトゥスの紋章が描えがかれている。

　白い聖帽ミトルを頭にのせ、首に金糸の織り込んだ豪華なストラを下げている。これが聖人の正装姿なのだ。

（恐ろしく、似合ってるんだけど？）

　とリュドミラが思うほど、神々しい。

　プラチナの髪は、腰元でゆれている。

　太陽の光を千ち切ぎってはめこんだような瞳。

　聞くとドキドキしてしまう美声。

　アルカディ・トルストシェイン。これぞ、誰もが一目で認める「聖人」だ。

「来たか、『白き神の手』」

　モス枢機卿は、彼を異い名みようで呼んだ。

「して、『黒き狩人かりうど』はいずこに？」

　と枢機卿が尋ねたとき、「ここだ」と声がした。

　アルカディの背後に、影が立つ。

（軍服……いえ、黒の聖衣？）

　彼は今日も黒い詰め襟の出いで立ちだった。昨日の軍服とは違う。祭礼用の正装だろうか？　紋章の入った黒いマントをひっかけている。黒に銀ぎん糸しを織り込んだストラを首に下げ、黒の聖帽……はかぶらず、脇に抱えていた。

　聖人は普通、黒は着用しないから、これらは全て特注に違いない。

（でも、彼からうけるイメージは、聖職者というより、軍人なんだけど）

「ええっと……オロの飼い主さん」

　とリュドミラは呼びかけた。犬の名前は覚えていたが、彼の名前は頭に入っていなかったのだ。

「キリル・セロフだ」

　と彼はもう一度、自己紹介した。

　無表情な顔や無感動な声も、相あい変かわらずだった。

　二度、自己紹介させられても怒らない。でも、笑みもない。

「オロはいないの？」

　とリュドミラは訊きいた。

「オロはここには入れない」

（そうか、レガトゥスは、神の認めた人間しか入れないんだったわ）

　キリルはじっとリュドミラを見つめていた。

　リュドミラもキリルをじっと見つめた。

「あの……」

「オロはお前を許ゆるすそうだ」

「あ……ああ、そうですか。よ、よかった……わ」

（やっぱり犬の気持ちが最優先なのね）

　と思ったが、さして気にならなかった。こういう人だという免めん疫えきができてきたらしい。

（オロは犬じゃなく、ホムンクルスなんだっけ？　それにしても、怖いのか怖くないのか、軍人なのか聖職者なのかよくわからない人）

　キリル・セロフのことを、リュドミラは「不思議な犬好きの、軍人もどき」と覚えた。

「三名、揃そろったようじゃな。それでは、先日ワシが授さずかった天啓を告げよう」

　枢機卿は立ち上がった。自分の背丈の倍はありそうな聖杖を床にトンとたてる。

　リュドミラたち三人は、横一列に並ぶと膝ひざをついた。

　リュドミラは両膝をつき、両手を胸にあてがう。

　二人の聖人は、片膝を立てたポーズで平ひれ伏ふし、片手を胸にあてた。

　天啓。それは神が人に与えるメッセージのようなものだ。

　聖人も聖女も、この言葉にだけは抗あらがえないとされる。それほど絶対的な言葉なのだ。

　枢機卿は聖杖をかざし、こう宣のたまった。

「リュドミラ・カリン、キリル・セロフ、アルカディ・トルストシェインの三名は、聖地レガトゥスの使者として、国境の街『サモン・ヴィレ』に向かうべし」

（またすっごく辺境だわ。一体、なんのために？）

　とリュドミラは思った。だが、天啓の最中に質問は許されない。

「国境地帯で、戦火が拡大しておる。ゆえに、そなたらの力で、戦争を終結させよ」

「そ、そんなの無理！」

　がばっと顔をあげると、リュドミラは口を開いた。無理無理、と両手をクロスさせ、ゼスチャーつきで拒きよ否ひする。

　枢機卿は「聞こえないフリ」をして言い継いだ。

「キリル・セロフは『粛しゆく正せい者しや』として、その任にあたれ。そなたのもう一つの任務はリュドミラを守ることだ。とくに彼女の貞てい操そうは死守せよ」

「了解した」

　と短くキリルが答えて、横にいたリュドミラはたまげた。

（藪やぶから棒ぼうに私の貞操って……なに!?）

「アルカディ・トルストシェインは『救きゆう済さい者しや』として、その任にあたれ。そなたは戦う者であってはならぬ。救う者だ。よいな」

「御意」

「そしてリュドミラには絶対……」

「わかっています、猊下。絶対、手はだしませんよ」

　アルカディはほほ笑んで宣せん誓せいした。

（そこでほほ笑むって、すごく意味ありげなんだけど？）

「さいごにリュドミラ・カリン。そなたは『審判者ジヤツジメント』だ。戦火を審判する者だ。まじめに勉強していたら、ジャッジメントの仕事がなんたるかは知っておろう」

「し、知っているけど、やりたいなんて思ったことはありません」

「これは神の御意志だ。そなたらに『聖セントフューレン』の称しよう号ごうを授ける。戦いを仲ちゆう裁さいし、平和をとり戻さん。では神の御ご加か護ごを」

　言うや、モス枢機卿は「よっこらしょ」と呟つぶやき、背後にある深紅のカーテンのなかへ消えてしまった。

「ちょっと猊下！」

　リュドミラが叫ぶ。

「猊下！」

　何度叫んでも、猊下は再登場しなかった。

（あり得ない！　こんなのあり得ないって！）

「来い」

　キリルがリュドミラの手をひいた。

「イヤよ。絶対、行かない！」

　リュドミラはキリルの手を振り払った。

「天啓だ。行かなければ天てん罰ばつがくだるぞ」

「くだっても行かない！」

「お前が行かないと、俺たちにもくだる」

「それでも行かない！」

「そうか。では強行する」

　と言うや、キリルは動いた。

　素早くリュドミラの腰を抱くと、ひょいと肩に担かつぎあげたのである。

「イヤー！　放して！」

　リュドミラはもがいた。

「拒否する」

　キリルはそのまま、枢機卿に拝はい謁えつした大広間を抜けた。

　さも楽しげな笑みを浮かべて、アルカディが続く。

「リュドミラ、諦あきらめたほうがいいですよ。聖女としての天命は、生まれたときに定まってしまっているのですから」

　と白き聖人は言った。

「イヤ！　私は還げん俗ぞくするの！　いい男と恋仲になるの！　聖女なんかやめてやるー！」

　あははは、とアルカディは笑った。

「聖女は汚けがれたとき、普通の女性になると言いますが、それを望んでいる聖女がいるとは思いませんでした」

「私は聖女なんかイヤなの！　普通がいいのー！」

　リュドミラは必死で暴あばれたが、徒と労ろうに終わった。

　キリルの力は強く、少女の抵抗など、ものともしなかったのである。
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　時が経たつのは早い。聖地レガトゥスで天啓が告げられて、今日が三日目になる。

「だから……はぁ、イヤだったのよ……はぁ、はぁ」

　だだっ広い荒野だった。

　三人の巡じゆん礼れい者しやは一様にマントのフードを目ま深ぶかにかぶり、激しい向かい風のなかを歩いていた。

　一番小さいのがリュドミラだ。先頭に立っている痩そう身しんがキリルで、リュドミラの横を歩いているのがアルカディだった。

　吹き荒すさぶ風は、氷のように冷たい。

　おまけに砂が混じっていて、目や口のなかに入ってくる。

　喉のどがカラカラだ。空気が乾かん燥そうしているせいだ。

　見渡すかぎり、なにもない。いや、ずっと向こうにポツンと山が見えていた。

　あのふもとに、国境の街『サモン・ヴィレ』があるのだ。

（さっき、車で二日って言っていたけど、徒歩だと何日かかるの？）

　リュドミラは旅に出たことを、ものすごく後こう悔かいしていた。

「だいたい、無む茶ちやなのよ！　あんなボロ車で荒野横断なんて！　だから途と中ちゆうで壊こわれちゃうんじゃない！」

　巡礼者の質しつ素そなマントが、足元に絡からみ付いた。

　足が止まると、風で後ろに飛ばされそうになる。

　巡礼者が持つ樫かしの木の杖つえを大地に突き立て、なんとか踏ふん張ばった。

（これって聖女の旅じゃないわ！　絶対に絶対！）

　とはいえ、聖衣をまとって神み輿こしに乗るような旅はできなかった。

　あんな神こう々ごうしい格好で旅をしたら、人々が祈りの言葉を呟きながら列になってついてくる。

　三人が巡礼者の格好なのは、余計な騒動を引き起こさないためなのだ。

　基本、隠おん密みつ行動になることは、旅に出るとき一番に示しめし合わせた事柄だった。

「仕方ありませんよ、今いま更さら言っても。それにしてもすごい風ですね」

　プラチナの髪を片手で押さえながら、アルカディ・トルストシェインは文句を連発しているリュドミラの話し相手をしていた。こんな事態なのに、やっぱり、どこか楽しげだ。

（アルカディはたしかに、苦しむ顔が似合わないけど、苦しむっていう感覚もないような気がするわ）

　一方、黒の聖人キリル・セロフは相変わらず無口だ。フードを目深にかぶり、その表情は見えないが、たぶん無表情なのだろう。三日間、ほとんど会話らしい会話はしていない。彼の強引さにいい感情をもっていなかったから、あえてリュドミラから話しかけることもなかった。

（もう水も食料もないのよ！　おまけにもうすぐ日が沈しずむのよ！　風が強くて……テントもなにもないのよ！）

　無む謀ぼうな旅だ、とリュドミラでなくても言っただろう。

　調理用具の金かな盥だらいや手製のパラシュートで脱走していた自分の行いなど、この旅に比べたら、子供の遊び程度だ。

　リュドミラは立ち止まった。日が落ちてきて、ますます風は強く、そして冷たくなってきた。

「もう、進めない……」

　その場で踏張っているのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「摑つかまれ」

　キリルがリュドミラの脇をぐいっ、と引き上げた。

　その瞬間、リュドミラは初めて出会った祭りの夜のことを思い出した。

　キリルに腕をとられたのは、これが二度目だ。

「もうすぐオロが帰ってくる」

　キリルはリュドミラの身体からだを強風から守りつつ、そう言った。

　黒い猛犬型ホムンクルスは、一番近い村を探しに行っている。

　三人は強風のなか微速前進しながら、オロを待っているのだ。

「オロが帰ってこなかったら？　私たちどうなるの？」

　リュドミラはさすがに不安になって、キリルに尋ねた。

「オロは帰ってくる。万一、はぐれても俺たちは死なない」

　キリルはそう答えた。

「天啓をうけた限り、その任務を遂すい行こうするまで死ぬことはない」

「そうですよ。それに我々は聖人、聖女なんですから。神の御加護はすぐ近くに」

　とアルカディは付け足した。

（そりゃそうかもしれないけれど）

　無む神しん論ろん者しやが聞いたら、鼻で笑ったかもしれない。だが、リュドミラたちは、知っている。

　天啓と奇き跡せきはいつも対ついで登場するのだ。

（だからと言って、喉がカラカラで、頭がクラクラするのは、防げないの……よ）

　風に逆らえなくなって、リュドミラは膝から崩くずれた。

　手から、粗そ末まつな樫の木の杖が離れ、風に流されるように地を滑すべっていく。

　キリルが倒れこんだリュドミラを抱きとめた。

　その腕は力強い。強引でそっけない人だという印いん象しようが、ふいに緩かん和わする。

　アルカディの白い手が額に触れて、リュドミラは辛つらい表情で口を開いた。

「頭……クラクラする、の」

「熱がありますね。脱水症状かもしれません。聖女とはいえ、身体の構造は人間と同じですから」

「予想以上にぜい弱な身体だな。もう少し強いと思っていた」

　とキリル。

「頑張っているほうです。レガトゥス育ちの聖女は儚はかなげな存在です。日向ひなたに長時間いるだけで貧ひん血けつを起こす。旅にだせば一日と保もたない。神が彼女を選んだのは、まさに、最良の選択です」

　キリルとアルカディの話す声は、次第に遠ざかっていった。

（やだ……私って……こんなに弱かったん……だ）

　リュドミラは薄うすれゆく意識のなかで、そんなことを痛つう感かんしていた。
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　ペロ……となにかが手を舐なめた感触で、リュドミラは意識を取り戻した。

　見上げた天てん井じようは、まだグルグル回っていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　リュドミラ」

　白く美しいアルカディの横に、黒い犬がいた。

「……オロ」

　さきほど、自分の手を舐めたのは、オロだったのだと気づく。

　オロは行ぎよう儀ぎよく、リュドミラが横になっているベッドのそばに座すわっていた。

　アルカディの顔はまるで聖母のようだった。その表情に心からホッとする。過か酷こくな旅に、身体より先に心が折おれてしまいそうだったのだ。

（ここはどこかしら？）

　狭せまい雑ざつ然ぜんとした部屋だった。荷物を運び込む小屋だろうか？

　それでも、砂の混じった強風をしのげるだけマシだ。

　起き上がろうとしたが、身体が動かなかった。関節のいたるところが痛い。

「まだ眠っていたほうがいいですよ」

「アルカディ……」

「カーディでいいですよ。ここは辺境の村です。オロが我々を導みちびいてくれたんです」

　優しいアルカディの声と、つぶらなオロの瞳が、疲れた心を癒いやしていく。

「オロ……あり、がと」

　オロはリュドミラの言葉を聞くと、黒い頭をリュドミラの手にすりつけてきた。

「気づいたか？」

　そのとき、ギィと扉のきしむ音がして、キリルが入ってきた。

「村人が水とパンを分けてくれた。水だ。飲め」

「……」

　水の入ったコップを口元に押しつけられたが、リュドミラは反応できなかった。

（身体が……いうことをきかない）

　それがキリルにはわからないらしい。「飲め」と何度も催さい促そくしてくる。

　リュドミラは悔くやしくなった。伝えたくても、今は声もロクにでないのだ。元気だったら「疲れている乙女おとめの心境を察さつしなさいよ！」と怒ど鳴なっていただろう。

　銀緑色シルバーグリーンの目から、大おお粒つぶの涙がこぼれた。

　頰ほおを伝い、シーツに落ちる。

「……」

　キリルが驚いたように身を引いた。アルカディが言う。

「彼女は飲みたくないわけじゃないんです。身体が思うように動かないんですよ。それがわかってもらえないから、悔しくて涙がでたんです」

　と彼はリュドミラの心を直訳した。

「さぁ、リュドミラ、辛いでしょうが、少し起きてくださいね」

　アルカディはそっとリュドミラの上半身を支え、起こした。

　肩を抱いて身体を支え、少しずつ水を飲ませてくれる。その様子を、キリルはじっと見つめていた。

「女の子の扱あつかいは、僕のほうが慣れていそうですね」

　とアルカディはキリルに言った。

　キリルは反論せず、部屋の端はしに座り込んだ。

　パンを几き帳ちよう面めんに四等分する。三つではない。四つに分けたのだ。

（一つは……オロの分ね）

　このころには、リュドミラにもそれがわかってきていた。

　オロはキリルの相棒。この旅は四人旅なのだ。

　水をコップ一杯ほど口にし、しばらくすると、身体はずいぶん楽になった。だがパンは一ひと欠かけらしか食べられなかった。

　目を開けていられないほどの、急激な睡すい魔まがおそってくる。

「眠るといいですよ。朝までぐっすりね」

　アルカディの声は心地ここちよい子守歌のように、リュドミラを夢の世界へ導いた。

　眠りだしたリュドミラのガーネット色の髪を、アルカディがいとおしげに撫なでる。

「手をだすな、という枢機卿の言葉を忘れるな」

　キリルの感情をおし殺したような声がしたが、白き聖人は態度を改めなかった。

「もちろん、忘れてはいません。でももし、旅の途中で僕がリュドミラを大好きになったら、どうします？」

　リュドミラが眠りこんだことを確認してから、アルカディはそんな質問をした。

「排はい除じよする。それが俺の任務だ」

　キリルが即答し、アルカディは肩をすくめる。

　聖人は天命を果はたすまで死なない。

　しかし、聖人は唯ゆい一いつ、聖人の手で殺あやめることができる。

　この法則も、当事者たちはみな知っていることだった。
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　自由主義国『メルカンテ』の大統領アルベルト・レキスリアンが、貴族国家『ノブレス・シテ』に宣戦布告したのは、半年前のことだった。

　メルカンテ軍は、国境線の小都市をつぎつぎに攻撃、陥かん落らくさせていった。

　遅れをとったノブレス側は、国防軍二万人を派は兵へい。大規模な反撃にでる。

　占せん領りようされた都市を奪だつ還かん、さらにメルカンテ側に進攻し、メルカンテの街に無差別攻撃を加えた。

　かくして、戦線は泥どろ沼ぬま化かし、国境付近の前線では、延のべ数万人の戦死者をだす惨さん事じとなった。

『この惨状はもはや、人の手では償つぐなえない』と、ある歴史評論家の言葉が新聞に掲けい載さいされるころ、聖地『レガトゥス』で、一つの天啓がおりた。

「それが僕たちの派遣なんですよ。わかりましたか？」

　アルカディはリュドミラにわかりやすく、事態を説明していた。

　プラチナの長髪を巡礼者のまとう地味なマントの下に隠してはいるが、アルカディの整ととのった容貌は相変わらず神々しかった。衣服が地味でも彼はまごうことなき「聖人」なのだ。

「わかるけど、行くのはイヤなの」

　丸一日熟睡したリュドミラは、パンとミルクを交互に胃袋いぶくろにつめつつ、頑として言い張っていた。

「リュドミラ、天啓は絶対です。神の意志なんです。イヤがったって、逃のがれようがない」

「そんなの、やってみなければわからないわよ」

「やってみなくとも、わかる。抗うだけ無む駄だだ」

　と突き返したのは黒の聖人、キリル・セロフだった。

　切れ長な青い瞳に睨にらまれて、リュドミラは口を閉ざした。

　キリルの足元にいる、犬型ホムンクルス、オロに視線をあてがう。

（どうして犬には優しいのに、私には偉えらそうなのよ？）

「食事がすんだらすぐに出発する」

　キリルがそう言って「私はイヤなの！　絶対！」とリュドミラは間かん髪はつ容れずに返した。

「抵抗するだけ無駄だぞ」

「それでもイヤなの！　というか、私には無理なの！」

　リュドミラは二人の聖人に訴うつたえた。

「私だって、天啓に逆さからえないことぐらい知っているわ。でもイヤなの。無理なの。私に『ジャッジメント』なんかできない！　戦争の判定なんて、よくわからないし、それに……もし間違ったら？　私が間違ったジャッジをしたら？　そんなの、責任とれないわ」

「誰も責任をとれなんて言っていませんよ。リュドミラ」

　と優しく、心がフニャフニャになるような声で、アルカディは答えた。

「けれど……」

「君は、君に与えられた仕事をすればいいんです」

「だけど、単純な作業じゃないのよ？　人の命や生活がかかっているじゃない」

「そうです。だからこそ『聖女』にしか任せられないんです」

（その「聖女」になってみなさいよ。どれほどイヤかわかるわ）

　リュドミラは不ふ貞て腐くされた。

「ともかく、私には絶対無理。戦場に行くのは無理なの！」

「なにがどう無理なんだ？　俺にはガキの我わがままにしか聞こえない。『行きたくない』と『行けない』は違う。お前は行きたくないだけだ」

　とキリルに断言され、「行けないのよ！」と言い返す。

「責任が重いやら、わからないやら、そういうのは駄々をこねる子供と一緒だ」

　また言い返されて、リュドミラは唇くちびるを嚙かみ締めた。

（他にも理由があるのよ。ただの我がままじゃないの！　だけどキリルにはなにを言っても無駄だわ。頭がカチカチよ！　黒い石頭！）

　戦場。人と人が殺しあいをしている現場。

　映像ではなく、言葉を思い浮かべただけなのに、リュドミラの背中に悪お寒かんが駆かけ抜けた。

（どうせ私は子供ですよ。子供でいいわよ）

「私、レガトゥスに帰る」

　リュドミラが椅い子すから立ち上がった。

　まて、とキリルがリュドミラの手をとろうとした。

「触さわらないで！」

　鋭するどくリュドミラは拒絶した。

　すくっとオロが立ち上がった。キリルの相棒、犬型ホムンクルスだ。

　リュドミラの足元に「お座り」する。

　オロはつぶらな黒い目で、じっとリュドミラを見つめた。

　さすが、人間並みに利り口こうなホムンクルスだ。こうすれば、リュドミラの足を止められると、ちゃんとわかっている。

（うう……キリルよりオロは苦手。『行かないで』って言ってるみたいな、あの目、なんとかして）

　リュドミラはオロの視線から逃れるように顔をそむけた。

（でも私は絶対、戦場には行かない）

　リュドミラは天井を見た。

　小屋の梁はりと、すすけた天窓が目にとまる。

（あそこしかないか）

　リュドミラはオロの目の前で、トンと床ゆかを蹴った。

「ああっ！」

　と叫さけんだのはアルカディだ。

　リュドミラは軽く飛び上がったように見えた。だが、彼女はそのまま天井の梁まで飛んだ。

　梁によじ登り、天窓を押す。

「よい……しょ！　っと開いて！」

　何年も開けたことのないような、埃ほこりだらけの天窓が、ギーッと甲かん高だかい音をたてて開いた。

　リュドミラの身体が天窓を潜くぐる。

　キリルは無言のまま、外へ駆けだした。その目がいささか怖い。

　オロも無言でキリルを追った。

「くくく……さすが聖地レガトゥス一のおてんば聖女。『戦場の黒き狩人』が振り回されている。まったくもって、侮あなどるわけにはいきませんね」

　一人、部屋のなかで、アルカディは興味深げに笑っていた。
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　キリルが村のぬかるんだあぜ道を疾しつ走そうしていた。

　その目は屋根から屋根へと、飛び移っているリュドミラを捉とらえている。

「オロ、向こうから回れ」

　キリルの命令で、オロは方向転換し、走りだした。

「とんだじゃじゃ馬聖女だな。人に見られたらどうするつもりだ」

　とキリルは苦々しく呟く。

　その吐と息いきは白い。厚い雲に覆おおわれた空からは、今にも雪が降ってきそうだ。

　まるで廃はい村そんのように静まり返っているのも、天候が荒れることをみな予感しているからだった。お陰かげで、リュドミラが妖よう精せいのように屋根を飛び回っていても、誰も見てはいない。

　そのとき、屋根と屋根のあいだに、リュドミラの姿が消えた。

　キリルは加速した。地上に下りた、とみたのだ。だがそこには、先回りしたオロの黒い姿だけがあった。

「あのじゃじゃ馬は？」

「オン？」

「リュドミラのことだ」

　オロは首を横にふった。オロも姿を見失ってしまったのだ。

「匂においで追えるか？」

「オフッ」

　喉の奥で小さく答えると、オロが鼻をひくつかせて、前進しだした。
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（下りたと見せかけて、実は二階のベランダや廂ひさしを伝って逃とう走そうする作戦は成功かしら？）

　リュドミラはキリルの死角に入ると、狭い民家と民家の隙間を利用して逃げた。

　やがて、村の端にあるとんがり屋根の教会を発見する。

　隠れ場所としては、すぐに見つかりそうで難があるが、かといって、他人の住居に無断侵入するわけにはいかない。

（第一、寒くて、これ以上、外にはいられないわ！）

　聖女とはいえ、肉体的には人間だ。マントを羽は織おってこなかったことを、リュドミラは激しく後こう悔かいしていた。

　リュドミラは教会の前にストンと降り立った。

「すごくオンボロだけど、レガ教の教会だよね？」

　貴族国家『ノブレス・シテ』の宗教はいくつかあるが、人口のほとんどはレガ教の信徒だ。

　よほど貧しい村なのか、教会は今にも崩れそうだった。

（神よ。天啓に背そむくこの身に、ひとときの暖をお与えください）

　と勝手なことを心のうちで願い、両手を胸にあてがう。

　そっと、扉を押した。ずいぶん年季のいった木製の扉には、薄汚れたステンドグラスがはまっている。

　身が入る分だけ隙間をあけて、リュドミラは中に滑り込むと、すぐに扉をしめた。

　辺りを見回し、使われていない燭しよく台だいを見つける。

　それを横にして扉の把とつ手てにはめ込み、即そく席せきの錠じようを作った。

（これでキリルもすぐに入ってこれないわ。鍵かぎがかかっていると思って、探さないかもしれないし）

　だからといって、逃げ切れるわけではない。束つかの間まの時間稼かせぎだ。

　マントはないし、辺境の地から一人で帰ることもできない。

　だけど、今はともかく、逃げたかった。キリルからも任務からも、逃げたかったのだ。

（任務も嫌だけど、キリルも大嫌い。私のこと、うっとうしいって感じているのが、伝わってくるのよ）

　速すみやかに任務をこなしたいキリルと、任務につきたがらないリュドミラが、うまくやっていけるはずもなかった。

　だが、やっていけないまでも、リュドミラは「理解してほしい」と思っていた。

　自分が戦地に行きたくない理由を聞いた上で、正当な理由と認めてほしかったのだ。なのにそれを告げる前に、キリルの「駄々をこねる子供と一緒だ」発言だ。

（あいつ、私のことなんてどうでもいいのよ）

　怒っているのに、悔しくて泣きたくなる。

「……と……したのです。そのとき……」

　教会の奥から人の声がして、リュドミラは目め尻じりにたまった涙をぬぐった。

　キリルのことばかり考えていて、中に人がいることに気づくのが遅れた。

「牛飼いの青年は言いました。『あなたはどこのお姫様ですか？』お姫様はこう言いました。『私は姫ではありません。本当は、醜みにくいアヒルの子なのです』」

　リュドミラは声のする方向へ歩きだした。

　声は祭さい壇だんの横にしつらえられた、小さな部屋から聞こえてきた。

　扉はなく、すっかり色いろ褪あせた紫むらさき色のカーテンで遮さえぎられている。

　音をたてないように、リュドミラはカーテンをめくった。

　暖かい部屋だった。赤々と火のついた暖だん炉ろがある。

　四、五人の子供たちが目を輝かせて見ているのは、牛飼い青年の人形と、ドレスを来た少女の人形だった。

　その二体は数本の糸で支えられていて、やわらかい茶色の髪の青年が巧たくみに操そう作さしている。

（あやつり人形の人形劇だわ！）

　リュドミラは子供たちにまけじと瞳を輝かせた。

　一度、実物を見てみたいと思っていたのだ。聖地レガトゥスには、人形劇の慰い問もんなど来ないからだ。

　童どう話わはたくさん読んだ。あやつり人形を作ったこともある。ところが、説明書どおりにしてみても、人形はちっとも思いどおりには動かなかった。

「『おおっ、そんな、そんなこと信じられません。貴女あなたがアヒルだなんて！』」

　牛飼いの青年の人形が、驚いたようなゼスチャーをして、リュドミラが「すごい！」と叫んだ。

「『いいえ、私はただのアヒルではなく〝醜いアヒル〟なのです』」

　今度はドレス姿の人形が、哀かなしげに両手を頰に添そえ、しゃがみこんだ。

「すごい！　どうしてそんなふうに動くの!?」

　リュドミラが叫ぶと、「しーっ！」と子供たちが一いつ斉せいに振り返りゼスチャーした。

　リュドミラがはっ、と口を閉ざす。

「いらっしゃい。お嬢じようさんも、そこへどうぞ」

　リュドミラは人形の糸を伝うように、視線をあげた。

　明るい茶色の髪をした青年は、少し照てれ臭くさそうに笑っていた。その目が鮮あざやかな紫色で、ドキッとする。












（なんて不思議な瞳の色。聖地レガトゥスの最奥の間に敷き詰められた、紫水晶のようだわ）

　紫の瞳の青年は、空いている椅子を視線で勧すすめてくれた。子供用の椅子で、いささか小さかったが、リュドミラはそこに腰を下ろした。

　暖炉のすぐ近くだ。外気で冷たくなった身体が、あっというまにホカホカしてくる。

「さて、では話の続きをしよう。『私は醜いアヒルの子なのです。なぜかアヒルよりも一回り大きく、首が長いのです』とお姫様は言いました」

　物語を途中から聞いたリュドミラには、わからないこともあったが、要約するとそれは「醜いアヒルの子」と忌いみ嫌きらわれた主人公が、魔女に頼んで人間の姿にしてもらう話だった。美しい少女となったアヒルの子は、旅先で牛飼いの青年と出会い恋をする。しかし、自分が人間でないため結ばれないという話だった。

（そんなの報むくわれないわ。忌み嫌われて、やっと人間になれたのに、人間としても幸せになれないなんて）

　巧みな人形使いの技に引き込まれ、リュドミラはいつしか物語に夢中になっていた。

「でも牛飼いの青年は諦めることができませんでした。彼は言いました。『貴女が人間でないというのなら、私がアヒルになりましょう。魔女に頼めばいい。そうしたら結婚できます』」

（そうよ、その手があったわ！）

　どうやってハッピーエンドに結びつけるのかとドキドキしていたリュドミラは、心のなかで叫んだ。

「『それはできません。なぜなら、人は人でいるのが一番いいからです』と少女は言いました」

「そんなことはないわ！」

　拳こぶしをつくると、リュドミラは立ち上がった。

「人でなくても幸せになれるわ！」

　あまりに白熱していて、子供たちの白しらけた目に、リュドミラは長いこと気づかなかった。クスクスクスと、紫の瞳の人形使いが笑いだして、リュドミラははたと我に返った。

　頰を真っ赤にすると、恥はずかしげに拳を下ろす。

「いいよいいよ、気にしなくても。夢中になってくれて私は嬉うれしい。でも、話の続きはまた明日」

　ええっ！　と不満げな子供たちにお菓子を配ってなだめる。白い紙に包まれているのは、キャラメルのようだ。

　子供たちは菓子をもらうと、部屋から出ていった。表ではなく、裏の小さな木戸から路地へと飛びだしていく。やけに素す直なおに従したがったのは、明日も来ればキャラメルがもらえるからかもしれない。こんなに貧しい村の子供たちには、お菓子は滅めつ多たに口にできない貴重品だろう。

「君は初めて見る顔だね？」

　人形使いはリュドミラに語りかけてきた。やわらかな茶色の髪と紫の瞳。子供たちがいなくなったせいか、青年を独り占めしている気分になる。

　歳は十八ぐらいだろうか？　キリルより少し年下に見える。

「私はフェルナンド。ここの教会に三日、滞在……というか居候いそうろうしているんだ。各地をまわる旅芸人といったところかな」

　と彼は自己紹介した。

「私、私はリュドミラ。リュドミラ・カリン」

「そう、初めましてリュドミラ。あやつり人形の人形劇は初めて？」

「ええ！　とっても素敵だったわ！」

　リュドミラの賛さん辞じに、フェルナンドは苦く笑しようした。

「ありがとう。そう素直に誉ほめられると照れるよ。私よりうまい人形使いはたくさんいる」

「そうなの？　私、やってみたことがあるの。でも全然だめだったの。糸がもつれて大失敗よ」

　フェルナンドは笑った。

　リュドミラも笑った。彼女は店みせ仕じ舞まいをした旅芸人のそばへ歩み寄った。

「ねぇ、醜いアヒルの女の子は、ちゃんと幸せになれるの？」

「さぁ、それは明日のお楽しみだ」

「明日は……ちょっと来れないの。だから教えて」

　きっと、今日が最初で最後だと、リュドミラは予期していた。

　ひょっとすると、もう二度と人形劇は見られないかもしれない。

「君はどう思う？」

　とフェルナンドと名な乗のった旅芸人は尋ねてきた。

「わからないわ。でも幸せになってほしいわ」

「幸せになるエンディングが二つあったとしたらどうする？　二人とも人間になって幸せになるか、二人ともアヒルになって幸せになるか、どっちがいいかな？」

「そ、それは……」

　リュドミラはしばらく考え込んだ。

「アヒル」

　と呟く。

「人間よりアヒル？　どうして？」

「人間は喧けん嘩かをするし、別れたりもする。アヒルはしないでしょ？」

「それはわからないさ。私たちはアヒルの生活をよく知らない。人のことはよく知っているから欠点も目につく」

「アヒルにも欠点があるかもしれないってこと？」

「そうだよ」

「でも、でもね、戦争はしないでしょ？」

「……」

　今度はフェルナンドが考え込む。そして彼は静かに「そうだね」と答えた。

「ねぇ、そのお話には、結末がないの？」

「あるよ。でも話は私が考えたんだ。だからエンディングを変えることもできる」

「なんだ。古い童話かと思っていたわ」

「違うよ。昔話を色々と折せつ衷ちゆうしたみたんだ。私には、想像力はないんでね」

　と言うとフェルナンドはまた苦笑した。

　苦笑すると頰に小さな笑くぼができた。

　それがとてもいい愛あい敬きようになっている。

（彼は私より教会が似合っているわ。笑顔が優しい。子供たちに人気があるのは、包み込むような優しい笑顔だからだわ）

　小さな人形をあやつり、子供たちに素敵なお話を聞かせてまわる、旅芸人。

　ふいにリュドミラは憧あこがれと、尊そん敬けいの念を抱いた。

（私、私も、こんな人形劇ができる人になりたかったわ）

　四、五人の子供たち相手に、教会で人形劇をするのだ。

　ほんの束の間、子供たちは夢の世界に心をときめかせる。

　朝、母親に怒られたことも、明日のパンがないことも忘れて、夢中になるのだ。

　そういうものを、人々に与えることができたなら、どんなにいいだろうか。

　リュドミラは心からそう思った。

（聖女なんて、直接人に触れる機会もないし、嫌い。旅芸人がいいわ）

「あやつり人形、教えてあげようか？」

「ほ、本当!?」

　リュドミラの心は舞い上がった。その顔を見てフェルナンドは言った。

「君は本当に素直だね。あやつり人形がしたいって、顔に書いてある」

　えっ、とリュドミラは自分の頰に手をあてた。自分の表情は分かりやすすぎるほど分かりやすいらしい。

「そういう仕し草ぐさもほら、とても純粋だ」

「子供っぽいってこと？」

「リュドミラは幾いくつ？」

「十六」

「そうか。大都市の貴族令れい嬢じようならすでに結婚して子供もいる歳だね。君のこと、子供っぽいって言う人がいるの？」

「ええ。お前は駄々をこねる子供みたいだって」

　キリルの顔を思い出しつつ、リュドミラは言った。

「そう。でも君の表情はすごく素敵だよ。清きよらかで……素敵だ」

　フェルナンドに見つめられ、ドキッとして視線を外す。

　考えてみれば、「君は素敵だ」などという言葉を、男性から言われたのは初めてのことだった。嬉しいような恥ずかしいような気分で、なぜか冷ひや汗あせがでてくる。

　そのときだ。教会の入り口で、すさまじい破壊音がした。

　なにが起こったのか、リュドミラはすぐに察した。

（キリルだわ。あの軍人もどきの聖人、扉をぶっ壊したわね）

「残念だけど、時間がなくなっちゃったわ。私、行かなきゃ」

　リュドミラはちょっと残念そうに笑った。

　夢の時間切れ、そんな言葉が脳裏に浮かぶ。

「裏口はこっちかしら？」

　と子供たちが消えたほうを指差し、早足で向かおうとする。

　その手をフェルナンドが摑んだ。

　温かい、大きな手だった。

　アルカディの手もキリルの手も大きいが、こんなに「温かい」と感じたことはなかった。

　それは体温が高いというような問題ではなかった。

　包み込んでくれる温かさは、温度と無関係に思えたからだ。

「また会える？」

　と彼は尋ねた。

「わからない」とリュドミラは返した。本当は「会えない」が正しいとわかっていたが、そう口にしたくなかったのだ。

「今度会えたら、人形の使い方を教えるよ」

「……うん」

　叶かなわないと知りつつ口にした「うん」に切なくなる。

（早く逃げなければキリルに摑まってしまうわ）

「フェ、フェルナンドは……ずっとこの村にいるの？」

　名残なごり惜おしくて、リュドミラは適当なことを尋ねた。

「いいや。私は旅芸人だからね。君はこの村の人間じゃないの？」

「私は……巡礼者なの」

「そう。君も旅人か。次はどこに？」

（ええっと……）

　とっさに思いついた答えは一つしかなかった。

「サモン・ヴィレに」

　サモン・ヴィレ。

　絶対、行かないと言っていた聖女の赴ふ任にん地ちだ。

「わかった。じゃ、私もサモン・ヴィレに行くよ」

　フェルナンドがそう返した。

「えっ……」

「早くお行き、リュドミラ。次はサモン・ヴィレで会おう」

　キリルの追つい跡せきを知っているかのように、フェルナンドはリュドミラの背中を強く押した。

　リュドミラは裏口から飛びだした。

　飛びだしたとたん、教会の入り口から疾走してきた黒い犬もどきを見て、屋根まで飛ひ翔しようする。

　なぜか心臓がドキドキと鳴っていた。

　――次はサモン・ヴィレで会おう。

　この言葉を反はん芻すうするたび、心臓が高鳴った。

　こんなふうに、男の人と一つの約束をしたことはない。聖女は誰も経験がないはずだ。

　バウバウバウ……！

　オロは、屋根のうえに突っ立っているリュドミラに向かって吠ほえた。

　教会に乱入したキリルを呼んでいるのだろう。

　だが、キリルはなかなか出てこなかった。

　リュドミラはどうしようか迷っていた。

（逃げる必要はもうないんだけれど。だって私、サモン・ヴィレに行くんだもの）

　教会に逃げ込んだ結果、そういうことになったのだ。

（まさか、これって神様が仕組んだの？）

　そうは考えたくない。これは、あくまで自然の成り行きだ。そう感じていたい。

（問題はキリルよ）

　あの、人を射い竦すくめるような瞳の主は、今カンカンだ。

　カンカンになっている黒い聖人を相手にするのは、なによりも億おつ劫くうだった。

　リュドミラは激しく吠えているオロに言った。

「ねぇ、オロ。私、先に帰るから。キリルに言っておいて。ちゃんとサモン・ヴィレに行くって」

「……オン？」

「今、『本当？』って訊いた？」

「オン」

（今のは「ああ」よ。すごい、私、犬語がわかりだしたわ！）

「行く。だから、あいつが怒って私に手をあげようとしたら、止めてね」

「オン」

「約束よ！」

「オン！」

　リュドミラは、ホッとした。オロという心強い味方を得た気になる。

　オロは人語を理解する。彼はホムンクルスなのだ。

（それに、私の気持ちをわかってくれるわ。キリルよりずっと）

　オロはリュドミラに向かって吠えるのをやめた。

　教会の裏口に向かって、行儀よく「お座り」し、キリルを待つ。

　その姿を見届けて、リュドミラはアルカディが一人で待っている、粗末な小屋へと跳ちよう躍やくした。
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　キリルがすぐに出てこなかったのには、わけがあった。

　彼は色褪せた紫のカーテンを、勢いよく片手で押し退のけた。

　なかに人がいる気配を、彼はカーテンごしに感じ取っていたのだ。

　だが、小部屋に人はいなかった。

　暖炉の火は消えていた。だが、まだ消え残った薪まきがくすぶっている。

　小さな部屋には、隠れる場所はない。

　部屋の片かた隅すみに、人形劇のセットがあったが、キリルは注目しなかった。

　外でオロが激しく吠えだした。

　と同時に、キリルは屋根裏を歩く足音を聞いた。

　とっさに、キリルは天井に向かって、あるものを飛ばしていた。

　それは、カラフルな紙で包まれた、数個のキャンディだった。

　キャンディは石つぶてのように、天井の板を突き破った。ボロい教会だったから、天井板も脆もろいのだ。とはいえ、誰もがキャンディを武器のように扱えるわけではない。

　つぶてがあたった気配はなかった。

　もう一度、屋根裏が軋きしんだ。

　キリルは、音がした方向にふたたびキャンディを飛ばした。

　刹せつ那な、キリルが真後ろに跳躍する。

　彼が立っていた場所に、キャンディのつぶてがたたき込まれた。

　それは、キリルが飛ばしたキャンディだった。おそらく、初回の攻撃に使用したものだ。

「誰だ？」

　自分が飛ばしたものを、反撃の道具に使われて、彼は静かに問うた。

　彼は警戒していた。いや、静かに殺気だっていた。

　リュドミラではない誰かが、屋根裏にいる。

　それも油断ならない相手だ。

　キャンディは的確にキリルの足元を狙ねらっていた。

「素人しろうとじゃないな？　何者だ？」

　問うても答えはしない。わかっていたが、キリルは問うた。

　案の定、答えは返ってこず、いつのまにか気配も消えていた。
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　リュドミラがアルカディのもとへ帰ってまもなく、オロを伴ともなったキリルが帰ってきた。

　バン！　と荒々しい態度で扉を開けたキリルは、まっすぐリュドミラのほうへ歩み寄った。

　そのときリュドミラには、キリルがものすごく怒っているように見えた。

（お願いオロ、約束どおり、キリルが手をあげたら止めてよ！）

　と願いながら小さくなっていると、キリルはリュドミラの目の前にしゃがみこんでこう言った。

「よかった。無事だったか。怪け我がはないか？」

　キリルはリュドミラの頰にそっと触れた。

（へ？）

「悪いヤツに襲おそわれなかったか？　なにもなかったのか？」

　キリルは切せつ羽ぱ詰つまった顔をしていた。手はこわごわ、リュドミラの頰を撫で続けた。

（顔は怖いけど、怒っているわけじゃないみたい）

「なにも……なかったけど」

　とリュドミラ。

　キリルはリュドミラの無事を確認すると、ホッと肩の力を抜いた。

「なにか、ありましたか？」

　と横から尋ねるアルカディに「いや」と短く答える。キリルはこのとき、教会で起こった一連の事件について、なにも話さなかった。

「お前になにかあったら、俺の責任だ」

　リュドミラを見つめて、キリルはそう呟いた。

「あ、あのねキリル。私、サモン・ヴィレへ行く気になったの」

　リュドミラはキリルに話した。

「本当に？」

「うん」

　どうして急にそう思い立ったのか？　そう問われたらどうしようか、とリュドミラは思っていた。だが、キリルは問わなかった。彼は「そうか」と呟いて、ホッとため息をついた。

　それはキリルが初めて見せた人間らしさだった。

　リュドミラをどうやって赴任地に連れていくか、彼は彼なりに、悩なやんでいたのかもしれない。

（冷たい人だと思っていたけど、冷たいだけじゃないのかもしれないわ）

　リュドミラはこのとき、ほんの少しキリルを見なおそうと思った。

　だがそう思った直後――

　リュドミラは真っ青になる。

　キリルがよく切れそうなハサミを、民家から借りてきたからだ。

「な……なに？　どどど……どうするの？　ハサミでなななに……」

　ハサミとキリルの構図に、イヤな予感が怒ど濤とうのように押し寄せる。

「戦地にいく準備をするんだ」

　キリルはリュドミラに近付いた。

「や……やめて、なにするの？　冗じよう談だんでしょ！」

「俺は冗談は嫌いだ」

「やめてやめてやめて！　いやぁぁ！　髪、ひっぱらないで！」

　リュドミラは目尻に涙をためて叫んだ。

（やっばり冷れい血けつ漢かん！　れいけつかん！　レイケツカン！）
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　翌日の早朝、村に一台の幌ほろ馬車が通りかかった。

　サモン・ヴィレに向かうと聞いて、リュドミラ、アルカディ、キリルの三人は幌馬車に便びん乗じようさせてもらうことになった。

　幌馬車の行商人は信心深いレガ教徒で、「巡じゆん礼れい者しやに功く徳どくを施ほどこすと商売が繁はん昌じようするからな」と言って笑った。

　一方、泣きわめいている人間が一人いた。リュドミラだ。

「ひどーい！　ひどいひどいひどい！　キリルの冷れい血けつ漢かん！」

　うわぁぁぁんと、リュドミラは白い貴人、アルカディにしがみついて大泣きしていた。

　アルカディは、金色の美しい瞳ひとみを少女に注そそぎながら、「よしよし」と背中を撫なでている。

　その傍かたわらで漆しつ黒こくの犬型ホムンクルス、オロがシャレでもなくオロオロしていた。

　幌馬車のなかは、積み荷でいっぱいだ。

　リュドミラもアルカディもオロも、荷物に挟はさまれるように座っている。

　冷血漢と呼ばれたキリルは、荷台の最後部に腰かけ、なにもない荒野を見つめていた。ただ見つめているのではなく、不ふ審しん人じん物ぶつがいないか見張っているのだが、このときリュドミラには

「あれだけのことをやって謝罪もしないで、外の景色を楽しんでいる冷血漢！」に見えていた。

（教会から帰ったときは、ちょっとは仲良くできるかなって思ったけど、やっぱり無理！）

　リュドミラの目は悔くやしさと悲しみでいっぱいだった。












　彼女の身になにが起こったのか？　それは幌馬車の中の彼女の姿を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　美しいガーネット色の髪は、ばっさり切られ、少年のように短くなっていた。

　おまけに、黒く染そめられている。貧まずしい村には安物の染め粉こしかなかったので、リュドミラの髪は艶つやを失いバサバサになっていた。

「ひどい！　嫌がる聖女を押さえ付け、髪を切るなんて！　天てん罰ばつがくだるわよ！」

　そんな罵ののしりも意いに介かいさず、キリルは言った。

「これから行くサモン・ヴィレは、前線に近い危険地帯だ。男に変装したほうがいい。女の身だとわかれば、それだけ危険が増す。いいか、お前は今からリュドミラではなく、リュドミールだ」

　キリルはリュドミラに「僕」という一人称を使うように命じた。

「サモン・ヴィレに着くまでに、少年らしくふるまえるようにしろ」

　お前のためだ、とキリルは付け足したが、リュドミラにはそうは思えなかった。

（ひどいひどい！　こんな頭じゃみっともなくて、フェルナンドに会えないじゃない！）

　キリルに聞かれたら「動どう機きが不純だ」と返されるだろうが、リュドミラにとっては大問題だった。フェルナンドとの約束があったからこそ、彼女はサモン・ヴィレに行く気になったのだ。

　かくして、リュドミラはキリルに「絶ぜつ交こう宣せん言げん」をした。

（もう、信じないんだから！　キリルのバカ！　絶交よ！）

「切られた髪は、僕が大切に保管します。聖女の身体からだの一部は、聖火で天に還かえすのが定めですからね。キリルがいささか乱らん暴ぼうなのは、かんべんしてやってください。彼は元軍人なので、その……よくわからないのですよ。女性の心が」

　リュドミラの背中をさすりながら、アルカディは優しく語りかけた。

「軍人でもなんでも、やっていいことと悪いことがあるのよ！」

　とリュドミラが負けじと言い返す。

　黒い聖衣ダルマチカすら軍服に見えたときがあったが、キリルの本質は今でも変わらないのだ。

「キリルは間違ったことは言っていません。美しい乙女おとめはね、掠りや奪くだつの対象なんですよ。リュドミラの身を守るためには……」

「よせ」

　アルカディのフォローを、キリルは短く打ち消した。

「言ってもわからないヤツに説明する必要はない。俺を冷血漢呼ばわりしているうちが花だ。戦場は……冷血漢ばかりが殺しあう、狂くるった場所だからな」

　キリルの厳きびしい言葉を聞いて、リュドミラはまた激しい怒りと悲しみを感じた。

　いつもそうだ。すごく腹がたつのに、悲しくて涙が出そうになる。

（どうせ私は子供よ。戦場なんて行ったことも見たこともない子供よ。大人だって認めてほしいわけじゃないの。ただ一言、謝罪してほしいのよ。髪を切ったことを！）

　些さ細さいな願いが叶かなわなくて、悲しくなるのだ。

　冷血漢ばかりが殺しあう、狂った場所。

　リュドミラはまだそれを、実際に見たことがなかった。

　だからだろうか、元軍人で、何度も戦場を経験しているらしいキリル・セロフとは、どうしても意志の疎そ通つうがとれなかった。
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　パンと水だけという粗そ末まつな昼食をすませたあと、リュドミラはようやく眠りだした。

　髪を切られてから今まで、泣きどおしで疲れたのだ。

「女の子にはね、凄すごまず、下した手てにでるといいんですよ」

　アルカディは膝ひざ元もとにあるリュドミラの頭を撫でながら、そう呟つぶやいた。

　もちろん、無愛想な元軍人に対しての助じよ言げんだ。

「でないと、リュドミラはあなたのことを嫌いになってしまいます」

「かまわない。彼女に好かれることが、俺の任務ではない。それに嫌われるのは……慣れている」

　キリルの答えを聞いて、アルカディはふっと笑った。

「そう思うのはあなたの勝手ですが、このままだとリュドミラは僕に懐なつき……僕はリュドミラに恋をしてしまうかもしれない。そうなると、あなたが困こまるんでしょう？」

　アルカディの金色の目が、チラリとキリルを見た。

　プラチナの髪が一筋、彼の白い頰ほおに落ちる。

　その横顔には、人も魔物も魅み了りようしてしまいそうな、妖艶な翳かげりがあった。

「聖人が聖女に口づけをしても、聖女は堕おちないんですよ。知ってました？」

「言うな」

「聖人は聖女と一夜をともにしても、どちらも汚けがれないんですよ。我われ々われはうってつけの……」

「それ以上、口にしたら幌馬車からたたき落とす」

「……」

　アルカディは口を閉ざした。そして、花が咲さくかのようにほほ笑んだ。

　だが、その花には毒どくがあった。軽い毒ではない。猛もう毒どくだ。

「リュドミラに手をだしたら、容よう赦しやはしない。これは脅おどしじゃない。アルカディ・トルストシェイン。聖人に名を連つらねる永えい久きゆう犯はん罪ざい者しや」

　キリルはアルカディの毒のある視線を突き返した。

「調べたんですか？　僕のこと」

　リュドミラが寝入っているのを確認し、アルカディが問う。

「ああ。有名だからな。ゴシップ誌から歴史書にまで載のっている」

「僕も一応、あなたのことを調べましたよ。貴族国家『ノブレス・シテ』陸軍特殊部隊大たい尉いでしたっけ。『戦場の黒き死神』というあだ名があるそうですね」

「黒き狩人かりうど、だ」

　そうでしたっけ？　とアルカディは気のない返事をした。

　二人はどちらも聖人に名を連ねていたが、互たがいに知人ではなかった。

　あの日、枢すう機き卿きように召しよう喚かんされ、はじめて顔を合わせただけの間あいだ柄がらだ。

　一人は戦場に、一人は牢ろう獄ごくにいたのだから、会えるはずもない。

「すっかり人の血に染まった軍人なのに、聖せい痕こんが刻きざまれるなんて、珍めずらしいですよね。成人してから刻まれるだけでも珍しいのに。まさに特異な例です」

「俺が頼んだわけじゃない」

　キリルのにべもない答えを聞いて、アルカディは笑った。

「なるほど。あなたがリュドミラに八やつ当あたりするのは、自分も不ふ服ふくだからですか。リュドミラが任務に不ふ真ま面じ目めだと、『俺は我が慢まんしているのに』と思うわけだ」

「うるさい」

「図ず星ぼしですね」

「黙だまれ！」

　うううーん。

　リュドミラが目を覚ました。キリルの刺とげ々とげしい声のせいだ。

　だが彼女が起きたとき、アルカディは春の日差しのようにほほ笑んでいた。妖あやしい翳りなど微み塵じんもない。

　キリルは荷台の最後部に腰かけ、彫像のように荒野を見ている。

「なにか、あった？」

　ねぼけた目をこすりながら、リュドミラは問うた。

「いいえ、なにも」

　とアルカディは優しい面おも持もちのまま、答えた。
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　幌馬車に乗って二日目、リュドミラたちは目的地サモン・ヴィレに到着した。

　国境の街サモン・ヴィレは、貴族国家『ノブレス・シテ』最北の地方都市で、標高二千メルト級の山、ルミエール山のふもとにある。

　気温の差は激しいが、山から流れだす豊ほう富ふな水や、採さい掘くつされる鉱石を利用した産業や鉄鋼業が盛さかんだった。

　荒野にあった辺へん境きようの村とは違い、道路はすべて舗ほ装そうされていて、家屋は整然と並ならんでいる。

　市街地は賑にぎやかで、平民といえど、かなり豊かな暮くらしをしているようだった。

　ノブレスの各市町村に必ずあるとされる『巡礼者教会』も、時計塔を備そなえた立りつ派ぱなものだ。

　学校や診療所もある。平民用と貴族用に区分けされているが、それはノブレスではごく自然なことだった。

　山の向こう側はメルカンテの領地だ。この山を挟んでメルカンテとノブレスの戦火が広がっているのだった。

　壮そう大だいな白銀の山、ルミエール山を見るでもなく、リュドミラたちは巡礼者教会に直行した。

　昼の施しをうけるためである。

「お腹が減ったわ。なぜ私たち、こんなに貧びん乏ぼう旅行なの……？」

　パンと水がつきて丸一日。さすがに空くう腹ふくで倒れそうだった。

「仕方ないですよ、こればかりは。我々はお金をもちいることができませんから」

　聖人、聖女は、俗ぞく世せ間けんには縛しばられない存在だ。つまり、財産を持つことも、金銭を使うことも許ゆるされていないのである。旅するときはすべてを人々の施しでまかなわなければならなかった。

「施しで得られた車で旅にでるから、途中で故こ障しようするのよ！」

「ははは……故障もまた神の御ご威い光こうかもしれませんよ」

　リュドミラは納なつ得とくできなかったが、アルカディは涼すずしい顔をしていた。

　教会の空あいている椅い子すに倒れこむようにして座ると、リュドミラは言った。

「私、今度生まれ変わったら、絶対、大金持ちになる！　そして、美お味いしい魚料理と肉料理をお腹いっぱい食べる！」

　あはは……とアルカディが明るい声をたてて笑った。リュドミラの言葉にウケたのだ。

　聖女は神の代理として生まれた存在だから、転てん生せいはしない。

　だが、リュドミラは本気だった。

（来世を勝ち取るためにも、私は還げん俗ぞくして、普通の女の子になるの！　旅先でいい男の人と出会って、ともかくキスよ。キスすればこっちのものよ）

　そのとき、ふいに茶色い髪の人形使いの顔が浮かんだ。

　辺境の村で出会ったフェルナンドという名の青年だ。

　彼の紫色の瞳を思い出して、ほんのりとリュドミラの頰が色付く。

（彼とはほんの少し会話しただけよ。気が早いわ）

　でも彼は、その対象となりえる初めての男性だった。それまで、男の人と話したといえば、齢よわい百三歳の「猊げい下か」ぐらいだったからだ。

　リュドミラは教会で無む償しようで配給される、パンと薄うすい味付けのスープを口にした。

　美味しいかどうか、わからなかった。空腹を満たすため、夢中で食べた。

　教会の中央には、天に向かって両手を伸のばす、女性の彫像が安置されている。

『聖女アレクサンドラ』の彫像だ。

　像の足元には、たくさんの蠟ろう燭そくと花と供く物もつが備えられていた。

「ねぇ、私たちも死んだら、あんなふうに祀まつられるのかしら？」

　他の人に聞かれないよう声をおとし、リュドミラはアルカディに訊きいた。

「リュドミラはおそらく、聖地レガトゥスの祭さい壇だんに祀られますよ。聖セントフューレンに選ばれるということは、大変なことですから」

　こんな地方都市にはもったいない存在だ、とアルカディは返してきた。

　リュドミラには実感が湧わかなかった。

　荒野をさまよい、のたれ死にしそうになる今のほうが、よほど現実味がある。

　リュドミラの横を、黒き聖人、キリルが通り過ぎた。

　二人とも無視。その様子にアルカディは小さく苦く笑しようした。

　キリルはオロと自分の分の食事を持って、教会の外へでていった。

　オロは犬型のホムンクルスだから、教会には入ってこれないのだ。

（あいつ、本当にオロには優しいよね。オロにだけ優しいから余よ計けい、腹が立つんだけれど）

　リュドミラの絶交宣言はまだ撤てつ回かいされていない。

　キリルのほうから「乱暴なことをして悪かった」と謝あやまるまでは、許さないつもりだ。

　髪をバッサリ切られ、ゴシゴシと頭に黒い染め粉をすり込まれたときのことを思い出すと、やりきれない気分になるのだ。

　そのとき外から、元気のいい少年の声が響いてきた。

「犬だ！　犬がいるぞ」

　オロのことだろう。犬は絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆで首都メトロでも滅めつ多たに見られない。

　珍ちん獣じゆうをみた子供たちが、仲間を呼ぶ声がした。

「この犬、怖い？　怖くない？」

「怖くない」

「本当？　触っていい!?」

「いいよ」

　リュドミラは、やや首を傾かしげて立ち上がった。

　子供と会話している人物は、たぶん「あいつ」だと思うが、それにしては声が別人のように穏おだやかだ。

　そっと、教会の窓を開け、外を盗ぬすみ見る。

　石段のうえに腰をかけているのは、間違いなくキリルだった。

　キリルの足元には、黒い犬型ホムンクルス、オロがいる。

　そのオロの頭を、四、五歳の子供がぎこちない手つきで撫でていた。

（なんか、信じられない光景なんだけど）

「名前は!?」

「オロ」

「へぇ、オス？　メス？」

「オス」

（なんで、あんなに愛あい想そがいいのよ!?）

　リュドミラの胸に、なんともいえない不満が湧いてきた。

　自分にはあんなにひどいことをしておいて、子供には「いいお兄さん」をやっている。

（ひょっとして私だけ!?　私にだけ意地悪なの!?）

「えっ、飴あめくれるの？　もらっていいの!?」

「ああ」

　私も！　と声がして、周囲にいた子供たちがキリルに群むらがった。みんな、質しつ素そな身なりをしていた。教会が面めん倒どうをみている孤こ児じたちかもしれない。

「どうしてあいつ、子供に人気があるの!?」

　ブツブツとリュドミラが罵った。

「飴缶を持っているからね」

　リュドミラの傍かたわらに、さりげなく近付いてきたアルカディが答える。

「あいつ、どうして飴缶を持っているの!?」

「さぁ、だけど、いつも懐ふところに入れているのは、武器じゃなく飴みたいだ」

　たしかに、ここまでの道中で、何度かキリルが懐から「缶」を取りだすところは見た。だが、中身が飴だとは思わなかった。それは、手のひらサイズの漆黒の缶で、飴缶というより、爆弾のように見えたからだ。

（一人で食べているところは見たことがないけれど、こっそり食べていたのかしら？）

　そうだったら、意い地じ汚きたない。

（でもあいつにコソコソは似に合あわないわ。食べるなら堂々と食べる気がする）

　子供たちはさっそく飴を口に入れ、ボール遊びをしはじめた。

　オロが子供たちに交じってボールを追いかける。すっかり「犬」になりきっているオロを見つめているうちに、リュドミラの表情は和やわらいだ。

　それはとてものどかで、平和な風景だった。なによりも、オロが楽しそうだ。

　リュドミラの額ひたいの真ん中に、コツンとなにかがあたる。

　額にバウンドし、足元に転がったのは、オレンジ色の紙に包まれた大粒キャンディだった。

「……」

　拾ったものの、リュドミラは複ふく雑ざつな気分になった。

　キリルの方角から飛んできたのは、言わずもがなだ。

　見れば、キリルはオロの遊んでいる姿を見ながら、飴を一つ、頰張った。

　切れ長で眼光鋭い彼の瞳も、今は穏やかだ。こんな瞳をしているから、子供たちは警戒せず、彼に近寄ってきたのかもしれない。

（でも、飴一つで許す気にはならないのよ）

　と思いつつ、リュドミラは包み紙をとって、飴を口の中に投げ入れた。

　甘あまい味が、舌のうえに広がっていく。

　ホッとした。

　理由なんてわからないが、冷血漢キリルのくれた飴が、すごく甘かったことは、リュドミラをホッとさせたのだった。

「はい、林りん檎ごはいかが？」

　ぬっと横から、よく熟うれた林檎がでてきた。

　アルカディが籠かごいっぱいの果くだ物ものを抱えて、ほほ笑んでいる。

　宗教画で見たことがあるようなポーズだ。

「どうしたの、その果くだ物もの？」

　リュドミラはアルカディに尋ねた。

「礼れい拝はいに来ていた、近くの商店のお嬢じようさんたちがくれたんです」

「タダで？」

「もちろん。僕は巡礼者で、しばらくこの教会にいると言ったら、『お近づきのしるしに』と言ってね」

　ふーん、とリュドミラ。

「僕、よく女性から贈おくり物ものをもらうんですよ」

　アルカディは首を傾げて、ニコリと笑った。

　なんとなくそれ以上、なにを訊く気もしなくなった。

　アルカディ・トルストシェインの美び貌ぼうと美声があれば、どんな貧乏旅行でも、のたれ死ぬことはないに違いない。
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　サモン・ヴィレについた翌日の早朝だった。

　リュドミラはそのとき、教会の離れにある、巡礼者用の宿院のなかで、毛もう布ふにくるまっていた。仕切りのない広間に、簡かん易いベッドがいくつかあるだけの施設だ。戦火が近い国境の街にくる巡礼者は少なく、そのときもリュドミラたち三人のほかには、誰も泊とまっていなかった。

　教会の前に、けたたましいブレーキ音が響いた。

　耳をつんざくような音に、リュドミラは毛布のなかで「ううーん」とうなった。

　旅の疲れがでて、すぐに起きられなかったのだ。

　すると、廊ろう下かをドカドカと踏みならす音がした。

　リュドミラが鬱うつ陶とうしそうに目を開ける。

　緑色の軍服と黒いブーツが見えた。

（ノブレス国軍の……軍人さんたちだわ）

　一人は貴族服で、一人は平民服を着ていた。

　ノブレスは貴族国家だ。士官と下士官ではなく、あくまで貴族と平民で大別されているのだ。

　貴族服はあざやかな緑地に銀のボタンがあり、上着はコートのように長く、派は手でな装そう飾しよくがついていた。平民服は、みるからに地味で、野戦用の上下の「つなぎ」である。

　貴族服の軍人は、部屋のなかを見回した。

　くいっと、横に佇たたずむ部下に顎あごで命じる。

「なかに入れろ！」

　部下が叫ぶと、大勢の平民兵たちが入ってきた。

　空いているベッドを入り口まで引き寄せる。

　同時に、担たん架かに乗せられた負傷者がベッドに移された。

「うっ……ううう…」

「早く医者を呼んでこい！」

　リュドミラは負傷者のうめき声を聞いたとき、ドキッとして身がすくんだ。眠気もふっとんだ。

　見回せど、キリルとアルカディの姿はない。

　巡礼者は日の出とともに、神に祈いのりを捧ささげる必要がある。きっと教会のほうだろう。

　さしずめ、リュドミラは怠たい慢まんな巡礼者というところだ。

「し……司教様を……」

　ベッドに横たわった負傷者の、弱々しい声がリュドミラまで届く。

「しっかりしろ！　お前はまだ死なない！」

「そうだ。すぐに医者がくる。頑張れ！」

　平民服の軍人たちが、ベッドのそばで口々に仲間を励はげましていた。

　リュドミラは混乱した。いや、なにが起こっているのかはわかっていた。混乱とは少し違う。言うならば、自分が今見ているこの事態が、現実だと知って動どう揺ようしていたのだ。

「ベッドはこれだけか？　おっつけ、隣となり街の負傷者が大勢やってくるぞ！」

　慌あわただしい軍人たちの言動から、リュドミラはなにが起こったか悟さとった。

　近くの街で戦闘があったのだ。

「失礼、坊ぼうや」

　ふいに声をかけられ、リュドミラは驚いた様子で視線をあげた。

　そこには貴族服の軍人が立っていた。リュドミラを見み下おろしているのか、見み下くだしているのかよくわからない瞳をしている。

　坊や、という言葉が自分のことを指すと、リュドミラはすぐに理解できなかった。

「巡礼者にしては幼おさないな。両親と一緒か？」

　リュドミラのそばにある、二つのベッドを見て、軍人はそう推すい理りしたようだった。

　緑色の瞳と、ぴっちり固めた黒い髪。どちらも冷たい鉱石のような印象がした。

　リュドミラは、緑のジャケットの横に吊るされた、黒光りする拳けん銃じゆうに気づいた。

　冷たい空気と、しみついた火薬の匂い。それがリュドミラを萎い縮しゆくさせる。

　フン、と軍人は鼻で笑った。

「ベッドから下りろ」

　命令されて、リュドミラはふたたび軍人を見た。

「聞こえなかったのか？　それとも耳が聞こえないのか？　負傷者のためにベッドを空けろと言っているのだ」

　言葉とともに、軍人は黒いブーツでベッドの端はしを蹴けった。

　ガタンとベッドが大きく揺れて、リュドミラがベッドから逃げだすように下りる。

　そのときだ。傾なだれ込むように、負傷者が運び込まれた。

　軍人もいたが、一般人もいる。

　医者の数も負傷者の収容場所も足りなくて、ここサモン・ヴィレに運んできたのだろう。

　リュドミラが眠っていたベッドも毛布も、負傷者にあてがわれた。

　キリルやアルカディが使っていたものもだ。

　それでもベッドの数が足りなかった。

　後から運び込まれた人たちは、床のうえにじかに寝かされた。

　閑かん散さんとしていた宿院は、またたくまに負傷者で溢あふれ返った。

「頼む……息子夫婦がまだ街に……うっ……」

「しっかりしろ！　きっとみんな無事だ」

「誰か、誰か、俺の祖母を見なかったか？」

「水……水をくれ！」

「そこを触さわるな！　いってー！」

　様々な会話が耳じ朶だをうった。

　叫び声とうめき声が宿院を占領していく。

　そうなってもなお、リュドミラは動けず、部屋の隅に突っ立っていた。

（私、なにかしなきゃ……なにか）

　見えない空気にせっつかれるように、リュドミラは焦あせった。

　なにかをしなければならないとわかっていたが、なにから始めればいいのかわからなかったのだ。

　そのとき、巡礼者のマントをつけたキリルが駆け足で入ってきた。

　部屋の隅に立っているリュドミラを、いち早く見つける。

「大丈夫か？」

　リュドミラの肩にキリルの大きな手が乗った。もう片方の手はリュドミラの頭に乗った。

　そのとき、リュドミラは不思議なほど安心した。

「キリル……」

「大丈夫か？　なにもされなかったか？」

「キリ……私」

「『僕』だ、リュドミール」

　キリルが囁ささやいた。男の子のフリをしろ、と言っているのだ。

「ぼ……ぼく」

　リュドミラがなにかを言いかけたとき、背後から別の声が割って入った。

「おや、その坊やのお兄さんかな？」

　それは、さきほどリュドミラのベッドを蹴飛ばした、貴族服の軍人だった。

　軍人の冷たい緑色の瞳を、キリルが睨にらみ返した。

　頼もしい、というのを通り越して、喧けん嘩か腰ごしに見えた。

「この子になにかしたか？」

　キリルは軍人に問うた。

　巡礼者のマントに押し包むように、リュドミラを抱きよせる。

「別になにも」

「本当だろうな？」

　キリルの質問に、軍人は呆あきれたように鼻をならした。

「過か保ほ護ごもいいが、現場の情じよう況きようをよく見たまえ」

「この子には関係ない」

「では出ていけ。負傷者の救助に手を貸す気もないのなら目め障ざわりだ」

　軍人が冷たく言い放った。

（キリル……キリル……！）

　リュドミラが慌ててキリルのマントをひっぱった。放っておくと、口喧嘩がエスカレートして本当の喧嘩になりそうだった。

　キリルはようやく軍人から視線を外した。

「わ……僕、大丈夫だから。なにも、なかったから」

「本当だな？」

「うん」

　キリルはほっとしたように肩の力を抜いた。

　キリルに「過保護」という言葉が当てはまることに、リュドミラは初めて気づいた。

　彼に与えられた任務はリュドミラを守ること。誰にも指一本、触れさせない。それを忠実に実行されると、周囲からは「過保護」に見えるわけだ。

　行こう、とキリルはリュドミラの手を引いた。

　だが、リュドミラは動かなかった。

　彼女は言った。

「わ……僕、手伝う」

　キリルと対した軍人の態度は、気分を害するほど高こう慢まんだったが、言っていたことは間違っていなかった。彼が「負傷者の救助に手を貸す気もないのなら目障りだ」と言って、リュドミラはようやく自分がすべきことを、理解した。

　だめだ、とキリルは拒きよ否ひした。

「人の汗あせや血に触ふれれば、力が濁にごる」

　と彼は囁いた。

「ちょっとなら大丈夫」

「だめだ。お前の仕事じゃない」

　聖女は汚れ無き存在でなければならなかった。汗や血、だ液えきはときに聖女を堕おとしてしまうのだ。キリルの言うように、看護師は適任とは言えなかった。

「わ……僕は手伝うと言ったら手伝う」

　強い口く調ちようで断言し、リュドミラはキリルの手を振り切った。

　キリルと視線がぶつかった。彼の瞳は冷たくなかったが、頑がん固こな光を帯おびていた。

　彼も、言いだしたら主張を曲げないタイプなのだ。

「僕は医者じゃないから、患かん者じやには触さわらない。荷物を持ったり、水を配ったりするだけだ」

（ちゃんと気をつけるから、やらせてよ）

　リュドミラはキリルを見つめながら、慣れない少年の口調で言った。

（心配してくれているのはわかるけど、過保護は困るの）

「やらせてあげたらどうですか？」

　慌ただしい宿院に、独特の美声が響く。

「アルカディ！」

　あくまで優ゆう雅がな足取りで登場したのは、白き聖人アルカディ・トルストシェインだった。

　リュドミラにとっては頼もしい味方の出現だったが、キリルはうんざりした。

「どこへ行っていた？　朝、祈りの場には来なかったな」

　キリルは尋じん問もんするような口調で、アルカディに問うた。

「ちょっと商店街まで。用事があったのです。それから、朝ご飯を調ちよう達たつにね」

　美しく輝く髪に金の瞳の聖人は、手にパンとチーズと果物を入れたバスケットを持っていた。もう片方の手にあるのは、スープの入った壺つぼだ。察するに、奇き特とくなご令嬢方の差し入れだろう。

「しかし、ここで朝食というわけにもいきませんね」

　またたくまに野戦病院とかした宿院を見回して、アルカディは言った。

「人を救うのは我々の仕事です。リュドミがやりたいというのを止めるのもおかしいでしょう」

　リュドミラという女性名をうまくぼかして、アルカディは「リュドミ」と呼んだ。この呼び名なら、リュドミラが女性と気づかれずにすむ。

　キリルはため息をついた。

「やらせて、キリル」

　リュドミラはもう一度頼んだ。

「お願い！」

　とマントに縋すがり付く。

　瞳が潤うるんだのはわざとではなかったが、このポーズに優まさるものはなかっただろう。

　ついにキリルは、リュドミラの我がままを聞き入れることになった。

「その代わり、俺がダメだということはするな」

「うん、わかった！」

　このとき、リュドミラは花が咲いたような笑顔を見せた。よほど嬉うれしかったのだ。

　キリルはその様子を見て、もう一つ大きなため息をついた。妹の我がままを許してしまった兄が、やや後悔しているような表情だった。

　アルカディが口を挟む。

「でもまずは朝食です。教会のほうで食べて、それから手伝えばいい。いいですね？」

「ぼ、僕、先に手伝う」

「救う者が空腹では動けませんよ、リュドミ。それに、せっかく好意でいただいたスープが冷めてしまいます」

　リュドミラは不ふ承しよう不ぶ承しよう、わかったと納なつ得とくした。

　大急ぎで朝食をすませる。パンを喉につまらせ、スープで流し込む姿は、紛まごうことなき「少年」だった。キリルもアルカディも、あっけにとられたぐらいだ。

（聖女は祈るのが本分だっていうけど、こういうときは祈るよりも、薬や水を運ぶことのほうが大事なはずよ！　二本の手があったら、聖女だって看護師見習いぐらいには役に立つわ）

　人にできないことをするのが聖女の役目だ。だがリュドミラは人と同じことをしたいと望む聖女だった。

　彼女はおてんばで、変わり種だった。

　聖女たちは聖地レガトゥスにこもって滅多に人前に姿をみせないが、リュドミラは脱走してまで人に交じりたがった。

　あやつり人形にも興味をもったし、負傷者の救助だって積極的にしたいと思う。

　そう思うことは、決しておかしなことではない、と思うのだ。

「それじゃ、行ってきます！」

　リュドミラは宿院に戻り、負傷者の手当てに手を貸した。

　キリルはそのリュドミラの背後に影かげのように付きまとい、「それはするな」「そこは持つな」と指示した。けっこううるさかったが、リュドミラはさほど気にならなかった。

　自分の身を案じて言っているのだと理解すれば、腹も立たない。

　キリルとは絶交宣言するほど仲が悪かったはずだが、この非常事態にいつのまにか撤回されていた。

「お兄さんは、やはり相当な過保護ですね」

　現場監督のように宿院を仕切っている貴族服の軍人は、リュドミラとすれ違ったとき、そんな嫌味を口にした。そう、リュドミラの寝ていたベッドを蹴った軍人だ。

　彼は、口で命令するのが仕事のようで、二本の手を動かして救助にあたろうとはしなかった。

　部下も医者もリュドミラさえも、自分の支配下にあるように偉そうに命令する。

「あなたはどうして、手伝わないの？」

　リュドミラが尋ねたら、「よせ」と後ろからキリルが注意した。「喧嘩を売るな」と囁く。

　喧嘩を売った覚えはなかった。不思議に思ったから質問したのだ。リュドミラはまだ、貴族に口答えすることが「喧嘩を売る」に等しいということを知らなかった。

「治療は私の専門外でね」

　貴族服の軍人は平然と返してきた。

「僕も専門外だけど……でも、できることはあるよ。水を汲くんだり……」

　よせ、とまたキリルが注意をする。

　ふん、と鼻をならすと、軍人は白けた口調で言った。

「この私が水汲みなどするか。まったく愚おろかな子だ。お前の両親はノブレスの法律を教えなかったらしい。それとも、お前は貴族の子か？」

「違う」

「では無む知ちは犯罪だということも知らないな。教えてやろう」

　リュドミラの真横から、平ひら手てが襲ってきた。

　その手を、キリルが難なんなく防ぐ。

　リュドミラは驚いた。まさか、子供相手にいきなり暴力にでるとは思わなかったのだ。

　ノブレスの貴族がどういうものか、このときリュドミラは初めて知った。

　貴族は命令しかしない。逆さからうと、暴力をふるうのだ。

「この子に手をだすな」

　キリルは貴族の手を摑んだまま、低い声で言った。

「手を放せ。お前も弟と一緒で無知の部類か？　逮たい捕ほするぞ！」

　と軍人が気け色しきばんだ。

「無知はお前も一緒だ」

「なんだと？」

「お前は俺を知らない。だから、俺の『弟』に手をあげられるんだ」

　キリルが言い返した。軍人がいくら手を振り払おうとしても、キリルは放さなかった。

「ど……どういう意味だ？」

（まさかキリル、聖人だって言うんじゃないでしょうね？）

　リュドミラはドキドキしていた。正体を明かしてしまう気なのかと思ったのだ。

「俺はノブレス中央軍、第８８８部隊にいた。今は除隊し、過去の罪を悔いあらためる巡礼の旅の最中だ」

　とキリルは言った。

「第８８８だと？」

　軍人は再度、手を振り払おうとした。だが、よほど強い力で摑まれているのか、びくともしない。

「『８が三つつく隊には近付くな』は、軍では有名な合い言葉だったが、今は違うのか？」

「くそ、放せ。８８８はもうない！」

「そう。全ぜん滅めつしたからな。味方の総攻撃を受けて」

　放せ！　と軍人は叫んだ。

　唐とう突とつにキリルが手を放し、反動で後ろにひっくりかえる。

「そんな話、信じられるか！」

　床からキリルを見上げて、軍人は叫んだ。

「信じなくていい。だが、俺が８８８の話を知っているからには、元軍属だった証しよう拠こぐらいにはなるはずだ。つまり、口より手や足が先にでるのは、お前だけじゃないってことだ」

　それを覚えておけと言い捨てて、キリルはリュドミラの背中を押した。

「キリル……」

　リュドミラは急きたてられるように宿院をでた。キリルを振りかえる。

「お前も信じなくていい。今のははったりだ。ああ言っておけば、もう手は出さないだろう」

　その言葉を聞いて、リュドミラは戸惑った。ただのはったりには聞こえなかったからだ。

　８８８部隊。

（味方の総攻撃で全滅したって……）

　その言葉が衝しよう撃げき的てきで、いつまでも耳に残っている。

「キリル……あの」

「二度と貴族に喧嘩を売るな」

　それだけ言うと、キリルはリュドミラを追い越し、先にスタスタと歩いていってしまった。

　リュドミラはその後ろ姿を見送るしかなかった。

「どうしたんですか？」

　教会の前の広場にいたアルカディが、リュドミラに声をかけてくる。

　彼は手に小さな竪たて琴ごとを持っていた。街の誰かが彼に寄き贈ぞうしたものらしい。

　ポロン、と弦げんを弾はじく姿がまた、絵画のように様さまになっている。

　彼の背後には、年ごろの女性たちが四、五人いた。誰もが着飾っているように見えたのは、気のせいだろうか？

（あれが、ファンとかいう人たちかしら？）

　と思いつつ、リュドミラはアルカディに訊いた。

「アルカディは知っていたのよね、キリルが元軍人だって」

「え？　ええ、まぁ」

「８８８部隊って、知ってる？」

　しっ、とアルカディは慌てたように、リュドミラの口を塞ふさいだ。

「それ、彼が言ったんですか？」

　と耳打ちする。

「うん」

　アルカディが考え込んだ。その姿を見て、リュドミラは気づいた。

「アルカディはキリルが８８８部隊にいたことも知っていたのね。８８８ってどういう部隊だったの？」

　尋ねたが、アルカディは答えてはくれなかった。

「その話、他た言ごんは無用に願います」

「ええ、もちろん。言い触らす気はないわ」

「彼の前でも、今はしないでくれますか？」

「ええ、いいけど……でも、私だけ知らないのは……なんだか」

「僕からは言えません。ノブレス国軍の機き密みつでね。それに、僕がしゃべったと知れたら、キリルは報ほう復ふくとして、僕の秘密をばらすでしょうから」

「……」

　ちょっと不ふ服ふくそうな目で、リュドミラはアルカディの美しい顔を睨んだ。

「アルカディにも秘密があるんだ。で、それをキリルは知っているんだ」

「まぁ……なんというか」

「私だけが知らないんだ」

「僕、でしょ、リュドミ」

「……」

　なんだか居い心地ごこちが悪い。自分だけのけ者にされている感じだ。

　でもリュドミラはこう思い直す。

「たしかに、人の秘密を別の人から聞くのは反則だわ。だから聞かない」

「いい子ですね、リュドミは」

　アルカディは満面の笑顔をつくった。

「アルカディの秘密、いつか、私……僕に聞かせてくれる？」

「うんと……ええ、そのときが来たら」

　そのとき――その言葉が、リュドミラの心に影をおとした。

　そのときは来ないほうが幸せなのだ、そう言ったように聞こえたのだ。

　リュドミラには、心を見抜く力や、未来を予知する力はない。

　女の子特有のカンだ。

「どうですリュドミ、一曲、聴いてくれませんか？　君の献けん身しんと清きよらかな心に、贈ります」

　ふたたび竪琴をつま弾びき、アルカディは恭うやうやしく、一礼した。

「うん、ありがとう。でも、キリルが心配だから、後でね」

　リュドミラは礼を言って、辞じ退たいした。

（ファンの女の人たちの顔が怖いのはどうして？）

　このあたりのことは、リュドミラには謎なぞだった。首をひねりつつ、キリルの後を追いかけて歩きだす。

　リュドミラの姿が教会の陰に隠れたころ、アルカディは独ひとり言ごとを呟いた。

「キリルとの絶交宣言は撤回ですか。困りましたね。ずっとずっと絶交していてくれるとありがたかったのですが……」

　思い通りにいきませんね、と白き聖人は人知れず邪じや心しんを覗のぞかせた。
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　教会の裏口あたりに、キリルは座り込んでいた。マントのフードを目ま深ぶかにかぶり、足元の地面を見ているような格かつ好こうだった。

　その傍かたわらには、相あい棒ぼうのオロがいる。ドーベルマン型ホムンクルスのオロは、人間同等かそれ以上の知的生命体だ。心配そうにキリルの顔を見つめていた。

　オロがクーンと鼻を鳴らすのを聞いて、キリルはそっとオロの頭を撫なぜた。

　反対側のキリルの手には、黒い飴あめ缶かんがある。

　何度見ても、ミスマッチな感じだ。

（でももし彼の手に銃じゆうがあったら、威い圧あつ感かんが強調されて近付けないかもしれないわ）

　高こう慢まんな貴族服の軍人を思い出して、リュドミラはそう思った。

「キリル……」

　そっと近付いて、リュドミラが声をかけると、彼は「食べるか？」というような仕し草ぐさで、飴缶を差しだしてきた。

　リュドミラが飴缶を受け取る。黒い缶のなかには、色とりどりのキャンディがたくさん入っていた。

「ねぇ、中身が減へっていないのはどうして？」

　リュドミラは首を傾かしげた。先日、子供たちに飴をやっていた。リュドミラも一つもらっている。なのに、缶のなかは飴でいっぱいだ。

「魔法の缶だから」

「……」

　リュドミラが絶ぜつ句く。キリルに「魔法の缶」というセリフもミスマッチだ。

　格かく闘とうモノのキャラクターが、ファンタジーに登場したような違い和わ感かん、というところだろうか。

　リュドミラは一つ、飴をとった。黄色の包み紙のものだ。

　缶をキリルに返すと、リュドミラは飴を頰ほお張ばった。

　口のなかに甘あま酸ずっぱさが広がっていく。

　唐とう突とつに、キリルは話しだした。

「メルカンテ軍は、巧こう妙みような手口で戦況を有利に導みちびく。戦う前に『罠わな』をはるんだ。そういう戦い方をノブレスはよしとしない。正々堂々と正面から戦い、打ち負かすことが『勝つ』ことだと思っている。そのせいで無む謀ぼうな中央突とつ破ぱをはかり、大勢の平民兵が死んでいく」

「……」

「俺はそういうのをずっと見てきた」

　キリルは呟つぶやいた。

　視線が遠かった。荒野のずっとずっと向こうを見ているような表情で、キリルは戦争が起こったきっかけを話しだした。

「メルカンテはもともと、ノブレスで人種差別をうけてきた人々が、長い逃とう亡ぼうのすえ、ルミエール山の向こう側に創つくった自由主義国家だ」

　リュドミラは高くそびえる国境の山を見つめた。

　雪に染そまった二千メルト級の山。その向こうにメルカンテがあるのだ。

（ええっと、メルカンテ族ってみんな金髪碧へき眼がんなんだっけ？　眉び目もく秀しゆう麗れいすぎて、ノブレスの貴族が迫はく害がいしたんだよね）

　人は劣おとった者だけを迫害するのではない。裕ゆう福ふくな者を迫害することもあれば、秀麗な者を迫害することもあるのだ。もともと、メルカンテとノブレスの確かく執しつは、そんなつまらない人種差別から始まった。

　キリルは続けた。

「ノブレスで虐しいたげられてきた貧まずしい平民や、飢うえのせいで犯罪を犯おかした者たちも、相あい次ついで亡命し、メルカンテへ逃げ込んだ。メルカンテには人種差別はなく、人はみな平等に市民権が与えられると聞いたからだ。実際は……どうかしらないが」

　亡命を阻そ止しするため、ノブレスは国境線に高い防ぼう壁へきを築きずいた。つまり山のふもとに数キロメルトにも及およぶ長い壁かべを連つらねたのだ。

　およそ三十年、この防壁は保った。だが、メルカンテのある男が、老ろう朽きゆう化かした防壁を、破壊することに成功した。

「男の名はアルベルト・レキスリアン。現、自由主義国『メルカンテ』の大統領だ」

　メルカンテの英雄、アルベルト・レキスリアンの名は、リュドミラも聞いたことがある。

　彼は選挙で最年少のメルカンテ上院議員となり、その数年後、メルカンテ軍事顧こ問もんとなった。

　金髪碧眼の色男で、雄ゆう弁べんで、仲間うけがよく、恋人が何人もいるという話だ。

　英雄に祭り上げられたのは三十代半なかばのころ。その後、彼は大統領に就任し、メルカンテのカリスマ的な存在となった。

「防壁が崩くずれたことで、ふたたび亡命者は急増した。ノブレスはそれを阻止するため、強硬手段にでた」

「強硬手段？」

「ああ。亡命者を銃殺しはじめたんだ。メルカンテは亡命者を保護するため頻ひん繁ぱんに軍と衝しよう突とつするようになった。……そして開戦だ」

　リュドミラは、近代史の授業が好きではなかった。迫害と戦争のくり返しで、読んでいると頭が痛くなってくるからだ。『あやつり人形の作り方と操作方法』の本をコソコソと読んでいるのがばれて、怒られた思い出がある。今もまた、リュドミラは顔をしかめていた。

（ああ、頭がズキズキしてきた……）

「おい、聞いているか？」

　キリルがリュドミラの顔を覗き込んだ。授業中眠っている生徒をたしなめているような声だ。

　リュドミラは「うん」と返しはしたが、その顔は「もうこれ以上、歴史の話は聞きたくない」と語っていた。

「大事な話だ」

「そうだけど……」

「戦争の発ほつ端たんがわからなければ、ジャッジがくだせないだろう」

　ジャッジ。戦争をジャッジして、戦いを終わらせること。

　これがリュドミラの使命であり、彼女に与えられた天てん啓けいだ。

「最近、メルカンテが優勢なのは、アルベルト・レキスリアンの再来と言われる男が、裏で動いているからだと聞く」

　キリルは語り続けた。

「男の名はガスパロ・レキスリアン。アルベルト・レキスリアンの庶しよ子しらしい」

「キリル……私、用事を思い出したんだけど……」

「逃げるな」

　頭痛に加え、ズンと心に重圧がかかってきたところだった。

　だが、キリルには見み透すかされていたようだ。

　逃げ腰のリュドミラを、ちょっと怖い顔で引き止める。

「お前が戦争を止めるんだ。逃げてどうする？」

（だから、それ、重いって……）

「お前以外にはできないんだ」

「私にもできないよ」

　リュドミラは頭痛を我が慢まんして、言い返した。

「私、ジャッジなんてできない。そもそも、そんな資格ないもの」

「ある。神がお前に授けた天啓を思い出せ」

「そんなの……なにかの手違いかもしれないじゃない」

「聖せい痕こんもあるはずだ」

「……生まれつきついていた痣あざよ。ただの」

「身体が人より軽いのも、ただの生まれつきか？」

「そうよ」

「いい加か減げんにしろ！」

　キリルが怒りだして、リュドミラは半歩、下がった。

　彼がリュドミラに対して感情を爆発させたのは、このときが初めてだった。目に見えない空気が刃やいばのように変化して、さしものリュドミラもおののいた。

「誰もが好き好このんで天啓をうけるわけじゃない。お前も俺も枢すう機き卿きようもだ！」

「……」

「だが天啓はある。限られた者にだけ与えられる。聖痕をもつ者も必ず生まれる！　それは神がいる証拠だ。そして、天啓が与えられたら、もう逃のがれられないんだ」

「そんなの……困る」

「困ってもいいが、役目は果たせ。ここまで来て、逃げてばかりいるな」

「……」

「お前が無事に役目を果たすまで、俺はお前を守る。必ずな。それが俺の任務だ」

　それって……とリュドミラは尋ねた。

「任務じゃなきゃ、守りたくないってこと？」

「それは……」

　キリルは躊ちゆう躇ちよし、押し黙だまった。

　その態度にリュドミラはカチンときた。なんだかとても、薄はく情じようで不ふ誠せい実じつに思えたのだ。

「イヤならイヤだと言えば？」

　と挑ちよう発はつする。するとキリルは感情的にこう言った。

「イヤに決まっている。戦場にもう一度戻ることも、ガキのお守もりもごめんだ！　だが、しょうがないだろ、天啓なんだから！」

「イヤなのに無理しなくていいわよ」

「お前は少しは無理をしろ！　駄だ々だをこねる子供みたいに、できないとか、やらないとか、行かないとか！　イライラするんだよ！」

「……！」

　言い返されて、リュドミラはムッとした。

「私は……駄々っ子じゃない！」と怒ど鳴なる。

「私にも色々あるのよ！　行きたくない理由とか！　行けない理由とか！」

　リュドミラの叫び声は、すでに泣き声のようだった。大人の男性と言い争あらそって、勝てるとは思わない。彼女はただ、自分の言い分を「我わがまま」の一言で括くくられたのが悲しかったのだ。

　そのときだった。

　教会の鐘かねが高々と鳴り響いた。

　キリルとリュドミラは言い争いをやめ、ほぼ同時に教会の鐘を見上げた。

「死者が出たな……」

　キリルが鐘の音にポツリと返す。

　リュドミラが真っ先に想像したのは、宿院に担かつぎ込まれた負傷者だった。司教様を呼んでくれと言っていた、平民兵だ。

　リュドミラの足元が、ぐらっとゆれる。

（まず……い。こんなときに……）

「リュドミラ……？」

　リュドミラの変化に、キリルが素す早ばやく気づいた。さっきまで気き丈じように怒鳴っていた少女の顔色が、急に真まっ青さおになったからだ。

　リュドミラは大きくふらつき、すっと全身の力が失われたようにその場に倒れた。

「どうした!?」

　キリルの声が遠い。リュドミラは必死で意識をその場に保とうとした。

「私……共きよう鳴めい……魂たましいが……引きずられて」

　理由を説明しようとするが、ろれつが回らない。

「煉れん獄ごくの扉が……開く」

「リュドミラ！」

「痛い……足が……すごく。息、苦しい……」

　キリルが身体を抱き起こす感覚を最後に、リュドミラは意識を手放した。
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　それは、光を纏まとうような美声だった。

（誰かが『弔とむらいの歌』を歌っているわ）

　伴ばん奏そうは繊せん細さいな音色の竪たて琴ごと。悲しい歌のはずなのに、音色を聴いていると不思議と心が落ち着いた。

　悲しみが少しずつ浄じよう化かされていく。

　リュドミラが感じていた足の痛みも、息苦しさも、次し第だいになくなっていった。

　リュドミラは目を開けた。

　真っ先に見えたのは、漆しつ黒こくの猛もう犬けん、オロの顔だった。

「オロ……付つき添そっていてくれたの？」

「オン」

「ここは？」

「ウウ……オンオン」

「オンオン？」

「オンオン」

（オロは人の言葉がわかるのに、人にはオロの言葉がわからないのよね）

　犬語がわかったらいいのに……とリュドミラは思う。

　周囲は白い壁に囲まれていた。ところどころひびが入っている。古い建物の一室らしい。

　大きな窓があり、その向こうに教会の屋根が見えている。

　屋根が正面に見えているということは、ここは二階か三階に違いない。

「気が付いたか？」

　見計らったように、キリルが入室した。オロの声を聞いて、リュドミラが目覚めたことを察さつ知ちしたのだろう。

「ここは？」

　とリュドミラはキリルに訊きいた。

「教会の孤児院の二階だ。子供たちがすんでいる離れの建物」

（ああ、キリルに飴をもらっていた子供たちのお家ね）

「大丈夫か？」

「……うん」

　リュドミラがか弱く頷うなずくと、キリルは「大丈夫じゃなさそうだな」と返してきた。虚きよ勢せいをはっていると、見透かされたらしい。

　リュドミラは小さく笑ってから、説明をはじめた。

「人が死ぬと煉獄の扉が開くでしょ？　私はそのとき、亡くなった人と共鳴を起こすの。未み練れんとか、痛みとか、みんな感じてしまって……」

　煉獄とは、天国と地獄の狭はざ間まにある場所だ。死者はみんなそこへ行き、審しん判ぱんの神に現世での罪を裁さばかれる。「ラスト・ジャッジメント」と呼ばれるものだ。

「苦しいのか？　死者と同じように」

「うん。煉獄の扉が閉まるまでは」

「だから、戦地に行きたくないと言い張ったのか？」

「……」

　リュドミラは無言で頷いた。

　うんうん、と何度も頷いているうちに、涙が溢あふれそうになる。

「たくさんの死者が出れば、全員と共鳴してしまうのか？　全員の痛みを感じるのか？」

「……たぶん」

　それを想像するだけで、リュドミラは拒絶反応を起こす。

　天啓に逆らっても、行きたくないと感じてしまう。

　当然だ。それが自己防衛本能というものだ。

「そういうことは、早く言え」

　とキリルが不服そうにブツブツと言った。

「肝かん心じんのことを言わないから……俺はてっきり子供の」

「我がままだと思ったんでしょ？」

　キリルはため息で肯こう定ていした。

「でもキリルだって自分のこと、内ない緒しよにしているじゃない？　アルカディもね」

　隠しごとをしているのは、リュドミラだけではなかった。

　キリルも、秘密にしていることがある。

　アルカディもだ。

（お互い、知らないことばかりなのよ。だから私たちうまく、打ち解けられないのよ）

「……あれ、アルカディが歌っているのね」

　窓の外を見つめて、リュドミラは話を変えた。

「ああ、そうだ」

　竪琴の音とともに響く『弔いの歌』。

「さすが『救済者』ね。死者の痛みが和やわらいでいくのがわかるわ」

　リュドミラは感じている。自分の痛みが和らいでいくということは、そういうことなのだ。

　これは、ただの歌声ではない。聖人の特殊な力による「救済」だ。

「お陰で、私も早く回復しそうよ」

　と言うと、リュドミラは上半身を起こした。

「もし明日、誰かが死んだら、お前はまた倒れるのか？」

　キリルは尋ねた。

「たぶん。いいえ、きっと」

「どれくらい距離をおけば、共鳴を起こさない？」

「うーん。測ったことはないわ。その日の体調にもよるの。レガトゥスにいて、近くの村の死者と共鳴を起こしたこともあるし……よくわからない」

「……」

「キリル」

　押し黙ったキリルに、リュドミラは呼びかけた。

「なんだ？」

「私を守ろうとしても、無理よ。戦場に行ったら、私、保もたないわ」

「……」

「私は天啓をうけたわ。戦場に行ってジャッジしなきゃならないのよね。でもね、きっと声なんて出ないわ。痛みで」

「……」

「聖女だって、苦しいのはイヤなの。痛いのもイヤ。私はイヤなの！」

　キリルがずっと無言でいるうちに、リュドミラの頰に涙が伝った。

　どうにか堪こらえようとしたが失敗し、その反動でワンワンと大声で泣くはめになった。

「なのに、どうして!?　どうして私なの？　どうしてよ！」

　ベッドの横に立つ、キリルの膝ひざのあたりを叩たたく。

　八やつ当あたりだとわかっていたが、止められなかった。

「私は……イヤなのよ！　行きたくないの！　ジャッジなんか絶対、できない！」

　とリュドミラは叫んだ。
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　サモン・ヴィレのメインストリートには色々な店がある。

　パン屋の隣となりがはちみつとジャムの専門店。その隣が青果店というように、食材を売る店が軒のきを並べる。

　その向かいは靴くつ屋と仕し立たて屋、金物店や理り髪はつ店などだ。

　この通りより北側には一般庶しよ民みんが住むアパルトマンや宿屋があり、南側には貴族の豪ごう邸ていが点在しているのだった。

　仕立屋の屋根裏部屋に、リュドミラの姿があった。

　鏡かがみを前にして、前髪をいじっている。

　鮮あざやかなガーネット色の髪が、腰元までのびていた。これはキリルに切られた髪を、アルカディが鬘ウイツグに仕立てたものだ。

　鏡の横には、一着のドレスが吊つってある。サーモンピンクの生地に所々、ブルーの造花が施されている愛らしものだ。仕立屋の主人が、リュドミラのために貸してくれたのだ。

　この店の一人娘がアルカディの大ファンで、寝泊まりする場所や食事を提供してくれている。お陰でリュドミラたちは、負傷者の溢あふれた教会の宿院から出ることができたのだった。

　鬘をつけた少女は、ピンクのドレスを手に取った。

「素す敵てき……。こんなドレスを、一度でいいから着たいと思っていたのよ」

　手にしているのに現実味がない。それは「着たい」と思っても叶わないと思いこんでいたせいだろうか？

「リュドミ、用意はできましたか？」

　扉をノックする音がして、アルカディが姿を見せた。

　紳士の正装姿で現われたアルカディを見て、リュドミラは手元のドレスをおとした。












「アルカディ……」

「どうしました？」

　返事をしつつ、アルカディがドレスを拾ってやる。

「ノブレスの王子様かと思ったわ」

　あははは……とアルカディが明るい声をたてて笑った。

　プラチナの髪が、純白の上着ジヤケツトの肩を滑すべりおちていた。

　髪は背の半なかばで、細い銀色のリボンで留められている。

　胴着のボタンは金色。これは明らかに、アルカディの瞳の色にあわせたものだ。

　仕立屋の一人娘が、アルカディのためにと徹てつ夜やで仕立てた衣い裳しようだった。

「さぁ、リュドミも早く着替えてください。仮か装そうパーティが始まってしまいますよ」

　今日、街の広場で『聖アレクサンドラ祭』が行われるのだ。巡礼者教会に祀られている、聖女アレクサンドラの生誕日にあたるらしい。司教の祈りのあとは無ぶ礼れい講こうとなり、野外ホールには色々な仮装をした人たちで溢れ返るという。

　メルカンテとの戦火が拡大しているなかで、一時は中止になりかけたのだが、信仰深い市民たちのたっての要望で、例年どおり、執とり行われることになったという話だ。

「どうしました？　ドレスが気に入らないんですか？　仕立屋の店主は、リュドミを男の子だと思っています。可か愛わいい女装をさせようと、いささか幼よう稚ちなデザインのものを選んだのかもしれませんね」

「ううん……！　とても素敵よ」

　教会で倒れて以来、元気がないリュドミラのために、女装用の衣裳や鬘を注文したのはアルカディだった。二度、倒れないように、寝泊まりする場所を教会から離れた場所に工く面めんしたのも彼だ。

　アルカディ・トルストシェインは「弔いの歌」を歌って以来、街の人気者になっていた。今や女性ファンだけでなく、男性ファンも多い。彼が頼めば、たいていのことは協力してくれる。

（聖人だと正体をばらさなくても、たくさんの人々の厚こう意いをうけられるなんてすごいわ）

　とリュドミラは感心していた。

「うんとおめかしして、大いにはしゃいで、元気を取り戻してください」

　リュドミラはアルカディからドレスを受け取った。

　子犬がよりそうように、アルカディの胸に額をくっつける。

「ありがとう。アルカディ」

「カーディでいいです」

「カーディ」

　まだあの「痛み」が忘れられない。

　死者と苦痛をともにするということは、半はん端ぱじゃなくつらいことなのだ。

　肉体の痛みはやがておさまるが、心のほうは何日も、ときには何週間も引きずる。

「一人で用意できます？　なんなら、不ふ肖しよう、アルカディ・トルストシェインが、聖女リュドミラの着替えをお手伝い……」

「一人でできるわ。ありがとう。少し待ってて。扉の外でね！」

　ちょっと残念そうにしたアルカディの背中を押して、部屋から追いだす。

　リュドミラは生まれて初めてドレスに袖そでを通した。

　鏡の前に立って、こう思う。

（そうよ、私、こんなふうに普通の女の子になりたいの）

　そこには、今まで見たこともない「自分」が立っていた。
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　夕暮れどき。中央広場の特設野外ホールで『聖アレクサンドラ祭』が始まった。

　司教の祈りの後はまるで「どんちゃん騒さわぎ」のようだった。さすが、一般市民のお祭りだ。

　貴族たちは、聖なる生誕とお祭りを混同することを「下品」と決めつけ、参加しないらしいから、踊おどって歌っているのは、平民たちばかりだった。

　陽よう気きなアコーディオン演奏にあわせて、男女が手をつないで踊っている。

　ステップは軽快なうえ派手で、ときどき女性のドレスの裾すそが大きくめくれあがった。

　男性が女性の腰を持って、軽々と持ち上げる。

　その横で、大きなカエルと大きな鳥の仮装をした子供たちが、手をつないで踊っていた。こちらは衣裳が大きすぎるせいで、ヨチヨチ歩きだ。

　ホールの外では、天使の衣裳をつけた姉妹が、カボチャの兜かぶとをつけた少年たちと鬼ごっこをしていた。

　仮装していない男性たちは、ワインのはいったグラスを片手に、大声で談だん笑しようしている。

　かけ声と手て拍びよう子しが、ダンスを盛り上げるなか、サーモンピンクのドレスを着た少女は、仮面をつけた白い王子様と手をつないで踊っていた。

　リュドミラとアルカディである。アルカディが顔を隠したのは、街の女性たちにもみくちゃにされない防衛策だったらしいが、リュドミラと踊りだしてまもなく、彼の正体はあっけなくばれたようだった。

　数人の女性たちが「次は私の番よ！」と言わんばかりに広間の端に並んでいる。

　それは、リュドミラの想像していた「舞ぶ踏とう会かい」とは違ったが、上品な宮廷風よりはるかに心が躍った。

　活気があり、人々は陽気で、笑顔はさわやかだった。

　鬱うつ々うつとしていた心が、一気に上昇していくのがわかる。

　アコーディオンにギターが加わり、音楽のテンポがあがりだした。

　リュドミラは、隣の男女の見み様よう見み真ま似ねで、アルカディと腕を組むと、回転しはじめた。

　視界が３６０度、ぐるぐると変わっていく。

　目が回ってフラフラになったときだった。リュドミラは、広間の端になにかを見つけた。

　いや、誰かを見た気がしたのだ。

（あれは……）

　リュドミラは急に立ち止まった。

　フワフワした茶色の髪の、優しい雰囲気の……どこかで出会ったことがある「彼」だった。

　彼はリュドミラのほうを見て、一瞬、手をあげた。

「リュドミ？」

　怪け訝げんそうに、アルカディが呼びかける。

「アルカディ、ごめんなさい。私、ちょっと抜けるわ。遅くなったら、先に帰ってて」

「えっ……」

　と言葉をつまらせるアルカディをおいて、リュドミラが駆けだした。

「リュドミどこへ!?」

　アルカディは、リュドミラに手をのばした。

　その手を「待ってました」とばかりに、別の女性が摑つかむ。

　なんとそれは仕立屋の一人娘だった。さすがのアルカディも、無下にできない相手だ。

　仕方なく彼は着飾った仕立屋の娘と踊りだした。

　そのころ、リュドミラは人を掻かき分け、広場の端に辿たどり着いた。

　しかしそこには、酔よい潰つぶれた老人が一人いるだけだった。

「おかしいわ。たしかに見たのに……」

　旅人の姿をしていた。

　仮装ではない。彼は旅人だった。あやつり人形を持って旅する旅芸人だ。

　名前は……

「フェルナンド。そうよ。フェルナンドがいたわ」

　忘れもしない。リュドミラがこのサモン・ヴィレに来たのは、彼との約束があったからだ。

　――今度会えたら、人形の使い方を教えるよ。

　優しい笑みと、心を動かすこの言葉があったから、リュドミラはここへ来たのだ。

「おい、嬢ちゃん嬢ちゃん」

　酔い潰れた赤ら顔の老人が、リュドミラに向かって「おいでおいで」をしていた。

「嬢ちゃん、人形劇が好きな子かい？」

　一瞬、リュドミラはドキッとした。少し間を置いて「そうよ」と返す。

「これを嬢ちゃんに渡してくれってさ」

　老人はヘラヘラ笑いながら、一つの菓子をリュドミラに手渡した。

　それは、フェルナンドが子供たちにあげていたキャラメルだった。

（やっぱり、フェルナンドがいたんだわ！）

「お爺じいさん、他に彼はなにか言ってなかった？」

　リュドミラは尋ねた。

「んにゃ、菓子を渡してくれって言われただけさ」

　リュドミラは駆けだした。キャラメルを握にぎりしめて。

（姿を見たのはさっきだもの。まだ近くにいるはずよ！）

　広場を抜け、メインストリートにでた。

　茶色の髪の旅人を探したが、どこにもいない。

　日にち没ぼつ間ま近ぢかで、通りには点々と街灯がついていた。

　リュドミラはドレスの裾を揺らして、通りを走った。

　だんだん、はき慣れない靴が煩わずらわしくなってくる。

　脱いでみると、少し靴擦ずれができていた。リュドミラは靴を脱ぐと、手に持って走りだした。

　町の北側には、一般市民の住むアパルトマンが立ち並んでいる。

　南側には、広大な敷地をもつ貴族の館やかたの屋根が見えていた。

　リュドミラはなにげなく、南側の角を曲がろうとした。

　そのときだ。

「止まれ、そこの娘！」

　するどい警笛を鳴らして、警官が二名、走ってきた。

（私？　なにかした？）

　心当たりがなくて、リュドミラがキョロキョロする。

「どこの屋敷の者だ？　この先は、自治領主閣かつ下かのお住まいだ。身分証を見せろ」

　リュドミラは知らなかったのだ。南側に平民は入れない。

　ちょうどリュドミラが仮装用のドレスを着ていたことで、警官たちはリュドミラを「貴族のお屋敷に住み込んでいる使用人」と勘違いしたようだった。

　貴族の使用人たちは、身分証を持っていて、南側に出入りできる仕組みになっているらしい。

「あ、ありません。私……知らなくて」

「ないだと？　ちょっと来い」

　一人がリュドミラの手を摑んだ。

「平民が、貴族の領地を侵しん害がいしたら、鞭むち打うち三十回の刑だ。わかっているな」

（なんですって？）

　思わず、リュドミラは立ちすくんだ。

「歩け！　逆らったら、公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいで、半月独どく房ぼう入りだぞ……ってうぎゃ！」

　リュドミラの手を摑んでいた警官の頭に、大きな白いものが直撃した。見れば野菜のカブだ。

　カブは割れ、警官が頭を押さえてうずくまった。

「走って！」

　と一声、別の男性が、リュドミラの手をひっぱって走りだす。

「フェ……フェルナンド!?」

　リュドミラは驚いた。それは旅装束の若い男性、フェルナンドだったのだ。












「まて！」

　警官が追いかけてくるのを見て、リュドミラは全速力で逃げだした。

　フェルナンドと固く手をつなぐと、北側の雑ざつ然ぜんとした裏通りへ向かう。

「やぁ、リュドミラ」

　彼は走りながら、美しい紫の瞳を細めて笑った。

　警官は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで追いかけてくるのに、余裕の表情だ。

「私……私、探していたの！　あなたを」

　リュドミラは息を切らして、告げた。

「酒好きの老人から、お菓子を受け取ったかい？」

「ええ……！」

「包みを広げてみた？」

「え？」

「待ち合わせ場所、書いてあったろう？」

「そうなの？」

「見てないの？」

「見てない」

「メインストリートの、青果店の前」

「そうだったの!?」

　二人は走りながら、互いの顔を見合わせた。どちらからともなく、苦く笑しようする。

「さあ、靴を履いて。私についてきてくれ」

　こっちだ、とフェルナンドが薄暗く細いアパルトマンとアパルトマンの隙間に、突入した。路地は湿っぽく、汚い。さすがにここは裸足はだしでは危ない。

　警官は、警笛で仲間を増やしながら、二人を追いかけてきた。

　だが彼らは、路ろ地じ裏うらでリュドミラたちを見失った。

『リュドミラ……もうちょっと、あがって……ドレスの裾が邪じや魔ま』

　声は出ていない。口ぱくでフェルナンドは言った。

『これ以上は無理。足をかける場所がないの。それから、ドレスのなか、見ないで！』

　とリュドミラが口パクで返す。

　警官が通り過ぎた頭上に、彼らはいた。アパルトマンの壁にへばりついている。

　路地に置かれた積み荷を利用して、二階の窓枠に手をかけ、壁のくぼみを利用してよじ登ったのだ。積み荷のうえにある、雨よけの廂ひさしがいい隠れ蓑みのになった。

　日がおちたせいもあり、警官たちは頭上にいる彼らに気づかなかったのだ。

　警官たちが走り去っていく。と、そのとき……

「きゃ！」

　リュドミラが片方の足を滑らせた。

　小さな借り物の靴が、フェルナンドの頭におちる。コン、と音がしてフェルナンドが顔をしかめた。

「ご、ごめんなさい！」

「いいよ。気にしない。たとえ、おでこにコブができていても」

「フェルナンド、私たちいつまでこのままなの？」

「下りたいが下りられないんだ」

「どうして？」

「下に……」

「まだ警官がいるの？」

「いや、さっき宿屋からでてきたカップルが……真下で濃のう厚こうなキスをしている」

「……は？」

　そのとき、つるっ、とリュドミラの手が滑った。バランスを崩し、宙に投げだされる。

「きゃぁぁ！」

　リュドミラのお尻しりがフェルナンドの顔の上に落下した。

　フェルナンドは「うぐっ」とうめいて、廂を突き破り、リュドミラとともに路地に墜つい落らくした。

　積み荷がガラガラと引っくり返る。

　キスをしていた女性が、ひっと一声、恋人とともに逃げだした。

　羽織っていたらしい派手なカーディガンも、放りだしていく。

「大丈夫!?　フェルナンド！」

　路地に伸びたフェルナンドを、リュドミラは焦って介かい抱ほうした。

　ぐったりしている彼の頭を、膝のうえに乗せる。

「だ、大丈夫。軽くて小さなお尻だったから」

　とフェルナンドは鼻の頭を押さえて答えた。

　リュドミラが、通常の女性より身体が軽くて、なによりだったろう。普通、十六歳の少女が顔のうえに落ちたら、無事ではすまないところだ。

　リュドミラはクスクスと笑った。

「笑い事じゃないよ。捕まっていたら、身体に一生消えない痣あざが残った」

「うん、そうね。フェルナンドが投げてくれた大きなカブのお陰よ」

　ワクワクするとは、このことだろうか？　とリュドミラは思う。

　笑い事じゃない危機でさえ、素敵な出来事にすりかわるのだ。

「フェルナンド、いつサモン・ヴィレについたの？」

「三日前かな」

「そうなの？　私もよ。私、ずっと巡礼者教会にいたのよ」

「だと思ったよ。けど、教会には行きづらくてね」

「どうして？」

「レガ教の信者じゃないから」

「……」

　リュドミラは黙り込んだ。ノブレスの人間なら、たいがいレガ教の信徒のはずだ。

「フェルナンドは……ノブレス人じゃないの？」

　リュドミラは尋ねた。

「ああ、違う。私は無む国こく籍せきの旅人だ。両親はメルカンテにいる。メルカンテ人は無む神しん論ろん者しやが多いんだ。生まれたときから、家に宗教がなかったから、私も無神論者なんだ」

　とフェルナンドは軽い口ぶりで説明した。

　無国籍人というのは、珍しかった。どちらにも国籍がないということは、住居が持てないということだ。彼はまさに、さすらいの旅人なのだ。

「早く会いたかった。思い切って教会を訪ねようかと悩なやんでいるうちに、負傷者で溢れ返ってしまって……より行きづらくなった」

　そう、とリュドミラは答えた。

（もし、フェルナンドが教会に来てくれても、私には出会えなかったのかもしれないわ）

　リュドミラは髪を切られ、黒く染めている。普段は少年姿だ。

　なんとなく、あの姿で会いたいと思わない。

　彼には長い髪の、女の子の姿で会いたい。

　そのとき、急にフェルナンドが上半身を起こした。

「ちょっと失礼」

　とリュドミラの頭を引き寄せる。

　座ったまま、壁ぎわに押さえ付けられ、リュドミラはあたふたした。

　彼は羽織っていたマントを手早く脱いだ。木箱の陰に投げ込む。

「しっ、じっとして」

　路面を蹴るブーツの音がした。物音を聞きつけて、さっきの警官たちが戻ってきたのだ。

　フェルナンドは、路地裏の積み荷を陰にして顔を隠すと、さらにリュドミラに接近してきた。

（ななな……ななななななに……!?）

「さっきのカップルみたいに、恋人のフリをして」

（さささ……さっきって？　見てないわよ、そんなの）

　フェルナンドは、路上に忘れられた女物のカーディガンを手にすると、リュドミラにひっかけた。カーディガンからきつい香水のかおりがする。

　フェルナンドの顔が近付いてきた。

　リュドミラの心臓は爆発しそうだった。そう、色々な意味で。

　警官たちが路地裏を覗き込んだ。

　きっと、積み荷からつきだした女性の足と、男の背中が見えたはずだ。

　警官が路地に入ってきた。二人の真後ろでとまる。

　ちっ、と舌打ちするのが聞こえた。

　フェルナンドがリュドミラの口を手で塞ふさいだ。

「ううっ！」

　足が自然とバタバタ動く。

　警官はその様子を一いち瞥べつし、リュドミラの脱げた靴の片方を蹴飛ばした。

　素足の女性と、抱きつく男。

　それが警官にどれだけ猥わい褻せつに映ったかなど、リュドミラは知る由よしもない。

　やがて警官は、メインストリートに戻っていった。

　フェルナンドがようやくリュドミラの口から手を放す。

「はぁはぁはぁはぁ……」

　リュドミラの息は荒い。

「窒ちつ息そくするかと思ったわ」

「鼻は塞いでいないよ」

　とフェルナンドに言われ、リュドミラは、自分から息を止めていたことに気づいた。

「あ、そうか。鼻から吸えばよかったのね」

「リュドミラ」

「え？」

「君、おもしろい子だね。ひょっとして、男の子とキスしたことない？」

「……え！　ななな……なによ、急に」

「やっぱりないのか。お家はとても厳きびしいのかな、そういうことに関して。君ぐらいチャーミングだと、初体験は早いと思ったんだけど」

「うう……ええっと……」

「ああ、そうだった。リュドミラは巡礼の旅の最中だったんだ。ごめん、不ふ謹きん慎しんなことを言ったね」

　ドレス姿で忘れていたよ、と言ってフェルナンドは笑った。

　リュドミラはあたふたしどおしだった。

　チャーミングと言われて、悪い気はしない。でも、キスもまだなのか？　というくだりには、からかうような響きがあったので、ちょっとカチンときた。

（うちは、そういうことにものすごく厳しいのよ。キスしたら、追放されるの。追放されても、私はかまわないけれど……）

「ねぇ、私、私ってチャーミングなの？」

　チャーミング。この言葉が気になって、リュドミラは、訊いてみた。

　ひょっとすると、もう一度、言ってほしかっただけなのかもしれない。

　くすっ、とフェルナンドは笑った。

「ホント、おもしろい子だよ。君はとてもチャーミングだよ。姿もだけど、心が特にね」

　フェルナンドはそう言った。

　それはリュドミラにとって、最上の褒ほめ言葉に聞こえたのだった。
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　国境にほど近い街『サモン・ヴィレ』に、ある噂うわさが広がりだしたのは、リュドミラたちが到着して四日目のことだった。

「おい、聞いたか？　この街に聖セントフューレンがいらっしゃるらしいぞ」

「聖フューレン？」

「そうさ。神様の御使いさ。聖地『レガトゥス』で天てん啓けいがおりたって話だ。メルカンテの連中に天罰がくだるんだ」

　リュドミラたちは、隠おん密みつ行動中だ。まだ正体を明かしていない。なのに噂は流れた。

（誰が流したのかしら？）

「それじゃ、もうすぐ戦争は終わるんだな！」

「そうさ！　そういうことだ」

（みんな簡単に言うけど、聖フューレンにとってはそんなに簡単なことじゃないのよ）

　仕し立たて屋の主人に「お遣い」を頼まれたリュドミラは、商店街を歩きながら反論したくなっていた。両手で抱えている紙袋の中身は、パンとはちみつと果くだ物ものだ。

　そう。街の人々にとって、メルカンテ人は悪人だ。

（けれど、メルカンテにとってはノブレスこそ「悪」なのよ）

　戦争の仲ちゆう裁さいとは、どちらが本当に悪いかを見極めることだ。

　よく調査し、互たがいの言い分を聞き、公正なジャッジをくだす。

　それがリュドミラの仕事だった。

　だが、リュドミラはまだ本格的な調査を始めていない。どこから手をつけていいのか、わからないのだ。

　今、巡じゆん礼れい者しや教会にいる負傷者は、メルカンテ軍の奇き襲しゆうにあったと証言している。しかし、それはノブレス側の解かい釈しやくで、メルカンテ側の主張は違うかもしれない。

　ここはノブレスの領土だ。情報はノブレス側の見解ばかりだ。

　リュドミラはため息をついた。

（ああ。わからない。ここにいるだけじゃ、ダメな気もする。でもメルカンテに潜せん入にゆうするのは無む謀ぼうすぎるし……私には荷が重いし、気も重いわ）

「やぁ、リュドミラ」

　呼びかけられて、リュドミラは立ち止まった。

「フェルナンド！」

（よ、よかった。鬘ウイツグをつけてて）

　リュドミラは、慌あわてて頭をおさえた。鬘がずれていないか、気になったのだ。

　仮か装そうパーティのドレスほど豪ごう華かではないが、袖そでが膨ふくらんだ赤いドレス姿だった。

　この「女じよ装そう」がけっこう気に入っているのだ。もっとも、仕立屋の店主には、不思議な顔をされている。「女装癖へきのある少年」と思われているのかもしれない。いや、絶対、思われている。

　フェルナンドは大きな荷物をひっぱっていた。黒いケースで、子供が一人入れるほど大きい。小さな車輪が四つついていて、楽に運べるようになっている。

「これは？」

「あやつり人形たちの家さ」

「ああ……なるほど」

「これからダンスパーティがあった広場で、人形劇をするんだ。来る？」

「ええ！　っと……でも私、教会に食べ物を差し入れにいくの。いつまでやってるの？」

「君が来てから始める。当然だろ？」

「……」

　フェルナンドの言葉を聞いて、リュドミラの胸は不思議な音をたてた。甘あま酸ずっぱい飴あめを心でとかしたら、こんな音がしそうだ。

「やっぱり気が変わった。荷物、持つよ。私も教会へ行く」

「えっ!?」

「君が来るまで待つなら、一緒に行っても開演時間は同じだ」

　そうだろう？　とフェルナンド。

「で……でも」

「そのほうが、一緒にいられる時間も長い」

「そ、そうだけど……」

「嬉うれしくない？」

「う、嬉しい」

「じゃぁ、早く用事をすませよう」

　フェルナンドはパンとはちみつと果物の入った袋を持つと、黒いケースをひっぱってすたすたと歩きだした。

「早くおいでよ、リュドミラ」

　くるっと振り返り、笑顔を見せる。

　やわらかい印象の茶色の髪と、紫の瞳。

　その瞬間、リュドミラは錯さつ覚かくした。

　何年も前からつき合っている、優しい「彼」と歩いている気がしたのだ。

　自分が普通の女の子になったような、感覚もした。

　遠くない未来、それが実現するような……

　そんな不思議な予感すらしたのだった。

「わ、私、あやつり人形たちの家を押すわ、フェルナンド」

「助かるよ」

　フェルナンドの横に立って、リュドミラは黒いケースを両手で押しはじめた。

　なにげなく横を向いたら、フェルナンドと視線がぶつかった。

　どちらからともなく、笑う。

　たったそれだけのことなのに、リュドミラの心は空に舞まい上がるほど高こう揚ようした。
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（あっ、忘れていた。教会にはこの時間、キリルがいるんだった！）

　教会の前でそれを思い出しても遅い。孤こ児じ院いんの子供たちに懐なつかれたキリルは、司教の要望でときおり、教会に顔をだしているのだ。

「誰？」

　情じよう況きようを理解していない、のほほんとしたフェルナンドの声が響く。

　痩そう身しんで黒髪の巡礼者が一人、彼の前に立ちはだかっていた。

　凍こおりつくような眼まな差ざしだ。

「ああっと、ええっ…あああ兄です」

　リュドミラは動転して、とんでもない噓うそを口にした。

「お兄さん？」

「お前は誰だ？」

　そのお兄さんが口を開いた。

（怖ーい。善ぜん良りような旅人に凄すごまないでよ！）

　とリュドミラが戦せん々せん恐きよう々きようとなる。

「旅芸人です。教会への道を彼女に尋ねたら、親切に案内してくれて。それだけですよ」

　刺とげ々とげしい空気を察したのか、フェルナンドはうまくごまかした。偶ぐう然ぜん知り合った、他人のフリをしてくれるようだ。

「本当にそれだけか？」

「それだけですよ。邪じや推すいしちゃいやだな、お兄さん」

　フェルナンドがかたい空気を解すように笑う。一方、キリルは無表情を貫つらぬいた。

「睨にらめっこ」をしてキリルに敵うものはいないに違いない。

「あ、それじゃお嬢さん、道案内ありがとう」

　とリュドミラに他た人にん行ぎよう儀ぎなあいさつをし、フェルナンドは教会の中に入っていった。

「私もパンを……」

　キリルから逃げるようにリュドミラも歩きだしたら、腕をとられた。

　おそるおそる、キリルを見上げる。

「キリル……なんだか怖い」

「お前が女装しているからだ」

「私、女なんだけど？」

「戦場では男のフリをしろと言ったはずだ」

「……ここはまだ戦場じゃないでしょ？」

　言い返したら、無言で睨まれた。やや後ろめたい隠し事があったせいで、キリルの目を睨み返せない。

　そのとき、一台の軍用車が教会の前に急停車した。

　緑に塗装された車には、ノブレス軍のシンボルマークが入っている。

　止まるや否いなや、なかから四人の軍人が降りる。

　一人はリュドミラの頰ほおを張り倒そうとした、あの貴族服の軍人だった。

　キリルがリュドミラを、近くの物陰に押し込んだ。

「隠れていろ。ヤツにその姿を見られるのはまずい」

　たしかにそうだ。リュドミラが物陰に座り込むころ、貴族服の軍人は部下に命じた。

「なかにある絵画を全部、持ちだせ。中央の聖女像もだ」

　慌てて教会の司教が飛びだしてきた。

　何事です？　と詰きつ問もんする司教に、軍人は言った。

「メルカンテとの戦闘で破は壊かいされるまえに、文化財はすべてノブレス首都メトロに移送する。邪魔をするな」

「そ、そんな勝手な。聖女アレクサンドラの像は、この教会、いや街のシンボルです！」

「うるさい！　公務を妨害すると、銃じゆう殺さつ刑けいだ！」

　お待ちください、と追いすがった司教を、彼は突き飛ばした。

　キリルが迅じん速そくに動いた。司教をかばい、貴族服の軍人の前にたちはだかる。

　黒い髪を固めた貴族は、「またお前か」という目でキリルを見た。

「どけ」

　と軍人がキリルに顎あごで命じた。

「美術品と文化財の移送には、軍中央司令部の許可がいる。持ちだし許可証を見せろ」

　キリルは淡たん々たんと言った。

「なんだと？」

「首都で保護すると言って持ちだし、闇市で売っている軍の貴族を、俺はイヤというほど見ているんだ」

「……！」

　一瞬、軍人の目には殺気が満ちた。だが、直後、彼は笑った。

　背筋がゾクッとするような、笑みだった。

「８８８部隊に所属していたと言ったな？」

「ああ」

「それは噓だ。一応、調べてみたが、あの隊の生存者はいない。８８８は全滅し、この世から消滅した」

「……」

「お前は、真っ赤な偽にせ者ものだ。エセ軍人め！」

　彼はそう言って、キリルの足元に唾つばを吐はいた。

　その仕し草ぐさは下品で、気分が悪くなるほど高こう慢まんだった。

　物陰に潜ひそんでいるリュドミラの胸の中には、怒りに似た感情と不安が混在していた。

　このまま放っておいたら、間違いなく大おお喧げん嘩かになる。

（でも私じゃ止められない。せめてオロがいてくれたら……）

　オロは仕立屋で留守番をしている。避ひ難なんしてきた負傷者のなかに、犬を怖がる者がいて、怖がらせたオロが教会行きを遠えん慮りよしているのだ。つくづく、ホムンクルスは頭がいいし、心も優しい。

（この軍人のほうが、百倍、心が汚いわ！）

　とリュドミラが感じたときだった。

　緑の貴族服が動いた。彼はためらわず、脇わきにつるした拳けん銃じゆうに手をのばした。

　ホルスターから抜いたその瞬間、キリルの回し蹴りが決まった。

　拳銃が宙で回転して、遠くへ飛んでいく。

「貴様……歯は向むかう気か!?」

　貴族の逆げき鱗りんに触れるとは、こういうことをいうのだろう。

　リュドミラが口答えしたときより数倍恐ろしい顔で怒ど鳴なる。

「正当防衛だ」

　キリルは表情一つ変えず呟つぶやいた。だが相手には聞こえていない。怒り狂った表情で、彼は部下を呼び戻した。

　美術品を抱えた部下たちが戻ってきた。美術品を投げだすと、キリルに向かって銃を構える。

　四人の軍人たちがキリルを取り囲むところを見て、リュドミラは真っ青になった。

（と、止めなきゃ、止めなきゃ！　でもどうやって!?）

　不用意に発言すれば、余計に怒らせるだけだということは、リュドミラにもわかっていた。

（どうすればいいのよ!?）

「はいはい、みなさん、そこまで……」

　幼よう児じを相手にしているようなセリフを口にし、一人の青年が教会からでてきた。

　やわらかな茶色の髪が、風になびいている。

（フェ、フェルナンド……!?）

　彼は穏やかな面おも差ざしのまま、つかつかと近付いてきた。

　キリルと軍人が睨み合う狭い隙間に、無理やり割って入る。

（フェルナンド、大だい胆たん！）

　リュドミラは声をかけるわけにもいかず、物陰で口をパクパクさせた。

「こういうときは冷静に、お互いの妥だ協きよう点てんを平和的にみつけましょう」

　フェルナンドは貴族服の軍人を見た。

「殴なぐったら痛い。殴る手も、殴られる頰もね」

　と今度はキリルを見る。

「だから、ここはサイコロ勝負で決めましょう。閣かつ下かが勝ったら、美術品の積みだしを認める。お兄さんが勝ったら、美術品の積みだしは明日にする」

（……ん？）

　リュドミラは首をひねった。

（その条件だと、どちらにせよ、軍は美術品を持っていっちゃうんじゃない？）

「いいだろう」

　と即答したのは、当然、貴族服の軍人だった。フェルナンドを「味方」と断定したようだ。

　キリルは無言だった。フェルナンドはポケットから二つのサイコロをだした。

「二つのサイコロの目を足した数が偶数か奇数か、あてるだけの簡単なゲームです」

　とフェルナンドが説明する。

「閣下、どちらになさいます？」

　フェルナンドはとっととゲームを進行した。マイペースにもほどがある進行だったが、軍人は「奇数だ」と答えた。

「では、お兄さんは偶数ですね」

　キリルは一言も話していない。なのに勝手に偶数と決めつけられ、賽さいはなげられた。

（フェルナンド、強引だわ。それじゃ、公平とは言えない）

「ああ、残念。閣下、偶数です。では美術品の搬出は明日にしましょう。きっと司教様たちは、積みだししやすいように、一ヶ所に集めておいてくださいますよ」

　ね？　と問われたのは、教会の司教だった。

　フェルナンドがウインクする。

　司教は「わかりました」と答えた。異議を申し立てれば争いになり、間違いなく負傷者がでる。ここはフェルナンドの提案したサイコロで、話をまとめる以外ないと判断したのかもしれない。

　貴族服の軍人は、キリルに向かって勝ち誇ほこったような笑みを浮かべた。

「これでわかったか？　巡礼者ごときがなにをほざいても、誰も味方はせん。身のほどを知れ」

　と言い捨てて、貴族服の軍人は軍用車に乗り込んだ。

（今のはおかしい！　絶対、おかしいよ！）

　まって、とリュドミラは物陰から飛びだした。

　その彼女をキリルが制止する。

「でてくるな。いいんだ。連中の勝ちだ。好きにさせてやれ」

（どうして!?）

　キリル自身が負けを認めて、リュドミラは驚いた。どういうことか、さっぱりわからない。

「あのー、市街地の宿屋まで、乗っけてもらっていいです？」

　フェルナンドは、車に乗り込んだ軍人に声をかけていた。

　大きな黒いケースを引きずってくる。

「まぁいいだろう。乗れ」

　キリルをやり込めた優ゆう越えつ感かんからか、貴族服の軍人はフェルナンドの同乗を許した。

（フェルナンドって……どういう人なの？）

　警官から守ってくれたときは、頼もしいと思った。

　でも今のは……調子のいい点数稼かせぎ、としか思えない。

　軍用車はフェルナンドを乗せ、発進した。

「リュドミラ」

　車が見えなくなるころ、キリルが呼びかけてきた。地面に投げだされたままのサイコロを拾っている。

「あの男、本当に偶然、会っただけか？」

「う、うん」

　しどろもどろ、リュドミラは首しゆ肯こうする。

　キリルはじっとサイコロを見ていた。手のなかで、何度か転がす。

「司教」と、キリルは教会の責任者を呼んだ。

「美術品を今夜中に、別の場所に移そう」

「え!?」

　司教もリュドミラも驚いた。

「イカサマだ。このサイコロは二つとも、何度ふっても偶数しかでない」

　と言うと、キリルは路上にサイコロを投げた。

　やはり偶数がでた。もう一度やっても、やはり偶数がでる。リュドミラが転がしてもやはり偶数だった。

「ヤツが持っていたサイコロは、おそらく二つじゃない。ヤツは懐に、一しかでないサイコロを、もう一つ隠していたはずだ。うまく摺すり替かえることで、ヤツは、奇数と偶数を操あやつれるんだ」

「なんですって……!?」

　リュドミラは小さく叫んだ。

　偶数しかでない二つのサイコロと、一しかでないサイコロ。

　偶数しかでない二つのサイコロの合計は、必ず偶数になる。

　この一つを、一しかでないサイコロに摺り替えたら、必ず奇数が作れる、という仕組みだ。

「このイカサマのやり口は、辺境じゃよく使われる。俺も昔、カモにされたことがある」

　昔というのはきっと、キリルが軍人だったころの話だろう。

「ということは、彼は美術品を移す時間を稼ぐために、わざとあんなイカサマを仕組んだのですか？」

　司教も驚いていた。

　フェルナンドは、軍人の機き嫌げんを損そこねず喧嘩を仲裁し、美術品も守ったのだ。

　穏やかな笑顔。きれいな紫の瞳。陽気な声。

　人形劇は似合えど、イカサマは似合わない。

　これこそ「先入観」という言葉がぴったりだった。
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「そのとき牛飼いの青年は言いました。『私がアヒルになります。アヒルになって結婚しましょう』醜みにくいアヒルの少女は泣きました。『私のためにアヒルになってくれるのですか？』二人は魔女のところへ行きました。牛飼いは、財産である牛を魔女に売り払い、『私を醜いアヒルにしてください』と言いました。そうして、二羽の醜いアヒルは人里離れた湖で、しずかに暮らすことにしたのです。ですが、その姿はとても美しいものでした。なぜなら、彼らがアヒルだと思っていたのは、実は白鳥だったからです。めでたしめでたし」

「そんなのおかしいよ！」

　あやつり人形のお芝しば居いを見ていた子供の一人が叫んだ。

　すると、「そうだそうだ」とほかの子供たちも言いだした。

「女の子は人間になって、二人は結婚するんだ。牛飼いがアヒルになるのはおかしい！」

「ははは……そういう人もいるかもね」

　おかしいおかしい！　と連発する子供たちに、フェルナンドはキャラメルを渡した。

「明日はもっとおもしろいお話をするよ。じゃ、今日はこれでおしまい！」

　子供たちが、解散する。

　走り去る子供たちを笑顔で見送ると、フェルナンドは後ろを振り返ってこう言った。

「主人公がアヒルになるのはおかしいそうだよ。リュドミラ」

　呼びかけに応じて、リュドミラがひょっこり、物陰から姿を現わす。

　人形劇をこっそり覗いていたのだが、ばれていたらしい。

　リュドミラは今日も自前の髪でつくった鬘をつけ、エメラルド色のドレスを着ていた。

　仕立屋の主人は最近おもしろがって、衣裳をあれこれ貸してくれるのだ。

「でも私はアヒルのほうが幸せだと思うわ。だって、戦争がないもの」

　手を後ろで組んで、リュドミラはステップを踏むような足取りでフェルナンドに近付いた。

　自然と、身体が踊る。自然に、女の子のような仕草がでてくる。

（誰に習ったわけでもないのに、不思議）

「リュドミラは戦争が嫌いかい？」

　とフェルナンドが尋ねた。

「嫌いよ」

「じゃ、戦争をする人間も嫌いかい？」

　リュドミラはフェルナンドの指摘にドキッとした。

（そんなふうに、考えてみたことがなかったわ。私、人間嫌いなのかしら？）

「ううーん」

　リュドミラは考え込んだ。人間が嫌いだと思ったことはない。だが戦争は嫌いだ。

（その戦争を巻き起こすのは、人間なのよね）

「うーん」

　本気で考え込んでいたら、フェルナンドが吹きだした。

「リュドミラは百ひやく面めん相そうの名人だね」

　悩むあいだ、顔の表情がコロコロと変わっていたらしい。笑われて、リュドミラが口を尖とがらせる。

「私、真剣に考えていたのに」

「ごめんごめん」

「じゃ、フェルナンドはどうなの？　戦争は嫌い？」

　とリュドミラは訊きかえした。

「ああ」

「じゃ、人間は好き？　嫌い？」

「嫌いと答えたら、自分のことも嫌いになるだろう。なぜなら、私は人間だから」

「そうだけれど……」

「人間を嫌いにならないよう努力する。それは、自分を好きでいる努力をするのと似ている」

「え？　ん？」

　なんだがこ難しい解答に聞こえて、リュドミラは首を傾かしげた。

　人間を嫌いにならないよう努力する。

　それは、自分を好きでいる努力をするのと似ている。

　哲てつ学がく的てきな言葉に、リュドミラは感心した。

「フェルナンドって大人ね」

　好きか嫌いかは感覚の問題だと思っていた。「努力する」という発想はなかったのだ。

「そうね。感情だけじゃなく、そういうことも大切だわ」

「本当に理解して言っている？」

「半分ぐらいは」

　と正直に言うと、フェルナンドはくったくなく笑った。

「ここに座って」

　と彼は自分の横の石段を指した。

　リュドミラが怪け訝げんに思いながら、言われた場所に座る。

「ここを持って」

　と彼は少女の人形をリュドミラに持たせた。

「この操作棒をこうひねってごらん。人形が手を広げる」

　フェルナンドは牛飼いの青年を使って、リュドミラに見本を見せた。

　リュドミラが真似をする。

　すると、二つの人形があいさつするように、両手を広げた。

「初めて出会ったときに約束したからね。あやつり方を教えるって」

「覚えていてくれたの？」

「もちろん。さぁ、今度はこの端を持って、こっちの棒を傾かたむける」

「ええっと……？」

　フェルナンドの人形がペコリと身を折おった。だが、リュドミラのほうは、仰のけ反ぞった。

「あははは……！」

　フェルナンドがウケた。

「もう、バカにして！」

「してないしてない」

　リュドミラは口を尖らせて、手の向きを変えてみた。

　今度は足が開き、少女の人形は官かん能のう的てきなポーズをとった。

「あははは！　最高！」

「どうなっているのよもう！　フェルナンドの意い地じ悪わる！」

「私はなにもしていないよ。リュドミラがやっているんだ」

「やり方がわからないだけよ！」

「やっているうちに覚えるよ」

　フェルナンドは長いことリュドミラのあやつる人形を見て笑っていた。

　リュドミラはまた、ふと、意識がどこかにトリップしそうになった。

（フェルナンドがこんなふうに笑っている姿を……前に見なかったかしら？）

　既き視し感かんというものだった。前に同じような体験をしたように思う。でも、実際にあるわけではない。

「ねぇ、フェルナンドの夢はなに？」

　おもむろに、リュドミラは問うた。

「夢？」

「そうよ。ひょっとして、イカサマ博ばく打ちで大おお儲もうけすることかしら？」

　と言うと、フェルナンドはちょっとびっくりした。

「ああ……サイコロのイカサマがばれたか。ひょっとして、君のお兄さんが見抜いたのかな？」

「そうよ。はい、サイコロ」

　リュドミラはフェルナンドにイカサマの証拠品を返した。キリルはサイコロが人目につかないよう、リュドミラに処しよ分ぶんするように言ったのだが、捨て損ねて持ち歩いていたのだ。

「フェルナンドは大胆ね。貴族相手にあんなことをして」

「告げ口してくれるなよ。ばれたら絞こう首しゆ刑けいだ」

「そうなの!?」

　そんな大罪とは知らず、リュドミラが目を見開く。

　フェルナンドは見かけは優やさ男おとこだが、やることはけっこう向こう見ずなのだ。

「ノブレスは貴族国家だ。貴族に逆らうことは許されない。ちょっとした罪でも、平民は命を奪われる。それも合法的にだ。私のような無国籍人は市民権もないから、やられ放題さ」

　とフェルナンドは言った。

「唯ゆい一いつノブレスの治外法権区は、聖地レガトゥスだけだ。あそこにおわす聖人、聖女だけが、彼らを従したがわせる権限を持っている。彼らは神の代理人で、聖せい痕こんをもち、特殊な力を操るらしい」

「……」

「だが、ノブレスは聖人たちを決して聖地レガトゥスから出さない。ひょこひょこと出てこられたら、政治がやりにくくて仕方がないからね。『天啓』が下りたときだけ、彼らは人の社会に出ることが許されるらしいが……それも数十年に一度の話らしい」

「詳くわしいのね。旅をしていると、物知りになるの？」

　とリュドミラは訊いた。

「そうだね。噂もスキャンダルも伝説もお伽とぎ話ばなしも、色々と耳に入るよ。旅先で色々な人に出会って、色々な人の考え方を知る機会にもなる。こういった『経験』だけは、いくらお金があっても、得られないからね」

　へぇ、とリュドミラはまた感心した。

「リュドミラはさっき、私の夢はなにかと訊いたね。私の夢は世界旅行かな」

「世界旅行!?」

「そう。あやつり人形を持って、世界中の街をめぐる」

「すごい。フェルナンドの夢は大きいのね」

「そうかな？」

「うん。世界旅行より大きな夢はないわ！」

「君も一緒にどう？」

「……」

「一人より二人旅のほうが、うんと楽しい」

（それは……そうだけど）

　リュドミラは喉のどの奥のほうで、言葉がひっかかっていた。フェルナンドがあんまりあっさり「一緒にどう？」と誘さそったからだ。

　行きたいとか、行けないとか、そういう具体的な返答は浮かばず、リュドミラはこう訊いた。

「私、私でいいの？」

　今度はフェルナンドが押し黙だまり、まじまじとリュドミラの顔を覗き込んだ。

「うん。リュドミラでいい。というか、君がいい」

　また、リュドミラが言葉を失う。

（か……からかわれているのかもしれない……わ。もしくは社しや交こう辞じ令れいとか）

　人々の暮らしはよくわからない。先刻、フェルナンドが言ったように、聖女は聖地レガトゥスから出ることを許されていないからだ。

（彼は単に、あいさつとしてそう言っているだけかもしれないわ。過か剰じように反応すると世間知らずと思われるだけだわ）

「巡礼の旅はいつ終わるの？」

　フェルナンドが尋ねた。

「さぁ……」

「終わったら、一緒に行かない？」

　ふたたび誘われて、リュドミラはうつむいた。

（なんて答えればいいのかしら？　「機会があったらぜひ」とか？）

　考えているうちに、自分の手が異常に熱いことに気づいた。

　手だけではない。身体も顔も熱い。

（ひょっとして、私、真っ赤になってる？）

　鏡かがみがなくてわからないが、なんとなく、そんな気がする。

　身体だけではない。心も熱い。

「私はね、子供たちに人形劇を見せている時間が一番、好きなんだ」

　とフェルナンドは言った。

「人形をあやつっている自分も……一番好きな自分だ。子供好きで優しそうに見えるだろ？」

「うん。でも、それがいつものフェルナンドでしょ？」

「ところがどっこい。貴族相手にイカサマをする自分もいるんだ」

「そ、そうだったわね。でも、そっちのほうがフェルナンドらしくないって気がするわ」

　とリュドミラが言うと、フェルナンドは苦にが笑わらいした。

「ありがとう。最高の誉ほめ言葉だよ」

「？」

　誉めたつもりはない。リュドミラは思うことを言っただけだ。

「弱ったな。君と一緒にいる自分が、すごく好きになりそうだ」

　苦笑しつづけるフェルナンドの、紫色の瞳はリュドミラに注そそがれていた。

　リュドミラは正視できなくなって、人形を動かす練習をしてごまかした。

　そんなときだ。街の広場に男が駆け込んできた。白いエプロンをし、手にはおタマを握りしめている。定食屋のコックだった。仕事中に抜けだして、なにかを伝えにきたのだ。

「巡礼者教会に聖フューレンがご到着あそばされたぞ！」

　はっ、としてリュドミラは顔をあげた。

　家々から人が慌てて飛びだしてくる。アパルトマンの窓からも、次々に顔がのぞく。

「よかった。街が燃える前で！　これで、戦争が終わるな」

「ああ。戦争が終わる！」

　街の人間が口々に叫んだ。

「聖フューレンとは、天啓をうけた聖人のことを言うそうだよ」

　リュドミラの横で、フェルナンドは言った。リュドミラに説明しているのだ。

「ノブレスでは、聖人たちは神に等しい存在だ。死んでもその偉い業ぎようを讃たたえ、像をつくり、教会に祀まつる。王も貴族も、彼らの言葉には従わなければならない。本当に……戦争を終わらせてくれるといいね」

　人々が仕事を放りだして、一斉に、教会に向かいだした。

（これってどういうこと？）

　リュドミラはその様子を、厳しい顔つきで見つめている。

　今頃、誰がこのサモン・ヴィレに到着したというのだろう？

「聞いた話だけど、聖人は後光がさしているそうだよ。その光を浴びると長生きできるんだってさ」

（そんなの、デマよ！）

「衣服に触れるだけで、不ふ治じの病やまいが治るらしい。聖女アレクサンドラの伝記には、奇跡がいっぱい出てくるんだ」

（それって、脚色されてない!?）

「リュドミラ、君は行かなくていいの？」

「え？」

　フェルナンドはおかしそうに笑った。

「巡礼者なんだろ？　滅多に会えないよ。神の御使いには」

　リュドミラは慌てて立ち上がった。

　どういうことが起こっているのか、このときまだリュドミラにはわからなかった。

　ともかく今は、信仰心のあつい巡礼者の真似をしなければ、フェルナンドに怪あやしまれる。

「私、行くわ」

　少女の人形を石段のうえにそっと置いた。

「フェルナンドは？」

「私は無神論者。けれどリュドミラ。無神論者もメルカンテ人も、悪人ってわけじゃないんだ」

　リュドミラの手をそっと握ると、フェルナンドは言った。

「私の父はメルカンテ人だが、悪人じゃない。少々、女おんな癖ぐせが悪く、よく見み栄えをはり、自信過剰なところがあるけれどね」

　と言って、フェルナンドはリュドミラの手に、もう一度少女の人形を握らせる。

「明日まで貸しておくよ。一晩練習すれば、上手じようずになる」

「で、でも」

「明日もこの時間に人形劇をするよ。そのときに返してくれればいい」

　リュドミラは胸の前でぎゅっと少女の人形を抱きしめた。

「これ、大事な人形でしょ？」

「そうさ。君にだから、貸すんだ。ノブレスの王女様には貸さない」

　フェルナンドの言葉は、ときどきリュドミラの心をゆさぶる。

　身構えても、無駄だ。

　あっさり防壁を飛び越えて、小さな波は紋もんをおこす。

　濁にごりのない湖に、小石を投げ込むように、彼の言葉はリュドミラの心に届くのだった。
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　巡礼者教会のまえには、溢あふれんばかりの市民が駆けつけていた。

　豪華な衣裳をまとった、貴族もたくさんいる。今日、このときばかりは、ノブレスの国民は一様に、ひれふさなければならなかったのだ。

　聖地レガトゥスからの使者。神の代理人といわれる聖フューレン。

　一人の女性が教会のなかから出てきたとき、人々は地面に膝ひざをつき、深々と頭こうべをたれた。

　男性も女性も、全員帽ぼう子しを手にとっている。まじまじと顔を見ようとはしない。「罪深い者は目がつぶれる」という伝説があったからだ。

「みなさん、ごきげんよう」

　清らかな女性の声がした。大きな声ではなかったが、きれいな発音で、聞き取りやすい。

（ま、負けた）

　平伏する人々に紛まぎれながら、リュドミラは思った。

（プロポーションで完敗だわ）

「私が聖女アクサナです」

　彼女は、大変美しかった。教会にある聖アレクサンドラの像より、うんと美しい。

　ウェーブのかかった金髪。瞳の色も金色だ。純白に銀の縁取りがされた聖衣ダルマチカをまとっている。

　その布が、わずかに発光しているように見えるのは気のせいではなかった。

　後光ではないが、彼女はたしかに光っていたのだ。












（布に光る塗料が塗ってあるのね。でも布が光っているのと、本人が光っているのとは違うわ）

　と負け惜しみのようなことを、リュドミラは心のなかで呟いた。

　声も顔もスタイルも、理想的な「聖女」だった。だが、偽者だ。

　偽者に負けているから、リュドミラは今、ちょっとお冠かんむりなのだ。

（あんな美人、私は見たことがないわよ。それに一人しかいないじゃない。聖フューレンは三人でひと組なのよ！）

　そんなことは、きっと誰も知らない。聖フューレンが人民の前に姿を現わすことなど、滅多にないのだ。

「美人ですねー、彼女」

「アルカディ……」

　こっそりそばにやってきた、正しよう真しん正しよう銘めいの聖人アルカディ・トルストシェインは、偽聖女を見て、そう言った。

「カーディほどじゃないわ」

　とリュドミラが断言。

「ありがとうリュドミ、大好きです」

「どういたしまして」

　お世せ辞じではなかった。「気品」という意味では、アルカディに遠く及ばない。

　巡礼者の質素なフードを目深にかぶったアルカディに、リュドミラは囁ささやいた。

「ところで、これはどういうことなの？」

「さて。ともかく彼女の言葉を聞きましょう」

　偽聖女アクサナが語りだした。

「私は国境線に近い港町『パロス・ヴィレ』から来ました。残念ながら、あの街はメルカンテに侵略されてしまいました」

　人々のあいだに悲ひ嘆たんが広がった。

「メルカンテ人には信仰心がありません。私の……いいえ、神の言葉を聞き入れなかったのです。進攻した彼らには必ず重い罰がかせられることでしょう。しかし猶ゆう予よはありません。彼らは次にこのサモン・ヴィレを狙っているのです」

　ふたたび、人々が動揺する。

「私はここに留とどまり、祈り続けます。必ず神がメルカンテ人に天罰をくだします。みなさん、ご安心ください」

　アクサナ様、とそのとき、ある貴婦人が呼びかけた。

「自治領主の奥方ですよ。大変、信仰深い方だそうです」

　とアルカディがヒソヒソと説明してくれる。数日で街の人気者になったアルカディは、リュドミラの知らぬうちに情報通になっていたのだ。

　貴婦人が語った。

「アクサナ様の御言葉を疑うわけではありません。しかし、わたしたちは聖フューレンがおいでくだされば、戦争は終わると思っていたのです。どうして、天啓どおりにならないのでしょうか？」

「実は私がうけた天啓は、戦いくさを止めよというものではありませんでした。『人々を救いなさい』というものだったのです」

　周囲が騒めく。偽聖女はこう続けた。

「この二つは似て非なるものです。ですが天啓は間違いなく成じよう就じゆされるでしょう。つまりあなたがたは救われるのです」

　人々の反応はまばらだった。不安がぬぐえない、というところなのだ。

「私は聖女アクサナ。必ずやあなたがたを守ります。不安ならば、私が聖女であるという証あかしをお見せいたしましょう」

　そう言って彼女は聖衣を脱いだ。もちろん、脱いだのは上着ローブだけだ。彼女の白い二の腕は外気にさらされた。

　そこに赤い紋章が刻まれていた。

「聖痕だ」

　と誰かが呟いた。一人が口にすると、みんながつぎつぎに言いだした。

「聖痕じゃないわ。あの模も様ようは聖地レガトゥスの紋章よ」

　とリュドミラがブツブツと反論する。

　浄化の神、審判の神、聖戦の神の三柱を、太陽、天秤、剣に象しよう徴ちようしたシンボルだ。

「しっ。静かに、リュドミ。怒りたいのはわかりますが、我慢して」

　とアルカディがリュドミラを制する。

「聖痕の形は人によって違います。あんな聖痕がないとは言えません。が問題は形じゃない」

　そうでしょう？　とアルカディは言った。

「そうね」

「聖痕がどういうものか、偽物を仕立てた犯人は知らなかった。だから適当に赤い刺青いれずみにした」

　うん、とリュドミラも頷いた。

　偽聖女は両手を仰ぎよう々ぎようしく、天に掲かかげ、こう語った。

「みなで防壁を作り、街を守りましょう。神は正しい者の味方です」

「そうだ。防壁だ。みんな武器を集めろ！」

　このあと、街はにわかに騒そう然ぜんとしはじめる。

　ノブレスの駐ちゆう屯とん軍ぐんと即席で作られた義ぎ勇ゆう軍ぐんが、街の出入り口に櫓やぐらを組んだ。

　メインストリートは封ふう鎖さされ、土ど嚢のうがつまれる。

「北側のアパルトマンには、遊撃隊を配置する。住民はみな退去しろ！」

　女性と子供は郊外に避ひ難なんすることになった。

　サモン・ヴィレは、またたくまに物もの々ものしい雰ふん囲い気きへと様さま変がわりした。
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「あの偽聖女は？」

　仕立屋の屋根裏部屋で、リュドミラはキリルに尋ねた。

　キリルはさっきまで、オロをつれて、街の様子を偵てい察さつに行っていたのだ。

「教会にこもって、一日中祈っているそうだ」

　ご苦労なことですね、とアルカディがキリルに返した。

「どれほど祈っても、聖女を騙かたっては、地じ獄ごく行きよ」

　とリュドミラ。鬘をとって少年姿に戻っている。

「そうですね。しかし目的はなんでしょうか？　目的もなくこんな芝居はしないはずです」

「彼女はメルカンテの手先だと思うか？」

　キリルがアルカディに反問した。

「可能性はあります」

　とアルカディは頷き、こう続けた。

「彼女が現われるタイミングが良すぎます。おそらく『聖フューレンがサモン・ヴィレに向かった』という情報を、メルカンテ側も入手したのです」

「首都には、メルカンテのスパイが大勢いる。王宮にも潜んでいるという話だ。あり得るな」

「彼女は綿めん密みつに計画され、送り込まれたのでしょう。ホンモノと鉢合わせしたときの言い逃れも、考えているはずです」

　でも待って、とリュドミラが発言した。

「街に防壁を築かれたら、困るのは彼らのほうよ。偽聖女はどうして街を守れって指示したのかしら？」

「そうですね。不思議です。でも、ノブレス軍が防壁を作るため偽聖女を送る必要はない。ただ命令すればいいんですから。回りくどい方法をとるということは、十中八九……」

「メルカンテのスパイ」

　そう。手のこんだ方法であればあるほど、メルカンテの謀ぼう略りやくである可能性が高くなってくるのだ。

　キリルは言った。

「これがメルカンテの仕業だとすると、すでに街への進攻が始まっているということだ。犯人の思おも惑わくに振り回される前に、全ぜん貌ぼうを摑つかむ必要がある」

　ふとリュドミラは以前、キリルが言っていたことを思い出した。

　メルカンテの計略は巧妙で、正面から仕掛ける前に、戦況を有利に持っていくのだと。

　もう一つ、思い出す。

　――メルカンテ人も悪人ってわけじゃないんだ。

　無神論者ではあるが、悪人ではない。そう言ったのはフェルナンドだ。

（彼は両親がメルカンテにいるって言っていたわ）

「リュドミラ」

　キリルに呼ばれて、リュドミラは我に返った。

「そろそろ、お前の出番だ」

　うん、とリュドミラは素直に頷いた。

　偽者があんなに堂どう々どうと噓をついたとき、リュドミラはこう思った。

（顔と声とプロポーションでは負けたけど、私がホンモノなの）

　それくらいのプライドは、持ってもいいと思うのだ。

「では、教会で祈っている偽聖女を叩きだしますか？」

　アルカディが尋ねる。どこか楽しげで、リュドミラは少しびっくりした。

　アルカディはいつ、いかなるときも女性には優しい、と思っていたからかもしれない。

「それは、もう少し待って」

　とリュドミラは言った。

「行ってみたいところがあるの。偽聖女がいた場所。港町のパロス・ヴィレよ。本当に、メルカンテが侵略したのか、見てみたいの」

「いい判断だ。行こう」

　迅速にキリルが立ち上がった。

　次に黒い猟犬型ホムンクルス、オロが立つ。

　アルカディはリュドミラにこう言った。

「ようやくやる気になったんですね。いい子です」

「いい子かどうかわからないけど、今はじっとしていたくないの」

　リュドミラは飾かざらぬ言葉で返した。

「では、車の手配は僕が。この数日で、街に知り合いがたくさんできました。今度は街で一番いい車を借りてきますよ」

　とアルカディはほほ笑んだ。
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「その柱はしらはこっちにください！　ロープは余あまっていますか!?」

　フェルナンドは声を張り上げた。

　街の人たちと一緒に、防壁作りを手伝っているのだ。茶色の髪は頰ほおに張りつき、額ひたいに汗あせが光っている。

「あんたは旅の人だろう？　戦いくさになる前に逃にげだすことだってできるのに……」

　炊たきだしをしている商店街の女性たちは、フェルナンドに感心していた。

「そうそう、教会にいた三人組の巡じゆん礼れい者しや、あっちは逃げていったみたいよ」

「おやまぁ、聖女アクサナ様をおいてかい？」

「そうさ、罰ばち当あたりな巡礼者もいたもんだ」

「本当だよ」

　フェルナンドは小さく苦く笑しようして、こう言った。

「彼らには彼らの目的があるんですよ。巡礼の旅を満願させることも、信仰の一つでしょう」

　フェルナンドの言葉に、街の人間は「あんたは寛かん大だいなお人だよ」と返した。

　彼は額の汗をふき、空を見上げた。

　雲一つない晴せい天てんに一羽の鳥が飛んでいる。ルミエール山から吹き下ろす風は冷たいが、陽光は暖かい。それは、嵐あらしの前の静けさといえそうな、穏やかな風景だった。

　目を細め「ちょっと休きゆう憩けいしてきます」と、フェルナンドは現場を後にした。

　彼はメインストリートをあがっていく。紙かみ芝しば居いをしていた広場を抜け、街一番の高台を目指す。

　北側にせせこましく建っているアパルトマンを見てから、南側を見た。

「サモン・ヴィレは税金が安い。だから、平民たちからの苦く情じようが少ない。だけど、身分差別は歴れき然ぜんとしているな」

　南側には、広大な庭園をもつ貴族の大邸宅が、点在しているのだ。

「この街に住む貴族は、自治領主・トラヴニコフ家とその縁えん者じやだけだ。実に、十数人が、数千人もの平民を支配している」

　人工の森のように整ととのえられた、貴族の屋敷の庭園に、黒塗りの高級車が停まっていた。

　フェルナンドは、その車に慌あわてて乗り込んでいる、貴族の姿を発見した。

「自分たちだけ逃げだす気だな。やれやれ、聖女の言葉もアテにはできないというところか」

　サモン・ヴィレに住む貴族たちは、早々と退去を始めている。街の防壁作りは平民に任せ、自分たちは高価な美術品とともに、首都メトロに避ひ難なんするつもりなのだ。

「お前たちだけ逃げるのか、とは叫べないな。平民がそんなことを口にしたら、不ふ敬けい罪ざいで投とう獄ごくされてしまう」

　フェルナンドは「たまらないな」と言いたげに首をふった。

　彼は街の外れの高台までやってきた。そこから、街の様子が一望できるのだ。

「リュドミラはちゃんと逃げたかな？」

　フェルナンドがひとりごちた。彼はリュドミラが街からでたことを、非ひ難なんしてはいなかった。

　むしろ、喜んでいるようだった。

　バサバサバサ……と森の梢こずえに大きな鳥がはばたく音がした。

　彼が背後を振りかえる。

　バサバサッ！

　現われたのは白いフクロウだった。やや小こ柄がらで、翼つばさは真っ白。銀色の大きな瞳をしている。

「やぁ、アウル、ご苦労さん」

　フェルナンドが笑顔で片手を突きだす。

　アウルと呼ばれた白フクロウは、その手を無視して、フェルナンドの頭のうえにとまった。

　安定が悪い、と言わんばかりにフェルナンドの茶色の髪をくしゃくしゃにする。

「アウル……相あい変かわらず意い地じが悪いね、お前」

　フゥゥゥゥ、とフクロウは偉えらそうな声で鳴いた。

「早さつ速そくだけど、総そう参さん謀ぼう本ほん部ぶに伝言を頼む。『偽にせの聖女作戦』はうまくいった。二、三日中に、主だった貴族たちはみな逃げだす。街にいる駐ちゆう屯とん軍ぐんはわずか一個中隊だ。後は平民たちの義ぎ勇ゆう軍ぐんのみ。ああ、そうそう、小こ競ぜり合いで負けた一個小隊が、教会にいたっけ。まぁ、たいした戦力じゃない」

　フクロウはまた、フゥゥゥと鳴いた。

「文もん句くを言うなよ。これぐらいの言葉、お前なら覚えられるだろう？　はい、くり返して」

「ニセのセイジョサクセンはウマクイッタ。ニサンニチチュウニ……」

　フクロウがしゃべった。フェルナンドが言ったとおりに、全部記憶している。

「よろしい。では行け！」

「イヤだ。ハラへった。ササミ、くれ。」

　フェルナンドは「はぁ？」と大げさに驚おどろいた。

「ササミ！　ササミササミササミ、アウルのだいこーぶつ」

「ないよ、そんなもの」

「ソウカ。ナイのか。……アウル、ヨルまでネル」

「お前、ボイコットする気か!?」

　フェルナンドが頭のうえのフクロウを捕とらえようとした。

　ひょいとフクロウは逃げた。フェルナンドの手をつつく。

「いったぁ！　今、嚙かんだな！　私を誰だと思ってるんだ！」

「ケチケチケチ……ケチなタイサ」

「うるさい！　この、軍事用キメラ！」

　フクロウは普通、人語はしゃべらない。夜行性だから、日中は滅めつ多たに活動しない。

　あきらかに、アウルは特別だった。

　遺い伝でん子し操そう作さされ、人工的に作られた生物。それをキメラと呼ぶ。

　ノブレスで認められている動物型ホムンクルスと、メルカンテで作られるキメラとでは、製造方法が異なる。が、使役目的は同じだ。どちらも軍事用なのだ。

「二十四時間活動可能。知能指数Ｅ特Ｘ級。主人に忠実と聞いていたのに！　最後のは噓うそか!?」

　とフェルナンドが愚ぐ痴ちる。

「タイサ、ササミくれない。ソレ、アルジに、アルマジキおこない」

「ここで『大佐』を連発するな。聞かれたらどうする？」

　アウルはフェルナンドの上空で、「トンデ、にげる」と答えた。

　利り口こう、という意味では、間違いなくアウルは利口だった。

　偉そう、という意味では「大佐」より偉そうだったかもしれない。

　フェルナンドは頭を掻かいた。「やれやれ、お前は気楽でいいよ」と呟つぶやく。

「作戦は明後日あさつての１ヒト１ヒト０マル０マルに決行される。メルカンテ軍、一万が街の外に現われたとき、偽の聖女様には、忽こつ然ぜんと消えていただく。それだけで、ノブレスの士し気きはガラス細工のように壊れる。私は自治領主が持っている街の自治権利書を探す。あれさえあれば、無駄に弾を使わなくても、サモン・ヴィレはメルカンテに落ちる」

　澱よどみない口調で語るフェルナンド。その表情は気楽なあやつり人形師ではなかった。

　リュドミラの知らないもう一つの顔を、彼は軍事用キメラに見せていた。

　アウルは、フェルナンドの頭にもう一度乗った。またしても、髪をくしゃくしゃにする。

　そんな白フクロウを上うわ目め遣づかいに見上げて、フェルナンドは語った。

「お前が司令部に出張中、かわいい女の子に出会ったよ。お前に紹介したかったが、行ってしまった。本当にかわいかった。純粋で、瞳がキラキラしていて、笑顔がチャーミングだった」

　聞いている？　とフェルナンドが尋ねたが、アウルは「ササミ」と答えた。

「リュドミラって名前の十五、六歳の少女さ。……もう会えないかもしれないと思うと、すごく残念だ」

「サササ……ササミ、ササミ！　ササミ！」

「……お前、好物をもらうまで無視する気だな。ほんと、自己中だよな」

　とフェルナンドはうんざりした。
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　そのころ、リュドミラたち聖セントフューレンは、荒こう涼りようとした大地のど真ん中にいた。

　突きでた岩場がところどころにあるだけの、殺さつ風ぷう景けいな街道だ。

「もうあと五、六キロメルトで、パロス・ヴィレなんですけどね」

　と言って、アルカディが車から降りる。その拍ひよう子しに、フードから銀糸のような美しい長髪がこぼれ落ちた。

「アルカディ、いくら高級車でも、燃料が足りなければ、途と中ちゆうで止まるのよ！」

　次にリュドミラが姿を見せた。扉をバタンとしめる少年姿の聖女は、怒っていいのか呆あきれていいのか迷まよっている顔だ。

「ははは……まったくその通り」

「行くぞ」

　と一言、キリルはオロを連れて、先に歩きだした。

　ドーベルマン型のホムンクルスを相あい棒ぼうにする、黒き狩人かりうどは文句を言わない。彼は今、一いつ刻こくも早く目的地に向かうことしか考えていないようだ。

（やっぱり、歩くのね。偽者の聖女のほうが優ゆう雅がに見えたのは、なぜかしら？）

　と思いつつ、リュドミラが続く。

　リュドミラたちはそれから一時間ほどで、目的のパロス・ヴィレについた。入り江から見た海は、眩まぶしいほど輝いている。

　ボーとという汽き笛てきの音が耳に入ってきた。

「こ、これってどういうこと？」

　リュドミラたちが佇たたずむふ頭とうに、蒸じよう気き船せんが入ってこようとしているのだ。

　その近くで、出航しようとしている客船。色とりどりのテープが、船と波は止と場ばを結んでいる。

「はいはい、ちょっとそこをどいとくれ！」

　横から大きな声で呼びかけられ、リュドミラが飛びのく。

　鮮魚をのせた荷台が、リュドミラの横を通過していった。

「どういうこと？　メルカンテ軍に占領されたんじゃなかったの？」

　リュドミラはポカンとした顔をした後、「そうか！」と意気込んだ。

「やっぱりあの聖女、噓を言ったのね！」

「いえ、そうではないようです」

　とアルカディは港の一角を指した。

「メルカンテ軍の検問があります」

　入港する船や積み荷のチェックをしているのは、青い軍服を着た軍人だった。

　お揃そろいのベレー帽ぼうをかぶっている。兵士は金髪の人間が多いようだ。

（メルカンテ人は金髪碧へき眼がんだったわね。美しくて迫はく害がいされたんだっけ）

　もちろん、なかには茶色や赤毛の者もいる。

　黒い髪の貴族兵が多いノブレス軍に比べて、どことなく明るいイメージがした。

　ちょっとすみません、とアルカディは巡礼者を装よそおって、検問に近付いた。

「旅の者です。巡礼者教会はどこでしょうか？」

　唐とう突とつに尋ねられた軍人は、アルカディを見、その後ろにいるキリルと少年姿のリュドミラを見た。

「街の中心だ。だが、今は封鎖されている」

　と軍人は返した。

「パロス・ヴィレは二日前、メルカンテがノブレスから解放した。今は、自由主義国だ」

　侵略ではなく「解放」と彼は言った。

　貴族社会からの解放、という意味なのだ、とリュドミラはなんとなく理解した。

「まぁ、メルカンテは自由主義国だ。宗教も自由だから、君たちを否定はしない」

　役所に行ってみるがいい、と軍人は言った。

（軍人だけど、怖い印象はしないわ。親切だし、偉そうじゃないもの）

　怖いという意味ではノブレスのほうが怖い。

　アルカディがリュドミラたちのところへ帰ってきた。

　手にしている地図は、軍人がくれたものらしい。

「軍が占領下においていることは間違いないですね。でも街は正常に機能しています」

「爆撃の痕こん跡せきもない。交戦せずに陥かん落らくしたのかもしれないな」

　とキリルは付け足した。

　ここ、パロス・ヴィレは、サモン・ヴィレより数倍華はなやかな街だ。人口も多い。

　港があるところは、貿ぼう易えきで潤うるおうからだ。

　北方に位置しているとはいえ、不凍港であり、海路を使えばノブレスの首都にも二日でつく。戦略的にも重要な地点だ。

「ノブレス軍は首都防衛に重きをおいていて、辺境の駐屯兵の数は、絶対数が足りない。それも徴ちよう兵へいされた民兵ばかりだ」

「でも交戦せずに奪うことはできないでしょう？」

　アルカディがキリルに返した。

「それがそうでもない。自治領主が持っている、自治権利書を奪えばいい」

「ノブレス国王が、地方都市の領主に渡しているものですね？」

「そうだ」

　自治権利書とは、ノブレス内の領土を、国王の代わりに治めることを認める証明書だ。

　これがあるから、自治領主は地方都市を治められるのだ。

　制令や公約、納税額を勝手に決めることもできる。

　ノブレスは、貴族社会ではあるが、絶対君主制ではない。国王は教皇とともに、国の象徴として存在する。政治は古くから「地方分権制」をしいているのだ。

　だが弱点もあった。

「自治領主の要よう請せいがなければ、ノブレス中央軍は動けない。領主はなるべく中央の干かん渉しようを受けたくないから、土ど壇たん場ばになるまで危機を報しらせない。このせいでノブレスはいつも後手にまわされる」

　キリルは苦にが々にがしげに呟いた。

　リュドミラたちは、役所に向かう途中、街の人々にそれとなく現状を訊きいてみた。

「ああ、働きやすくなったよ。なんたって、積み荷にかかる税金が半分になった」

　と貨物船の船長は言った。

「雰囲気が明るくなったわ。ノブレスの軍人さんより、愛あい想そがいいのよ。それに男前」

　と鮮魚店の女将おかみさんが言う。

「自治領主？　ああ、権利書を十億ユロでメルカンテに売って、亡ぼう命めいしたそうだ。亡命してくれてよかった。戦争になったら、商あきないができないからな」

　と酒屋の店主は言った。

　リュドミラはふいに立ち止まった。

　リュドミラに続きアルカディとキリルが立ち止まる。

　オロはリュドミラの足元に鼻をくっつけた。

　リュドミラはしゃがみこんで、オロの頭を撫なでた。

「よくわからないけど、パロス・ヴィレがメルカンテの領土になったのは本当みたい。でも、みんな幸せそう」

　クゥゥン、とオロが鳴く。「そうだね」と言ってるように聞こえた。

　リュドミラは複雑だった。

（痛ましくない戦争ってあるのかしら？）

　パロス・ヴィレは、喜ばしい敗戦をしたのだろうか？

　はたして、メルカンテは侵略したのだろうか？　これは「解放」ではないのだろうか？

　貴族に支配されてきた平民たちにとって、メルカンテは「善」なのではないだろうか？

（わからなくなってきたわ）

　リュドミラは、ある言葉を思い出した。

　――無神論者もメルカンテ人も、悪人ってわけじゃないんだ。

（フェルナンド……そう、フェルナンドに訊けば、もっと何かがわかるかもしれない！）

　リュドミラは立ち上がった。

「どうする？　リュドミラ」

　キリルが訊いた。

「帰るわ。サモン・ヴィレへ。私は、サモン・ヴィレに派遣されたのだもの」

　巡礼者のマントの下に、リュドミラはあるものを持っていた。

　親鳥が雛ひなを守るように、大事にしている。

　それは、少女のあやつり人形だった。
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　燃料切れの車を放置して帰るわけにもいかず、しかし、お金がないから、燃料が買えない。

（どうやって帰ろう？）

　そう思っていたら、アルカディが大きなアルミ缶を抱いて戻ってきた。

「リュドミ、はい、燃料確保」

「どうやって、もらったの!?」

「髪を担たん保ぽにしたんです」

　リュドミラは仰ぎよう天てんした。さすがにキリルも「どうかしてるぞ」とブツブツ言った。

「かかかか……髪、切ったの？」

「ええ、街には必ず理髪店の横に鬘ウイツグを作る店があるものです。換金はできないので、燃料と物々交換してきました」

　巡礼者のフードで見えないが、彼の美しい白銀の髪はなくなってしまったようだ。

「て、天罰がくだらない？」

　リュドミラは声を上ずらせた。

（聖人の持ち物や身体の一部は、聖なる火で天上に還かえすのよ。私の髪だって、捨てられないから鬘にしたようなものなのに）

「サモン・ヴィレに帰るほうが大切でしょう？」

　優しげな面おも持もちを崩さない白き聖人は、これっぽっちも罪の意識を感じてはいないようだ。

「ごめんね、カーディ」

「なぜリュドミが謝るんですか？」

「きれいな髪だったから……残念で」

　と言ったら、アルカディがそっとリュドミラを抱き寄せた。

「本当にいい子ですね、リュドミは」

　いい子、いい子と呟きつつ頭を撫でる。

　これをキリルが見み逃のがすはずがない。彼はアルカディの片腕とリュドミラの片腕を持って、強引に引き剝はがした。

「間違いが起きる前に離れろ」

　とキリルが命令する。

「間違いって？」

　リュドミラが尋ねる。するとアルカディはクスクス笑った。

「行くぞ！」

　リュドミラの疑問を置き去りにして、キリルは歩きだした。

　その横にオロがくっついている。

　オロはときおり、背後にいるアルカディとリュドミラを、振りかえった。

「あの犬、僕たちを監視していますね」

　とアルカディは楽しそうに言った。

「監視？」

「そう、キリルの代わりでしょう。間違いが起きると困るから」

「間違いって？」

「……いやぁ、今日は本当にいい天気ですねー。ほら、リュドミ、カモメです」

　アルカディは話をはぐらかした。

（どうして二人とも教えてくれないのよ？　「間違い」ってなに？　隠すと余計に気になるのよ！）

　半時ほど来た道を戻ったときだった。

　リュドミラは、踵きびすを返して疾しつ走そうしてきたキリルに、マントの端はしを強くひっぱられた。

「わっ！」

　バランスを崩し、ひっくりかえりそうになる。

　そのまま腰を抱かれて、ゆっくり地面に引き倒された。

　息がかかるほどの距離に、キリルの顔がある。

（ななななな…なに!?）

「静かに。ノブレス軍だ」

　地面に倒されて、リュドミラにも微び震しんが伝わってきた。

　キリルはこの振動を足裏で感じ、砂さ漠ばくの向こうに土煙が立っているのを目撃したのだ。

　リュドミラがそろりと前方を見る。

　視界の左端に、もうもうと土煙がたっていた。

「大部隊だ。一万はいる。地響きからすると、戦車もまじっている」

「そんなこと、わかるの？」

「俺を誰だと思っている？」

（そうか、キリルは元軍人なんだった）

　軍人全員に、キリルのような分ぶん析せきができるとは思わない。

（曰いわくのありそうな８が三つつく隊にいたそうだから、すご腕の軍人だったのかもしれないわ）

　キリルの油断のなさや、態度からなんとなくそういうものは、伝わってくるのだ。

　徐々に大きくなってくる軍隊は、砂漠に押し寄せる津つ波なみか、雪崩なだれのようだった。

「この方角は……」

「ああ、間違いなくパロス・ヴィレに向かっている。街を奪だつ還かんするつもりだろう」

「雪せつ辱じよく戦せん、というところでしょうか」

　とアルカディ。

　リュドミラはやおら、立ち上がった。

「大変だわ！　街が燃える！」

　それが予言だったのか、単なる想像だったのか、リュドミラにはわからなかった。

　ただ彼女の脳のう裏りには、破壊される船や、露店や、教会の屋根が映った。

　逃げ惑まどう母親。泣き叫ぶ子供の声が聞こえた。

　大砲の音。人々が逃げ惑う足音は、振動となって伝わってきた。

「私……止めなきゃ」

　止めなければならない。その衝しよう動どうは、抑おさえることも、逆さからうこともできないものだった。

　リュドミラは走りだした。

「待て！　リュドミラ！」

　キリルの制止の声も聞こえない。

「オロ！」

　キリルのひと声で、オロが走りだした。

　オロが黒い鋼はがねのような足で跳ちよう躍やくし、リュドミラのマントの端に齧かじりつく。

　その瞬間、リュドミラの身体からだは天空に躍おどった。

　宙ちゆう吊づりになったオロはマントを放した。

　リュドミラははるか前方に着地し、またすぐに強く大地を蹴けった。

　空気の精霊のように、軽々と飛ひ翔しようする。彼女の身体からだは人より軽いのだ。

「くそっ、アルカディ、車を回せ！」

「わかりました」

　行きしな燃料切れで放置した車がある場所まで、もう少しだ。

　アルカディは燃料を持って走りだした。

　キリルとオロは、リュドミラを追いかけて走りだした。




　リュドミラはまたたくまにノブレス軍においついた。

「止まって、止まって！」

　行こう軍ぐんする兵に向かって叫ぶが、誰も相手にしない。

　リュドミラの外見は、十二、三歳の少年だ。巡礼者のマント姿では、「お父さんを探している息子」と錯覚されるのが関の山だった。

「もう、止まってってば！」

　リュドミラはぴょんと、戦車のうえに飛び乗った。

　戦車から戦車へと飛び移り、やがて上級士官が乗っている軍用車を発見する。

「あれだわ！」

　リュドミラは背後から軍用車を飛び越え、車の真ん前で両手を広げた。

「止まって！」

　突然、少年が現われて、車の運転手はブレーキをかけた。

　平民服をつけた軍人たちが、移送用トラックから飛び下り、銃じゆうをかまえる。

「止まれー！」

　警笛と指揮官の合図で、ようやく部隊は停止した。

「誰だ？」

　黒い髪を額になでつけた太っ腹の男性が、軍用車のなかから顔だけ突きだした。

　うっとうしそうな目でリュドミラを睨んでいる。

　緑の貴族服を身につけていた。勲くん章しようのようなものがジャケットの胸に光っている。

　佐官か、将軍クラスの上級士官だった。

「私はリュドミラ・カリン。聖地レガトゥスから派遣された聖セントフューレンの一人よ！」

　リュドミラははっきりした声で答えた。

　偽聖女のような美声はもっていない。でも彼女の声には、輝くような張りがあった。

　太っ腹の上級士官は、唖あ然ぜんとした。

　その後、ゲラゲラと笑いだす。

「がはははは……これは傑けつ作さくだ。こんなガキの聖人がいたとはな」

「私は女よ。聖女なの！」

「がはははは！　そりゃ余計に滑こつ稽けいだ。こんなチンチクリンの聖女がいたとはな！」

（チンチクリンってなによ！　失礼な！）

「そこをどけ、小こ僧ぞう」

　軍用車の助手席の扉が開く。なかから貴族服の軍人が出てきた。

　歳は三十半なかばで、メガネをかけ、気き難むずかしそうな顔をしていた。

　彼は脇に吊つるしている銃を抜いた。

「平民の子供が。邪じや魔まをするな」

　まぁまて、そう太っ腹の上級士官が止めなかったら、メガネ男はきっと発はつ砲ぽうしていた。

　どんな警告もなく、彼は撃うとうとしたのだ。ノブレスの貴族服を着た軍人は、子供でも容よう赦しやしないし、みんな手が早い。

「大事な戦の前だ、自じ重ちようしろ。第一、弾がもったいない」

「はっ、閣かつ下か」

　メガネ男が一礼し、銃を下げる。

「命拾いしたな。さっさとそこをどけ」

「いやよ。戦争を止めなきゃならないの。それが私のうけた天啓よ」

　リュドミラは言った。

　ふたたび、ゲラゲラと笑い声が響いた。今度は太っ腹の「閣下」だけでなく、周囲にいた平民兵も笑った。

　閣下はこう言った。

「まぁ、たしかに聖フューレンがレガトゥスをでた、という噂は聞いておる。お前がホンモノの聖女様ならば、我々はみなひれふし、御言葉に従わねばならんな」

「そのとおりよ」

「だが、聖女はもっと美人だ。それに後光がさしている」

「それは……個人差があるの！　後光はただのデマよ。じゃなきゃ目の錯覚」

「いいだろう。聖女と言いはるなら、その証拠を見せろ」

「証拠って聖痕のこと？」

「そうだ。あるのだろう？」

　あるわよ！　とリュドミラは自信をもって返した。

　だが、その後、「ええっと……」と表情が曇くもる。

「どうした？　聖女様」

「あのね、聖痕はあるわ。でも、ちょっと見せにくい場所なの」

「なんだ？　尻しりにあるのか？」

　この言葉を聞いていた何十人もの兵士が、鄙ひ猥わいな笑い声をあげた。なかには口くち笛ぶえを吹くものもいる。

「違うわよ！　背中よ。でも服を脱がなきゃならないわ。ここではちょっと……」

（証明しろというのならするけど、みんなが見ている荒野のど真ん中ではイヤよ）

「いいから脱げ脱げ。ガキの裸はだかなんぞ見ても、誰も欲よく情じようせんわい」

　ふたたび、周囲から笑い声と口笛がした。

「少佐、脱がしてやれ。丸裸にしてもいいぞ」

「わかりました」

　少佐、とよばれたメガネ男が、リュドミラに近付いてきた。

　さすがにリュドミラの顔から血ちの気けがひいた。

　脱げ、脱げ……と、兵士たちのあいだから手て拍びよう子しが起こった。

　リュドミラはメガネ男から逃げるように、後ずさった。

（どうしよう……）

　右側が空あいている！　と思ったら、兵士が立ちふさがった。

　左側もだ。あっというまにリュドミラは男たちに包ほう囲いされていた。このときになって初めて、リュドミラはキリルが「少年のフリをしろ」といった意味を理解した。

　男たちの表情は獣けものじみていた。今にも、襲おそいかかってきそうだ。

　もしも、自分が女性の姿でこの場にいたら？

　それを想像するだけで、ぞっとした。

　リュドミラは、トンと軽くジャンプした。

（私が跳とべるってこと、知らないでしょ）

　立ちふさがる男たちの頭上を軽く越えていく。

　兵士たちがどよめいた。

　パン！　と乾かわいた銃声がした。

「！」

　リュドミラの耳を熱い塊かたまりが掠かすめる。

　驚いて、リュドミラはバランスを崩した。よろけながら、辛かろうじて着地する。

　振り向いて見えたのは、メガネ男が銃を構えている姿だった。銃口から煙けむりがたっている。

　そっと耳に触れてみた。

（耳が濡ぬれているわ）

　耳に触れた手のひらは、真っ赤になっていた。

（私、撃たれたの？）

　愕がく然ぜんとしたそのときだった。後ろにいた兵士の一人が、リュドミラのマントをひっぱった。

　やれ！　と誰かが叫ぶ。

（マントが引き千ち切ぎられる！）

　リュドミラは得え体たいのしれない恐怖で、全身が硬こう直ちよくした。そのとき……

　ウウウウウ……！

　漆しつ黒こくの獣が、リュドミラと男を隔へだてた。

「オロ!?」

「いっ、痛いってぇ！」

　オロが男の手に嚙みついた。

　後ろ足で男の顔面を蹴って、ストンのリュドミラの足元に着地する。

　オロはうなり声をあげ、兵士たちを威い嚇かくした。

　別の男が動いた。

　オロは跳躍し、男の肩に嚙みついた。

　また別の男が動く。

　オロが機き敏びんに反転する。

　パン！

　そのオロに向かって、銃弾が走った。

　オロは避よけた。一瞬、オロの胴体が、ぐにゃりと形を崩し、弾を避けたように見えた。

　オロは一度地面に着地すると、自分に向かって発砲したメガネ男に牙きばを剝むいて跳躍した。

　パンパンパン！　三発の銃声。

　男に躍りかかったオロが、銃にがぶりと嚙みつく。

　メガネ男は咄とつ嗟さに銃を手放した。

「ば、馬鹿な。この至近距離で外れるはずが……」

　オロは銃をくわえ、ストンと男の前に着地した。オロが無む傷きずで一番驚いたのは、撃ったメガネ男だったろう。

　そのとき、今だとばかりに、兵士が一いつ斉せいにリュドミラに摑みかかった。

「や、やめてー！」

「わっ！」

「げっ!?」

　兵士の顔面や手に、なにかが当たった。

　石つぶてのように襲ってきたのは、カラフルな包み紙のキャンディだった。

（キリルの飴あめ!?）

　兵士たちは、手や顔を押さえてうめいた。

　飴も高速で襲ってきたら、バカにできないということだ。

「その子に触ったら、殺す」

　声が響いた。のっけから、脅きよう迫はくするような一言だった。

「キリル！」

　フードを目深にかぶった長身のキリルは、オロを撃ったメガネ男を睨んでいた。

　メガネ男が上着の内ポケットから、小型の銃を取りだす。

「やめておけ。これ以上攻撃したら、『威嚇』ではすまなくなる。その犬は軍事用のホムンクルスだ。銃では殺せない。喉笛を食い千切られてもしらんぞ」

「……なにっ」

　すべての兵士に牽けん制せいをかけ、キリルはリュドミラのそばにやってきた。

　マントの胸元を押さえて座り込んでいるリュドミラを、抱くようにして立ち上がらせる。

「一人で突っ走るな。離れすぎると、守れない」

　キリルは、リュドミラに言った。

　兵士たちを脅迫したときとはまったく違う声色だった。

　冷たい、と感じていたキリルの青い瞳が、今は包み込むように自分を見つめている。

「……お前もこのガキの仲間か？」

　太っ腹の上級士官は、敵を見るような目でキリルを見ていた。

「仲間といえば、仲間だ。俺たちはレガトゥスからきた」

　とキリル。

（私もそう言ったけど、信じてもらえないのよ）

「ほう、物ぶつ騒そうな聖人もいたものだな。お前はノブレス軍に向かって『殺す』と言ったぞ」

「俺の任務はこの子を守ることだ。危害を加えるものは許さない」

「言い訳にしか聞こえんな。あくまで、己おのれが聖人だと言い張るなら、聖痕を見せろ」

「ああ、見るがいい。見えるものならな」

　キリルはマントを勢い良くはいだ。

　その下に着ていた、黒い軍服に似た上着も脱いだ。

　たくましい上半身が、露あらわになる。

「聖痕は、信仰心のない者には見えない。神の使者より自分のほうが偉いと思っているような輩やからには絶対見えない。さしずめ、お前には見えないだろう」

「閣下」をお前呼ばわりし、キリルは断言した。ついでメガネ男を睨む。

「……お前には見えている」

　指名されたメガネ男がひるんだ。彼の顔色はあきらかにおかしかった。

　リュドミラは顔がくっつくほどの至し近きん距離で、キリルの裸身を見つめていた。

　彼女にも、キリルの肌にまとわりつく、影絵のような聖痕が見えていた。

　左の鎖さ骨こつから、右の脇腹にまで届く、黒い長剣。

　柄つかから刃の半分ぐらいまで、黒い鎖くさりのようなものが絡からまっている。

　鎖はキリルの首にもぐるりと巻かれていて、不思議なことに、キリルが身体を動かすたび、わずかにゆれるのだった。












（剣は聖戦の神のしるしだわ。でもこんな大きな聖痕、初めて見たわ）

　聖痕は焼印でも、刺青でもない。動くのだから、あり得ない。

　人為的に作りだせないもの。だから「聖痕」と呼ぶのだ。

「お前、なにか見えるか？」

　ある兵士が仲間に問うた。

「ああ……見える。う、動いている」

「俺にはなにも見えん」

　おおよそ、兵士の半分はそれが見えた。だが、半数は見えないでいるようだ。ノブレスの民は大たい概がい、日曜礼拝に行く。だが、その習慣だけで信仰心をはかることはできない。神を心から信じているか否かは、個人の問題なのだ。

「閣下……あれは、本物の聖痕だと、思われます」

　見えない上官に、メガネ男は狼ろう狽ばいした声で説明していた。

「儂わしには見えん！」

「しかし……」

「見えんものが信じられるか！」

　太っ腹の上級士官が叫んだときだった。

　前方のほうで、爆撃音がした。

「閣下、メルカンテ軍です！」

　行軍の先頭から、伝令が走ってくる。

「散開！　各自、反撃せよ！」

　太っ腹の士官が怒鳴った。

　その声にかぶさるように、爆音が鼓こ膜まくをつんざいた。
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「見ろ！　貴き様さまらのせいだぞ！　敵に察さつ知ちされたではないか！」

　太っ腹の上級士官はリュドミラたちを罵ば倒とうし、軍用車をいち早く走らせた。

　それも前方へではなく、後退させたのだ。貴族は前線には立たない。後方から命令するのが仕事だからだ。

「こんな大部隊で行軍すれば、メルカンテの監視にひっかかるのは当然だろう」

　と、裸身に上着だけをひっかけたキリルが、軍用車を見送りながら呟つぶやく。

　ドーン！　と激しい振動と爆音がした。

　リュドミラの前方にいた戦車が、大砲を撃ったのだ。

「や……やめて！」

　リュドミラは耳を塞ふさぐと叫さけんだ。

　ノブレス軍は、小隊にわかれ散開し、岩場や瓦が礫れき、戦車の陰を利用して前進していた。

「お願い！　戦わないで！」

　リュドミラが叫ぶ。だが、誰の耳にも届かない。

　いや、聞いている人間はいたはずだ。だが、止まる気配はなかった。

「あんたらは下がれ！」

　一人の平民兵が、リュドミラたちに向かって叫んだ。

「メルカンテ人は、無む神しん論ろん者しやなんだ。つまり連中には聖せい痕こんは見えないってことさ」

　兵士は前方に向かって走りだした。

　チラリと、リュドミラを振りかえる。

「けど、俺にはバッチリ見えた！　神に栄光あれ！」

　ドーン、と遠くから、不吉な音が響く。

　走っていた男の真ん前に着弾し、大爆発がおきた。兵士が吹っ飛ぶ。

「きゃ！」

「リュドミラ！」

　爆風が押し寄せ、咄とつ嗟さにキリルは、リュドミラに覆おおい被かぶさった。

「大丈夫ですか!?　リュドミラ！」

　二人の横で車のブレーキの音が響く。アルカディが到着したのだ。

　彼はリュドミラたちの前に、車を横向けに停車させた。車を障害物にしようとしたのだ。

　リュドミラは動けなかった。

「……うっ」

　喉のどから溢あふれてくるのは、嗚お咽えつだけだった。

「リュドミラ……苦しいのか？」

　キリルがリュドミラの頰ほおを持ちあげる。彼女の顔は埃ほこり塗まみれになっていた。

　その頰に、雪解けの清し水みずのような、涙が伝う。

　クゥン、とオロが心配げに鳴いた。

（どうして……どうして戦うの？　そんなにしてまで、なにが欲しいの……？）

　リュドミラにはわからない。どうして戦争はなくならないのだろう？

　人はどうして殺しあうのだろう？

「場を離れましょう。死者が大勢でたら、リュドミラが保もちません」

　とアルカディが車の扉を開けた。

　リュドミラはマントのなかから、一体のあやつり人形をそっと取りだした。

　フェルナンドに借りた、少女の人形だった。

　糸はちぎれ、操作棒は粉こな々ごなにくだけ、お姫様の顔も、ペシャンコになっていた。

　それを見つめて、ひっ、とリュドミラは大きくしゃくりあげた。

　これほど「悲しい」と思ったことはなかった。

（フェルナンドに謝らなきゃ……）

　それはいつしか、リュドミラの小さな宝物になっていたのだ。

「リュドミラ……」

　キリルが泣きじゃくるリュドミラを呼んだ。

「リュドミラ、ジャッジを下せ」

　リュドミラは唇くちびるを震わせて、かぶりを振った。

「私……できない。メルカンテとノブレス、どっちが悪いかなんて、わからない！」

「ジャッジを下せ！　大勢が死ぬまえに！」

　キリルの口調が強まる。

「わからないの！　私は悲しいだけ。悲しいだけなのよ……！」

「リュドミラ！」

　キリルが叫ぶ。その声にかぶって、近くで砲弾が炸さく裂れつする音がした。

　頭上に落ちてくる瓦礫の屑くずを払いながら、キリルは訴うつたえ続けた。

「リュドミラ、お前がジャッジを下さなければ、俺は動けない。みすみすこの戦いを見逃すことになるんだ！」

（だって……だって……）

「ジャッジを下せ！　早く！　俺はもう見たくないんだ。……戦場で兵士が死んでいくのは、見たくないんだ！」

　キリルが叫ぶ。いつも無表情だった彼の顔が、痛ましげなまでに歪ゆがんで、リュドミラはキリルの心の傷を知った。

　戦争は彼のトラウマだ。彼は誰より、戦争を嫌っている。

（私……私）

「くっ……」

　急にリュドミラが顔をしかめた。

　心がつぶれそうな悲しみと、身を斬きるような苦痛が襲ってきたのだ。

（誰かが、死んだわ。一人じゃない……二人……三人。身体がバラバラになりそうなぐらい痛い）

　リュドミラは、死者の痛みを共感する。死者が多くなれば、その痛みは堪たえ難がたいものになっていくのだ。

「リュドミラ！　頼む。俺の『力』を解放してくれ！」

　キリルの叫びは、要よう請せいでも命令でもなかった。

　その声は、懇こん願がんだったのである。

　リュドミラは天を見上げた。

　頭のなかはすでに真っ白だった。言葉など考えられないほど、身体が痛くて、意識さえ朦もう朧ろうとしていた。

　彼女はあえぐように口を開いた。

　焦しよう点てんのあっていない視線は、空の彼方かなたを見つめている。

「し……審判の……神の名に……おいて……」

　リュドミラは声にならない声で、呟きだした。




　審判の神の名において、ここにジャッジを下す。

　街を壊す者。

　暴力に溺おぼれる者。

　憎しみに囚とらわれる者。

　それらすべてを「有罪」とする。




　言葉が途切れた刹せつ那な、リュドミラの身体は反そり返った。

　リュドミラの背中から、衣服を裂さいて一対の「翼」が現われた。

「……聖痕が発動する」

　とアルカディが呟く。

　それは、リュドミラの背中に刻きざまれた、審判の聖痕だった。

　はばたくような動きを見せながら、翼はどんどん大きくなっていった。

　翼の片方は純白。もう片方は漆黒だ。

　無罪と有罪。

　善と悪。

　救済と粛正。

　審判の天秤には、必ず相反する二つの要素がのる。

　アルカディとキリル。

　彼らこそ、リュドミラの天秤にのる、相反する者たちなのだ。

　カラン、と金属が落ちるような音がした。

　カラカラ……カシャン。

（なんの……音？）

　リュドミラが虚うつろな目でキリルを見た。

「キリル……聖痕の鎖が……」

「ああ、封印が解けた」

　キリルの首と肩けん甲こう骨こつに、がっしりと絡まっていた鎖が、外れていた。

　彼は深呼吸し、立ち上がった。

「『粛正者』キリル・セロフは、これよりノブレスとメルカンテの戦争に、武力介入する。街を壊す者、暴力に溺れる者、憎しみに囚われる者に制裁を」

　黒い上着を死神のマントのようになびかせ、キリルが取りだしたのは、黒い飴缶だった。

　その缶はみるみるうちに膨張し、形を崩した。

　巨大でいびつな、見たこともないような「武器」に変形したのだ。

　大砲のような長い銃身と、大きな銃口があった。

　キリルの片目を塞ぐような望遠レンズ。

　何が詰まっているのかさえわからない、大きなシリンダーも付属されている。

「オロ、リュドミラを頼む」

「オン！」

　相棒のオロを見つめ、キリルが頷うなずく。

　自分の身体より一回り以上大きい、漆黒の武器を楽々と担ぐと、キリルの姿は忽こつ然ぜんと消えた。

「あの飴缶、変幻自在のブラックボックスだったんですね」

　アルカディが言った。

「ブラックボックス？」

「そう、彼の力の源みなもとです。僕たちの『力』は、普段は封印されているんです。いつでも使えると便利なんですけどね。さすがに神々も、それは危ないと思ったんでしょう」

　アルカディは続けた。

「だから、粛正者と救済者は、審判が下るまで、本来の力を発揮できません。あらゆる武器に変形するブラックボックスも、ただの飴缶でしかない。ジャッジは封印をとく唯一の手段なんです」

　リュドミラは、交戦する両軍の上空に現われたキリルに気づいた。

　黒き聖人キリル・セロフは、なにもない空間に仁に王おう立だちし、眼下に広がる景色を見ているようだった。

　キリルは武器を構えた。

「武器を持つ彼は、板に付いていますね。聖戦の神が、戦場で見み初そめただけはある」

「戦場で？」

「そう、キリル・セロフはね、生まれながら聖痕を持っていたわけじゃないんです。戦場で死にかけたとき、聖痕を神に穿うがたれたそうですよ」

　キリルの武器が火を吹いた。

　巨大な銃口から飛びだしたのは、砲弾ではなく真紅の光線だった。赤い光の柱だ。それは地表近くで火花のように四散した。

　無数に枝分かれした真紅の帯は、つぎつぎと大地に突きささった。

　光が直撃した戦車が、木屑のように崩ほう壊かいした。

　軍用車はおもちゃか模造品のように壊れる。

　不思議と爆発は起きなかった。戦車や軍用車から、兵士があわをくった顔で逃げだしてくる。

　歩兵が交戦する手前で、二発目の火花が炸裂した。

　それは大地に当たって、さらに細かく四散した。まるで、火の色をした蛇へびのようだ。

「うわっわわわ……！」

　一人一人に向かって、火色の蛇は食らいついた。

　銃に絡みつき、銃身を溶かしてしまう。

「キリルは死人をださないようにしているわ」

「そのようですが、あれが慈じ悲ひだと思ったら大間違いですよ」

　アルカディはリュドミラに言った。

「死人がでるとリュドミが苦しむから、殺さないだけです。今いま更さら、人殺しをためらう男じゃありません」

「……」

　平然と語るアルカディの顔を見て、リュドミラは凍こおりついた。

「カーディ……どうして、笑っているの？」

　そう、アルカディ・トルストシェインはこのとき、絶ぜつ世せいの笑みを浮かべていたのだ。

「おもしろいからです。いつも威い張ばり散ちらしている軍人が、逃げ惑っている」

（カーディ？）

　なにかが壊れた、とリュドミラは感じていた。

　アルカディの優しいイメージが、あとかたもなく消し飛んでいたのだ。

「軍人なんて……みんな死んでしまえばいい。そう思いませんか？　たいした力もないくせに、偉そうだし、罪を罪とも思わないクズです」

　アルカディはそう吐き捨てた。

「アルカディ、あなたは『救済者』なのよ？」

「知っていますよ。ほら、聖痕はここに」

　と言って、彼は前髪をかきわけ、秀ひいでた額を見せた。

「僕の聖痕は、浄化の象徴、太陽です。普段は身体の中にあって、見えないんですよ。発動したときだけ、浮いてくる」

　リュドミラは今まで、アルカディの額に聖痕があるところなど、見たことがない。

　だが、そのときたしかに、アルカディの額に聖痕はあった。

　いや、それは「浮上」しようとしていた。

　まばゆく光るサークルだ。縁は高速で回転している。読めない文字と数字の羅ら列れつが、円の中央に浮かんでは消えていく。

「ア、アルカディ、戦って傷ついて、死んだ兵士の魂たましいを救って。あなたの『祈り』で」

　リュドミラは彼に願った。

「お断わりです」

　にべもなく、彼は拒こばんだ。

「な、なにを言って……アルカディ？」

「こんなガンガンとうるさいところで歌っても届かないし、なまじ届いても、歌いたくない」

　つまらなそうな顔でそう答えると、アルカディはほほ笑んで問い返した。

「ねぇ、リュドミ。究極の救済はなんだと思います？」

「究極の……救済？」

「そうです。それはね、一切の消滅です」

　一切の消滅。

　その言葉を聞いたとき、リュドミラは怖おぞ気け立だった。

　自分が、とんでもない人物とともに旅をしてきたことに、気づいたのだ。

　オロが体勢を低くし、アルカディに向かって牙を剝く。

　アルカディはその様子に、声をあげ高々と笑った。

（目が……いっちゃってるよ、アルカディ）

　悍おぞましく美しい、白き聖人の額から、光の輪が迫せまりだした。

　高速で回転しながら、額から飛びだし、アルカディの頭上を照らしだす。

　それはまさに、宗教画で表わされる光輪だった。

　その光は、もっと大きくなっていった。

　光が視界を白く染めていく。

「みんな消えてしまえば、世界は平和になりますよ」

　まず最初に、アルカディの立つ大地が光に飲まれた。

　次に、サモン・ヴィレで借りてきた高級車が、消失した。

「ア、アルカディ……やめ……やめて」

　声がでなかった。

（彼は……なにをする気なの？）

「人間はね、諸しよ悪あくの根こん源げんなんですよ。僕の力は、その諸悪の根源を浄化する力なんです」

「そん……な」

　すでにアルカディの周囲のものは、みんな消えていた。

「あははは……」

　白き聖人は笑いはじめた。

　アルカディの力。それはすべてを無に還すという、とてつもない力だったのだ。

「大丈夫、リュドミは消しません。でも犬はダメ」

　光がオロの足元に迫る。

「キリル……キリル、キリル！」

　リュドミラは錯さく乱らんしたように、キリルの名を呼んだ。

　上空のキリルは、すぐさま気づいた。

「アルカディを止めて！　彼を止めてー！」

　キリルはその場から、巨大な武器の銃口をアルカディにあてがった。

　キリルは撃った。わずかなためらいも見せずに。

　真っ赤な炎の柱が、アルカディに襲いかかる。

　アルカディは両手を突きだした。

　とたん、回転する光輪は、迫りくる火の砲弾を受けとめるように拡大した。発光する巨大な盾たてを形成したのだ。

　二つの力が衝突する。

　リュドミラの頭のなかで、星がスパークした。

　空間が弾け、裂けた空間から「宇宙」がのぞいた。

　二つの巨大な力がぶつかった振動は、地球全体を何周も駆け巡った。

　ズズズ……

　人が立っていられないような大地震が起こった。

　ノブレス軍とメルカンテ軍が睨み合う、前線の大地が裂ける。

　二つの武力は、大地の亀き裂れつによって分断された。

　地割れの幅はばはもっとも広い場所で百メルト。長さは数十万メルトにも及んだ。

「やりすぎたか……」

　上空に佇たたずむ黒き狩人は呟いた。だが、誰の耳にも届かなかった。

　リュドミラはオロの首にしがみついたまま、腰を抜かしていた。

（な……なにがなんだか……）

　聖人二人の圧倒的な力を目まの当あたりにして、彼女でさえこうだったのだから、普通の人間がうけたショックは想像だにできなかった。

　この後、パロス・ヴィレ周辺の地図は、書き替えを余よ儀ぎなくされた。
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　ガタゴトガタゴト……と、軍用車が荒れ地を走っていた。

　戦闘でタイヤの一つがパンクしていたから、乗り心地がいいとはいえない。

「いいのかしら？　勝手に軍用車を借りてきてしまったけれど……」

　リュドミラが不安げに呟く。

「仕方がない。乗ってきた車はアルカディが消滅させてしまった」

　と運転席のキリルが答えた。キリルの横には、オロの姿がある。

「そうね、この車だけでも、残っていてよかったわ。他の車はみんなキリルが壊してしまったもの」

　ふと、リュドミラは背後を振りかえった。

　さきほど、戦意を消失したノブレス、メルカンテ両軍の兵士と「さよなら」してきた。

　もう彼らは戦わないだろう。武器のほとんどは失われたし、大地を裂く聖人の力を見せつけられた後に、どんな戦闘行為も虚むなしいものでしかなかった。

　リュドミラは後部席にいた。

　彼女の膝ひざには、非のうちどころのない端たん整せいな白い顔が乗っている。

「うう～ん、リュドミ……リュドミ……」

　と寝言を連発中。

「寝ぼけて、破は廉れん恥ちなことをしたら、殴なぐれ」

　とキリルが前方を見たまま、忠告した。

　アルカディはあの直後、ぶったおれた。キリル曰いわく「力を暴走させた反動だ」そうだ。

　そのキリルは、運転しながら、キャンディをむさぼるように食べている。

　これも「反動」らしい。

（あの飴缶……じゃなくてブラックボックス、いつも飴がいっぱい入っているのは、このためだったりして）

　飴が尽つきることのない魔法の缶。

（疲れたら、甘いものが欲しくなるっていうけど、それと一緒かしら？）

　一緒と括くくっていいかどうかわからない。そもそも、疲れてお菓子を欲しがる人間と、巨大な武器をぶっぱなし、大地を裂いた聖人では、疲労度も違うはずだ。

「ああ～ん、リュドミ……」

　腰にしがみついてきたアルカディの手を、パシッと叩たたく。

　その拍ひよう子しにアルカディの袖そでがめくれて、腕にある模様が見えた。リュドミラがドキッとする。

　二本の黒い線と「１６８」の焼印。

（これは……犯罪者の印じゃないの？）

「キリル、あの」

　リュドミラの声に、ちらっ、とキリルが振り返った。

「アルカディ・トルストシェインは、永久犯罪者だ」

　キリルは感情のない声で答えた。

「１６８の烙らく印いんは、懲ちよう役えき年数だ」

（つまり、懲役１６８年ってこと？）

　いくら長命でも、生きていられるとは思えない。だから永久犯罪者と呼ぶのだ。

「『キュアノスの悪夢』を知っているか？」

　キリルは尋ねた。

「街が一つ、一瞬で消えたオカルト事件？　都市伝説じゃないの？」

「いいや、実際にあった事件だ。そいつの仕し業わざらしい」

　キュアノスは、辺境にある無法者の街だった。非合法な商売をする組織や、強盗団の根ね城じろになっていて、ノブレス政府も手を焼いていた。その街が一夜で消滅したのである。

　街も人もみな忽然と消えてしまった。死体もなければ家屋もない。大地すら一部消失した形で発見された。それを『キュアノスの悪夢』と呼んでいる。

「消えた人間の数が１６８人だった。アルカディがどういう経けい緯いで、その場にいたのかは知らないが……彼は自分の仕業だと認め、殺人罪で裁判にかけられた。そのときアルカディは『犯罪者を救済した』と言い張ったそうだ」

　究極の救済は、一切の消滅。

　そう言ったアルカディの笑顔を、リュドミラは思い出した。

（暴走する聖人……か）

　あどけない顔で眠っているアルカディを見つめて、リュドミラは「気の毒に」と思った。

　初めから、こうではなかったはずだ。

　なにがアルカディを変容させてしまったのだろう？

「リュドミ、大好き……だ」

　またアルカディは手を伸ばしてきた。

　アルカディは何度も「大好き」と言う。

（この寝言も、お世辞か、噓うそなのかな？）

　自分の髪を切って、燃料を得た彼の行いは、立派だと思う。

　鬘ウイツグを作り、ドレスを借りてくれた心こころ遣づかいは胸にしみた。

（悪いところばかりじゃない。アルカディにだって、真っ白な心はあるの。残っているの）

　アルカディは自分の過去を話したがらない。

（私が一人前になったら、話してくれるのかしら？）

　それは聞くほうも話すほうも、勇気が必要な物語なのかもしれない。

　また、アルカディの腕が腰に伸びてくる。

　リュドミラがパシッと叩くと、すっと引っ込む。

「その腕、切り落とせ」

　キリルが物ぶつ騒そうなことを口にした。
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「今日、パロス・ヴィレより東五キロの地点で、大規模な戦闘があった」

　深夜、メルカンテ軍前線司令部にその情報がもたらされたとき、司令長官の目の前には、一人の男性が立っていた。茶色の髪と紫色の瞳の、優しい面おも立だちの青年だ。

　メルカンテ軍のブルーの軍服に身を包み、ベレー帽を人さし指でクルクル回している。

　軍の階級章は「大佐」。異例に若い佐官である。

　特筆しておくべき点は、彼の頭に乗っている一羽の白フクロウのほうかもしれない。

　フクロウは「足元がぐらぐらする」と言いたげに、何度も体勢をたてなおし、大佐の髪をぐしゃぐしゃにしていた。

　ここ前線司令部は、ルミエール山の地下に造られた秘密基地だ。ノブレスとの国境線から十キロメルトと離れていない。つまり、サモン・ヴィレにも近い。

「どちらが勝ったんです？」

　と若い大佐は尋ねた。

「戦闘は中断された。聖セントフューレンの武力介入にあってな」

「聖フューレンってレガトゥスの聖人でしょう？　聖人って武力介入するんですか？　というか、できるんですか？」

　青年は驚いたように訊き返した。

「フューレンとはそもそも、『愚ぐ者しやを導く力』という意味らしい。すさまじい人外の力だったと報告がきている。周辺の地図が変わるそうだ」

　ほう、とふたたび彼は驚き、瞳を細めてこう付け足した。

「それは厄やつ介かいな……『敵』ですね」

「まったくだ。とりあえず、占領したパロス・ヴィレの自治権はまだメルカンテが握っている」

「サモン・ヴィレのほうも、手て筈はずどおり、明日にはこっちのものになります。自治権利書のほうは、自治領主の奥方が大切に保管していました」

「手に入ったのか？」

「ええ。奥方様は大変信仰深い方でね。聖女アクサナに権利書を預けたんです」

「ほほう。奥方は自宅の金庫より安心と思い、敵の金庫に預けたわけか。こちらの用意した偽聖女は思いの外ほか、役に立ったな」

「そういうことです」

　彼は同意し、「たまらない」とばかりに、頭の白フクロウを追い払った。

「アウル、いい加減に頭に乗るのはやめてくれないか。重いんだって」

　くしゃくしゃになった髪を手ぐしで整える。

「ずれとるぞ、大佐」

　上官に指摘され、彼はため息をついて髪をひっぱった。

　茶色の髪は、するっと脱げた。なんと鬘ウイツグだったのだ。

　その下から、みごとな金色の短髪が現われる。

　紫の瞳と金色の髪が揃そろうと、彼は嫌味なほどに美しい容姿に変へん貌ぼうした。

「パロス・ヴィレに続き、サモン・ヴィレがおちれば、また昇進かもしれんな、ガスパロ・レキスリアン大佐」

　司令長官は真顔で言った。

「私は戦争を早く終わらせる、てっとり早い方法を考えているだけです。第一、この歳で将軍と呼ばれたくはありませんよ」

「参さん謀ぼう本部に鎮ちん座ざする戦略家と違い、下働きも自分でするのは、貴官ぐらいだぞ」

「私は小心者なんでね、作戦がうまくいくか、いつでもハラハラしているんです。現地にいないと落ち着かない。ああ、それから私のことはフェルナンドと呼んでください」

　鬘のなかに窮きゆう屈くつに納まっていた金髪をかきむしる。

　それは、リュドミラにあやつり人形を貸した旅芸人、フェルナンドだった。

　だが、彼にはもう一つの名と肩書きがあった。

　彼の本名はガスパロ・レキスリアン。

　メルカンテ軍参謀本部所属、戦略顧問兼、情報部将校。

　メルカンテの現大統領、アルベルト・レキスリアンの庶しよ子しであり、「英雄をしのぐ英雄候補」と国内で噂うわさされている有名人だ。

「おいおい、フェルナンドは偽名だろう？」

　と上官は呆あきれた。

「ガスパロなんて堅かたい名前は嫌いなんです。どうして父上はフェルナンドと名付けてくれなかったんでしょうねぇ」

　と彼は言い、手に持った鬘ウイツグとベレー帽を、両手の指でクルリと回したのだった。
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　ガスパロ・レキスリアンの言うとおり、翌日の午前中に、サモン・ヴィレはメルカンテの占領下に入った。リュドミラたちが戻ってきたとき、すでに街にはメルカンテ軍の青い軍服がひしめいていた。

「どうやってこんな短時間に……」

　リュドミラは街の様子の変化に戸惑った。

　ノブレスの兵士たちはみんな拘こう束そくされ、かわりにメルカンテ軍がメインストリートを闊かつ歩ぽしている。メルカンテ軍との闘いに備え、市民が徹夜でたてた櫓やぐらのうえには、メルカンテの兵士が乗っていた。

「街は破壊されていない。ということは戦闘はなかったということだ」

　軍用車のなかで、キリルは言った。

　その後、車を茂しげみに隠し、キリルは街の偵てい察さつにいった。

　オロとリュドミラは、アルカディの「監視」として車のなかに残った。

　ほどなくして帰ってきたキリルは、腹立たしげにこう言った。

「今朝、サモン・ヴィレは、メルカンテにおちた。戦闘は行われなかった。無条件降伏だったようだ」

「だって、一昨日おとといは街全体が一丸となって、防壁作りをしていたじゃない？」

「それを煽あおったのは、偽聖女アクサナだ。今朝、メルカンテ軍、一万の兵士がサモン・ヴィレに到着したとき、聖女はトンズラした。それも、街の自治権利書を盗ぬすんでな」

「ええっ……!?」

「聖女が頼みの綱つなだっただけに、ノブレス軍も民衆も一気に士気をくじかれた。貴族の館やかたはもぬけの殻からだったらしい」

　そこに、メルカンテ軍から降伏勧告が届いた。全員の身の安全と、平民の財産の保障、仕事の保障、自由と平等の保障。彼らは自分たちを「解放軍」と呼んで、平和的解決を勧めた。

　敵の数は一万。ノブレス軍は一個中隊の駐屯兵だけ。自治権利書もないサモン・ヴィレの市民は、二時間後、駐屯兵を自らの手で拘束し、街をメルカンテ軍に明け渡した。

　でも……とリュドミラは憂ゆう鬱うつな顔をした。

「今だけよ。パロス・ヴィレと同じように、ここにもノブレス軍が大勢で仕返しにくるわ」

「そうだろうな。だが見ろ」

　キリルは、戦闘に備え防壁を張り巡らせた、サモン・ヴィレの町並みを指した。

「メルカンテ軍を入れまいとして施した街の防壁は、ノブレス軍を足止めするために使われている。はらわたが煮にえくり返るほど、うまい『作戦』だ」

「まさか……」

　とリュドミラが目を見開いたとき、耳をくすぐるような美声が割って入った。

「街に防壁を作らせたのは、仕返しにくるノブレス軍と徹底抗戦するためだったんですね」

　ふぁぁ、と呑のん気きなあくびをして、アルカディは真相を的確に語った。ようやく起きたらしい。

　リュドミラはメルカンテの「作戦」の全ぜん貌ぼうを知って、呆あつ気けにとられていた。

　戦わずして街を手に入れ、街の人間を使って、自分たちの防壁を作らせたのだ。

　おまけに住民たちは、自主的に街を明け渡している。ノブレス軍がやってきても、今更助けてくれとは言えない。それどころか、重罪にとわれる恐れがあるから、住民も義勇軍も、メルカンテに責極的に協力せざるを得ないのだ。

「これはきっとあいつの仕業だ。ガスパロ・レキスリアン」

　キリルは憎々しげに呟いた。

「ガスパロ・レキ……？」

「メルカンテの大統領、アルベルト・レキスリアンの息子だ。顔を見たことはないが、嫌味なほどの色男らしい。悪知恵の働く戦略士官としては、有名な男だ」

　ガスパロ・レキスリアン。キリルはノブレス軍にいたとき、何度かこの男の作戦に煮え湯を飲まされたらしい。

「手て強ごわい『敵』が、メルカンテにはいるのね」

　とリュドミラは呟いた。「敵」という言葉を彼女はこのとき、なにげなく使った。

「まったくですね。これだから戦争はなかなか終わらないんです。我々が一、二度武力介入したところで、焼け石に水。人間は愚かですねぇ」

　そう言った寝起き顔のアルカディは、自分の行為を棚たな上あげすることにかけては、世界一上手な聖人だった。




[image: ]












　美しい朱色の夕日に染そまる、サモン・ヴィレの高台に、二人の男女の姿があった。

　一人は夕日にも劣おとらぬ、明るいガーネットの長髪をなびかせる少女で、もう一人は優しい紫むらさきの瞳をした茶髪の青年だった。

「やぁ、リュドミラ」

「は……はい、フェルナンド」

　彼の姿を街で見かけたのはリュドミラだ。大急ぎで鬘ウイツグをつけ「女装」すると、彼女は「大事な話があるの！」とフェルナンドを誘さそった。

　フェルナンドは笑顔でうけた。「高台へ行かないか？　夕日が素す敵てきなんだ」とリュドミラを導みちびく。

　彼の言ったとおり、それは絵に描いたように素敵な風景だった。

　街の屋根はみんな朱色に染まり、太陽はどこまでも透すけるような空に、赤く浮いていた。

　反対側の空には、星がまたたいていて、雲はピンク色に化け粧しようしている。

「もう一度会えるなんて思わなかった。お兄さんと一緒に街をでたと聞いていたけど……？」

　フェルナンドが尋たずねた。お兄さんとは、キリルのことだ。

「うん。そそそ、そうしたんだけど……途中で戦争に巻き込まれそうになって……」

　モジモジしながら、リュドミラは返した。噓うそだから、態度がぎこちない。

　パロス・ヴィレに向かう巡じゆん礼れいの途中、ノブレス軍とメルカンテ軍の衝しよう突とつに巻き込まれ、サモン・ヴィレに戻ってきた、とリュドミラは説明した。

「そう、大変だったね。怪け我がしなかった？」

「うん、私はね。でもね、そそそ……その……」

　リュドミラは言いだしにくそうにした。実際、どう切りだそうか、迷まよいに迷ったが、いい言葉はいまだに浮かんでいない。

「どうしたの？　リュドミラ。泣きそうな顔をしているよ」

　心配そうに、フェルナンドはリュドミラの顔を覗のぞき込んだ。

　優しくされて、ますますリュドミラの瞳は潤うるみだした。

　勢い良く、一体の人形を取りだす。

「ごめんね。ごめんね。ごめんね！　か、貸してもらった人形……壊こわしちゃったの！」

「……」

「本当にごめんなさい。私、おおおお金はないけれど、できる範囲で弁べん償しようするから」

「リュドミラ」

「ごめんなさい！」

　ひっ、と嗚お咽えつしはじめたリュドミラの肩を、フェルナンドはそっと抱いた。

「いいよ。また作るから」

「でも……人形がかわいそうで。それにこれはフェルナンドの大切な商売道具でしょう？」

「いいんだ」

「だって、私を信頼して貸してくれたのに……」

「わかったわかった。そんなに気になるならこうしよう。今度出会うとき、新しいものを作って返してくれ」

　フェルナンドは言った。

「君に似た顔の人形がいい。私は私に似た牛飼いの人形を作る」

（私に似た顔？）

　よくわからない顔をしているリュドミラを見つめ、フェルナンドは一つウィンクする。

「いつかそのあやつり人形を使って、一緒に人形劇をしよう」

　リュドミラはまた、脳のう裏りに浮かぶある想像に囚とらわれた。

　小さな貧まずしい村の、中央にある井戸。そのそばで、フェルナンドと一緒に人形劇をしていた。周囲には粗末な衣服の子供たちが四、五人いて、顔いっぱいに笑顔を浮かべて、その劇を見ているのだ。

「リュドミラ、返事は？」

　催さい促そくされて、リュドミラはフェルナンドの顔に視線を戻した。

「いつか……そうだな、戦争が終わって、平和になったらでいい。一緒に旅をしよう」

　誘われたのは二度目。

「わ、私でいいの？」

　とリュドミラは訊き返す。これも二度目だ。

「君がいいんだ。君に出会うまで、旅は一人旅が一番だと思っていた。気楽だしね。君に出会って考えが変わった。君と二人なら、きっと楽しい。それに……自分のことをずっと好きでいられる気がする」

　フェルナンドはそう言って笑った。

「私、私もね、フェルナンドと一緒にいるときの自分が、一番好きかもしれない」

　リュドミラはふと、思い出す。フェルナンドが言った言葉を。

　人間を嫌いにならないよう努力する。

　それは、自分を好きでいる努力をするのと似ている。

　言葉の意味はいまだに半分ぐらいしかわからない。今はただ、フェルナンドと一緒に旅をしたいと思う。

　旅をしているうちに、自分のことがどんどん好きになる。

　そしてそのうち、言葉の意味がすべてわかってくるような気がするのだ。

「早く平和になるといいわね」

　リュドミラは心からそれを願った。

「そうだな。早く平和になるといいな。お互い白髪しらがになってからじゃ、遅すぎる」

　フェルナンドの言葉に、リュドミラは吹きだした。

「約束だ」

　フェルナンドが右手をだした。

「うん」

　右手をそっと合わせる。とたん、強く握られ、ぐいっとひっぱられた。

　倒れこむように、フェルナンドの胸に顔を埋うずめる。びっくりしたのも束つかの間ま、リュドミラの全身から力が抜けていく。

（あったかい。お日様をいっぱい浴びたような匂においがする）

　キリルとは違う。彼の腕はたくましく、力強い。フェルナンドの抱ほう擁ようは、温かく、優しい。

　すぅ、はーと大きく深呼吸したら、フェルナンドが笑った。

「なぜ笑うのよ？」

「君がすごく無む防ぼう備びだから」












「だって、いい匂いなんだもの」

　と言うと、フェルナンドは「子犬みたいだ」とからかって、リュドミラを解放した。

「フェルナンドはこれからどうするの？　もうしばらくここにいるの？」

　リュドミラが訊いた。

「いや、野や暮ぼ用ようがあってパロス・ヴィレに行く。そのあとパロス・ヴィレの港から船に乗ってノブレスの首都メトロに入るつもりだ」

「私、私も首都に行く！　会えるよね？　絶対」

「ああ。リュドミラにヒロインの人形を作って、返してもらわなきゃならないしね」

　リュドミラは壊れたあやつり人形を、そっと抱きしめた。それは壊れていても、リュドミラの宝物だった。

「探すよ。首都についたら、君を探す」

　とフェルナンドは言った。

「私も！　私も探すから！」

　夕日が沈しずむとき、別れがやってきた。

　先に高台を下りていったフェルナンドは、何度もリュドミラを振りかえり、手を振った。

　そのとき、リュドミラは悲しくて仕方なかった。

（どうしてこんなに、つらいのかしら？）

　切なくなるような胸の痛みに、リュドミラは戸惑う。

　それがなんという感情なのか、まだこのときリュドミラは知らなかった。
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「いい子だと思わないかい？　アウル。リュドミラはいいよ。色気を使って迫ってくるメルカンテの女性たちとは全然違う。媚こびないし、貢みつがないし、『結婚してくれなきゃ死ぬ』なんて我がままも言わない」

　パロス・ヴィレに向かって、フェルナンドは歩いていた。大きな黒いケースをひっぱっている。通りすがりの車か馬車に便びん乗じようするつもりでいるが、なぜか一台も通らない。戦闘があった直後だからだろうか？

　彼の頭上に飛んでいるのは、一羽の白フクロウ、アウルだ。フェルナンドの旅の供ともはこのフクロウもどきの軍事用キメラだった。

「私がメルカンテに帰りたがらないのは、ああいった手合いの女性とつき合いたくないからなんだ。でも憂ゆう鬱うつだな。私の正体がばれたら、絶対、リュドミラに嫌われる」

「タイサ、ゼッタイ、キラワレる。ゼッタイ！」

「絶対を二度言うな。いいさ。絶対、気づかれないようにするから。見ていろ」

　フェルナンドはアウルに向かって宣せん言げんした。

「リュドミラといるとき、自分が一番いい顔をしている気がするんだ。人殺しの戦略顧問じゃなくて、優しい旅芸人さ」

　よし、決めた！　とフェルナンドは言った。

「平和になったら即、退役してリュドミラと旅にでる！」

「のぶれす、テゴワイ。センソウ、オワラナイ」

「終わらせてみせるさ。差し当ってパロス・ヴィレにいるメルカンテ兵に、聖セントフューレンの力について詳しい話をきく必要があるな。首都メトロ攻略の作戦を立てるのはその後だ」

　半日歩いて、フェルナンドはふと立ち止まった。足元に黒い地割れがあることに気づいたのだ。

　それはパロス・ヴィレからここまで、一直線に続いているようだった。

　彼ははたと気づいた。

「そうか……車が通らないのは、この先の道が寸すん断だんされているからか！　くそっ、ぐるっと迂う回かいしなきゃならないのか!?　アウル、どうして教えてくれないんだ!?　空から見えるだろう！」

「タイサ、キカナカッタ。キカナイ、タイサがワルい」

　徒と労ろうを知ったフェルナンドは、こう罵ののしった。

「まったく人騒がせな聖人だ。交戦をとめるのに、大地を裂く必要はない！　私ならもっと利り口こうな手を使う！　効率的で、自然に優しくて……旅人に迷惑をかけないような手だ！」

　フェルナンドは大きなケースをひっぱって、来た道を戻りだした。

「神の力か。そういう代名詞が付くかぎり、大出力の兵器には違いないな。それとも、本物の神通力か？　どっちにしろ連中を始末しないと、メルカンテに勝機はない」

　フェルナンド……いや、ガスパロ・レキスリアン大佐はそう呟いた。
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「あいつは何者だ!?　一度、一緒に教会にきて、軍人相手にイカサマをやった男だろう！」

　キリルはリュドミラに尋ねた。その剣けん幕まくは軍の「尋じん問もん」に相当する。ひどく恐い顔だ。

「誰でもいいでしょ。第一、盗ぬすみ見るなんて犯罪よ！」

　とリュドミラが言い返した。

　フェルナンドと高台で会っているところを、尾び行こうしてきたキリルとオロに目撃されたのだ。

「ねぇ、首都メトロに戻ろうよ！」

「俺の問いに答えろ！」

「教皇聖下と国王陛下に報告しないと」

「はぐらかすな！」

　あははは……と、横で見ていたアルカディが笑った。

「キリル、嫉しつ妬と深いお兄さんみたいですよ」

「お前は黙だまっていろ、アルカディ・トルストシェイン！」

　リュドミラの意識は、すでに首都に飛んでいた。

　首都にある『聖ヨシフ大聖堂』の前で、フェルナンドと再会するのだ。

　そのときリュドミラは手作りのヒロイン人形を持っていて、彼は牛飼いの人形を持っている。

　唐突に、教会の鐘が鳴る。

　大聖堂の扉が開き、純白の豪ごう華かなドレスを着た、美しい花嫁が出てくる。

　花吹雪ふぶきが舞う。

　おめでとう！　お幸せに！

　人々の祝しゆく辞じ。

　新婦は新郎に抱えられ、階段を下りてくる。

　その花嫁の顔は……いつのまにか自分の顔に変わっていた。

「リュドミラ！」

　キリルのわめき声に遮さえぎられて、リュドミラの妄もう想そうは打ち砕くだかれた。

「聖女は男女交際厳禁だ！」

「私は還げん俗ぞくして結婚するわ。『聖ヨシフ大聖堂』で」

「あの男とか!?」

「そそそんなのわからないわ。まだまだ先の話よ。戦争が終わって平和になったら、考える」

　それまでは聖女でいなければならない。リュドミラはそう思った。

（聖フューレンの力がなければ、この戦争は終わらないもの）




　聖地レガトゥスには、三柱の神が眠っている。

　聖戦を司つかさどる神、浄化を司る神。そして審判を司る神だ。

　だが、レガトゥスに「運命を司る神」はいない。

　運命とは、自みずからが引き寄せ、自らで拓ひらき、自ら摑つかみ取るもの。

　レガ教ではそう訓えられている。




　聖女リュドミラ・カリンは今、自分の運命を、引き寄せはじめたばかりだった。





◇ＥＮＤ◇
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　お久しぶりです。尾お久く山やまゆうかです。みなさん、お元気でしょうか？

「今年の夏は、どうなっているの？」と思いつつ、あとがきを書いています。




　新時代の流行語大賞はこれだ!?




　２０１０年の夏は本当に猛もう暑しよですね。外にでたら「溶とける」か「焦こげる」かしそうです。

　前者は『スライム系人種』で、後者は『ヴァンパイア系人種』です。この言葉はきっと、十年後に、流行語大賞をとります。ええ、このまま温暖化がすすめばきっと！

　やがて、この二つの人種は、地球の生存権をめぐって戦うのです。でも、どっちも太陽熱にやられて争いは「ぐだぐだ」になり、仲良く地下にお引っ越しです。

　地球の温暖化が止まるのは、そのあとでしょう。

　すみません。なんせ、暑いので妄もう想そうが暴走しています……。

　冗じよう談だん抜きで、これは大変なことです。エコロジーエコロジーと言いますが、こう暑いとクーラーが止められません。育てている観葉植物たちも、あまりの暑さにぐったりしているので、一緒にクーラーにあたっているしまつ。これでいいはずがない！　でも、あっつーい！




　新シリーズの構想は電話一本で決まった！




　昨年末でしたでしょうか？　イルミネーションがキラキラしている季節でした。

「新しいネタ、なにがいいかなぁ？」

「そうですねー。今までにないようなものがいいですね」

「うーん、斬ざん新しんなやつねー。そのうえ、強きよう烈れつなインパクトがあるといいよね」

　という話を担当さんと電話でしていたのです。

　そのときふと、「神父」と「軍人」が閃ひらめきました。

「今までにない神父でいこうかな。悪魔祓ばらい系じゃなく、戦争で武器を手に戦うような」

　要するに、神父と軍人を折せつ衷ちゆうしてみたわけです。今から思えば、かなり無む茶ちやな折衷ですね。

　これが採用となり、『天翼のジャッジメント』の構想の土台ができたわけです。

　電話一本。数十分で決まり！

　テーマはもちろん、戦争と平和！　いやいや、戦争と平和と、禁断の恋です！

「で、そいつは、力を使うと反動で、すっごく甘いものが欲しくなるの」

　いつも飴あめ缶かんをもっている、武力系キャラが誕生。（のちに「犬好き」を付ふ加か）

「キャラは二面性があるほうが絶対、おもしろいからね」

　ついで、フクロウを頭に乗せた、あやつり人形師誕生。（のちにイケメンに変身）

　このどちらを、主人公の相手役にするかは……私は悩なやんだんですが、編集部は悩みませんでした。

「フラグは、人形師フエルナンドで！」

　即答でした。

　みなさん、お話を考えるのは、難しいことじゃないですよ。ようするに「きっかけ」が必要なだけです。きっかけは、一人より二人……二人より五人のほうが生まれやすいです。悩んだときは、友達に相談してみましょう！




　司教とホムンクルスについて一言




　通常、「司教」を辞書でひくと『カトリック教会の聖職の一つ』なんていう文章がでてきます。便べん宜ぎ上、それがもっとも近い日本語なので、お話に登場してきますが、この話にはキリスト教はでてきません。あくまで、ニュアンスとして、理解してください。同じく、ホムンクルスというものも「人造生命体の総称」として使用しています。（本中Ｐ23参照）

　中世の錬れん金きん術じゆつとともに登場する「ホムンクルス」は、フラスコのなかから出られない生物らしいです。本当にいたのかは……謎なぞですねー。作り方、怪あやしすぎるし。




　ホムンクルスといえば、物語に登場する、黒い犬型ホムンクルスのオロは、私のイチオシのキャラです。かわいいよー。一匹、欲しいよ！　私が一番、気に入っているフレーズはこれ！

「オロが、オロオロする」

　想像して笑う、駄だ洒じや落れです。

　まだまだ、キャラクターの秘話はつきませんが、今回はこのあたりで。

　もしも、次の機会があったら、別のキャラについて語りたいと思います。




　最後に、素す敵てきなイラストを描いてくださった、凪なぎかすみ先生にお礼を。そして、発刊まで寝る間を惜おしんで尽じん力りよくしてくださった担当氏に、心から感謝したいと思います。

　では、また「あとがき」でお会いできる日まで、ごきげんよう。





２０１０年８月　　尾久山　ゆうか
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